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序　文

　国分寺市には、名水百選のお鷹の道・真姿の池湧水群の「水」、国分寺崖線周辺をはじ

めとした自然や都市農業等の「緑」、国指定史跡武蔵国分寺跡等の「歴史」、市民による

多彩な芸術・音楽活動等の「文化」、日本の宇宙開発・新幹線の技術開発の地である「科学」

等、先人から受け継いだ様々な魅力があります。この魅力を一層高め、市民の強いきず

なと活力のある文化の薫り高いまちを目指すため、市では「魅力あふれ　ひとがつなが

る　文化都市国分寺」を未来のまちの姿として目標に掲げ、平成 29 年３月に『国分寺市

総合ビジョン』を定めました。

　「文化都市国分寺」の実現のためには、これまでの歴史を受け継ぎ、新しい文化の醸成

を図り、まちの魅力として発信し続けていく必要があり、『国分寺市総合ビジョン』の

実行計画「子ども・学び・文化」分野のうち「９歴史」では、史跡の保存・整備・活用

の推進を謳っています。また、令和２年２月に策定した『第２次国分寺市教育ビジョン』

においても、「歴史遺産をいかした学びの推進」を主要施策の一つに掲げ、史跡武蔵国分

寺跡（僧寺地区）の保存整備事業を推進することを目指しています。

　その武蔵国分寺跡は、大正 11 年 10 月 12 日に国の史跡として指定を受け、間もなく

100 年の歳月が経過しようとしています。この長い年月の間に、地域で暮らす皆様の御

理解と御協力を得て、現在、史跡の指定地は東京ドーム約 3.3 個分にも相当する約 15

万５千㎡にまで広がりました。そして、昭和 40 年度から着手した史跡の公有化事業は、

指定地全体の約 8 割の達成状況となっています。都心に程近く、多くの人たちが暮らす

住宅地の真っただ中に、これほどの規模を有する史跡の公有地が形成されてきたことは

奇跡的でさえあり、史跡は国分寺市が誇る貴重な財産でもあります。

　さて、武蔵国分寺（僧寺地区）の保存整備事業は、平成 15 年３月に策定した『史跡武

蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備基本計画』で将来的な整備目標を整理し、翌年度から事

業に着手しました。また、平成 20 年２月には『史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施

計画』を策定し、現公有地内で実現可能な中期的整備目標を掲げました。これらの２つ

の計画に基づいて、平成 15 ～ 24 年度までの 10 年間は整備に先行して遺跡の確認調査を

行い、その後、平成 23 年５月には伽藍中枢部の整備基本設計書をまとめ、平成 23 ～ 30

年度に当該地区の整備工事を実施しました。そして、平成 30 年度末に国分寺市立歴史公

園条例に基づく歴史公園として広く供用を開始しています。

　本書は、約 20 年近くにおよんだ国史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔伽藍中

枢地区〕における史跡整備事業の総括報告書として、有識者を交えた付属機関での審議

経過、発掘調査・設計・施工にかかる概要をまとめたものです。今後、整備された歴史

公園を維持管理し、活用する際の参考図書として御利用いただけましたら幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から保存・活用・整備事業にいたるまで、御協力をい

ただきました市民の皆様、土地所有者の皆様、御指導を賜りました文化庁、東京都、国

分寺市文化財保護審議会、国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会等の関係機関の皆

様方に、心より御礼を申し上げます。

令和３年（2021）３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国分寺市教育委員会





例　言

１．本書は、東京都国分寺市西元町二・三丁目地内に所在する国指定史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔伽藍

　中枢地区〕の保存整備事業にかかる総括報告書である。

２．本書に収載した史跡整備工事の対象年度は、平成 23 年～令和２年度に実施したもので、主な整備対象遺構は、金堂、

　講堂、鐘楼、中門、金堂・講堂間の通路状遺構、幢竿遺構、中枢部区画施設（溝・塀）などである。また、この他、

　遺構解説板、電気・排水設備、植栽等の環境整備も行っている。

３．史跡整備工事に先行する事前遺構確認調査は、平成 15 ～ 24 年度に実施した。本書には、伽藍中枢地区にかかわる

　調査の概要を紹介したが、検出された遺構・遺物にかかる詳細は、下記の報告書をあわせて参照されたい。

　①中道　誠 2016『国指定史跡武蔵国分僧寺跡発掘調査報告書－史跡保存整備事業に伴う事前遺構確認調査－Ⅰ〔遺構

　　　編〕』国分寺市教育委員会

　②依田亮一・笹津備当・矢内雅之 2018『国指定史跡武蔵国分僧寺跡発掘調査報告書－史跡保存整備事業に伴う事前遺

　　　構確認調査－Ⅱ〔遺物編〕』国分寺市教育委員会・国分寺市遺跡調査会

４．平成23～ 30年度に実施した史跡整備工事にかかる基本設計は、平成23年５月に策定した（『史跡　武蔵国分寺跡（僧

　寺地区）第一期整備〔中枢地区〕基本設計報告書』）。当該工事では対象となる敷地の北側と南側で大きく工区を２分

　割し、それぞれ平成 22・26 年度に実施設計を検討している。

　　その後、令和２年３月には中枢部周辺地区における基本設計を策定し（『史跡　武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期

　整備〔中枢部周辺地区〕基本設計報告書』）、伽藍中枢部のうち一部施工が未了であった中門の東側範囲について、令

　和元・２年度の２ヶ年で整備工事を実施している。なお、当該範囲の実施設計も令和元年度中に検討を行った。

５．本史跡整備事業は、文化庁の文化財保存事業費関係国庫補助金「歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業費」の採

　 択を受け、費用の 50％を国、25％を東京都、25％を国分寺市が負担しているが、補助対象とならない一部の事業につ

いては国分寺市が単独で経費を負担した。なお、本書の制作にかかる経費は、同補助金の採択を受けている。

６．本書の編集・執筆は、国分寺市教育委員会ふるさと文化財課と株式会社文化財保存計画協会が協議して、株式会社

　文化財保存計画協会が行い、原稿の執筆は下記の通り分担した。

　　第１～３・５章　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係（依田亮一）

　　第４章　株式会社文化財保存計画協会（難波　功、恒川久美子）

７．元号・西暦表記については、大正以前はすべて元号と西暦を併記した。昭和以降については元号のみを基本とした。

　　

８．本書の作成にあたっては、下記の方々より御指導・御協力を賜った（順不同・敬称略）。

　坂誥秀一　星野亮雅　佐藤　信　藤井恵介　松井敏也　野澤　康　酒井清治　鈴木　誠　久保田尚　永澤　悟

　遠藤慈郎　福嶋　司　太田和子　副島弘道　山下信一郎　五島昌也　市原富士夫　鈴木徳子

　文化庁文化財第二課　文化庁文化資源活用課　東京都教育庁地域教育支援部管理課

　国分寺市文化財保護審議会　国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会　国分寺市遺跡調査会調査・研究指導委員会
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１．地理的環境

第１章　遺跡の概要
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第１図　武蔵野台地の地形区分と武蔵国分寺

　史跡整備事業の対象地は、東京都国分寺市西元町二・三丁目地内に所在する。東京都のほぼ中央に位置す

る国分寺市は、東に小金井市、南に府中市・国立市、西に立川市、北に小平市とそれぞれ接し（第２図）、

東西約 5.68km に対して南北約 3.86km と市域は東西にやや長く、11.46 ㎢の面積を有する。都心から JR 中

央線で約 30 分前後の地の利が手伝って、最近 10 年間でも微増傾向にある市内人口は約 12 万人を超え（令

和元年度現在）、都市近郊の住宅都市として発展を遂げている地域である。平成 31 年（2019）には、国分寺

駅北口地区第一種市街地再開発事業のシンボルとなる駅ビルが完成し、今後も商業をはじめとする中心市街

地として発展が期待される一方で、駅から南東へ約１km 離れた史跡地周辺の元町地区は、第一種専用住宅

地域が広がり、高層の建築物は少なく、住宅と農地・緑地が混在する閑静な空間を形成している。

　多摩地域に含まれる国分寺市は、巨視的には関東平野の南西部に広がる武蔵野台地上に立地する。この台

地は青梅市付近を頂点として扇形に形成された国内最大級の洪積台地で、北東を荒川、北西を荒川支流の入

間川、南を多摩川の各河川と沖積低地によって画され、東西 50km、南北 20km の広がりを有するが、台地の

南側は後期更新世（約 12 万年前～１万年前）に多摩川の氾濫で形成された扇状地を起源として、最終間氷

期～最終氷期の海面変動に伴って流路沿いには幾段もの河岸段丘が発達している。このようななか市域の地

勢は、北側の大部分が武蔵野段丘面上の平坦地が占め、段丘南端で切り立つ国分寺崖線を挟んで低位の立川

段丘面に連続するが、通称「ハケ」と呼ばれる国分寺崖線の下には、現在も湧水地が点在しており、これら

の湧水群が多摩川支流である野川の源流となっている。全体的に西高東低の緩やかな傾斜をもつ武蔵野台地

上にあって、市域の標高は武蔵野段丘面上で約 70 ～ 92 ｍ、立川段丘面上で約 55 ～ 66 ｍを有し、崖線の比

高差は整備対象地周辺で約 15 ｍ程である（第１図）。

　武蔵国分寺は、塔や金堂など僧尼寺の主要堂塔は立川段丘面上に占地しているが、後述するように僧寺の

伽藍地・寺院地を囲繞する溝は、この崖線を挟んで一部武蔵野段丘の南端部をも取り込んでいる（第３図）。

また、付近の武蔵野段丘縁辺部には幾筋かの

小さな開析谷があり、現在でこそ湧水は枯渇

しているものの、整備対象地から西方約 300

ｍ離れた尼寺の西北には「黒鐘谷」があり、

そこから端を発して国分寺本堂・おたかの道

湧水園・真姿の池湧水群等の湧水を集めた清

水川（元町用水）が武蔵国分寺伽藍の北側を

東流している。

　さらに、調査地点の北東約 600 ｍ離れた「押

切間」付近では、日立製作所中央研究所構内

の東西両脇に走る「恋ヶ窪谷」・「さんや谷」

からの湧水が集まって元町用水と合流して野

川を形成する。なお、僧寺伽藍中枢部付近の

微細な現況地形は、大局的には金堂・講堂、

および七重塔付近が標高 65 ｍと最も高所で、

北側の元町用水流域の崖線付近は約１～２ｍ

窪み、全体的には南東側へ向かって緩やかに

低く傾斜している（第 14 図）。
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第２図　武蔵国分寺位置図
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第３図　史跡武蔵国分寺跡主要伽藍等配置図
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　市内では、現在 46 箇所に及ぶ周知の埋蔵文化財包蔵地が存在し、各種開発事業に伴う緊急調査および寺

域確認と保存を目的とする学術調査をあわせると、令和元年度末現在までに約 900 箇所を超える地点で発掘

調査が行われている。整備対象地周辺で実施した調査からは、これまでに下記の成果が得られている。

（１）旧石器時代

　野川源流域にあたる国分寺市～府中市北部一帯では、武蔵野段丘縁辺部で旧石器時代の調査が数多く行わ

れている。このうち立川ローム層第Ⅹ層まで調査が及び、約 35,000 年前に比定される石器が出土した遺跡

としては、多摩蘭坂遺跡・日影山遺跡（武蔵国分寺跡北方地区）・府中市武蔵台遺跡（多摩総合医療センター

地区）などがある。なかでも都営住宅建設に伴う多摩蘭坂遺跡第５地点の調査では、立川ローム層第Ⅹ c～

Ⅹ a 層で３箇所の石器集中が発見され、局部磨製石斧や大型打製石斧（市指定重要文化財）等が出土した。

同じくⅩ a層から剥片・石刃を出土した日影山遺跡、Ⅹ c層上部からⅩ a層で石斧を含む石器集中が３箇所

発見された武蔵台遺跡とともに、周辺地域の人的活動を考えるうえで貴重な成果が上がっている。

　また、武蔵国分寺跡では恋ヶ窪谷寄りの北方地区で、平成４～ 13 年度にかけて JR 西国分寺駅周辺再開発

事業に伴う発掘調査を東京都埋蔵文化財センター・西国分寺地区遺跡調査会・国分寺市遺跡調査会が分担し

て行い、各地点から旧石器時代の生活痕跡を検出している。このうち東京都埋蔵文化財センターの調査では、

Ⅸ層下部・Ⅶ層・Ⅵ層（AT 層含む）・Ⅴ層・Ⅳ b 層・Ⅳ a 層・Ⅲ層で 10 枚の文化層を捉え、特に第２文化

層に比定するⅣ a層は、黒曜石主体の尖頭器・ナイフ形石器をはじめ、石器 7,694 点と礫 1,197 点が出土す

るなど、最も資料数豊富な文化層を形成している。

（２）縄文時代

　縄文時代の調査も同様に、武蔵野段丘縁辺部で多くの調査実績がある。武蔵国分寺跡周辺では、僧尼寺中

間の国分寺崖線上一帯が多喜窪遺跡として武蔵国分寺跡と二重に周知されている範囲があり、昭和 24 ～ 25

年頃に国分寺前住職で郷土史家の星野亮勝が調査を行い、１軒の竪穴住居から勝坂式土器 12 個体を発見し

た。これらの土器は共伴した石器７点・土偶１点・耳飾１点とともに国の重要文化財に指定されており、そ

の後の調査で竪穴住居８軒・屋外埋甕２基・土坑・ピット群等が報告されている（武蔵国分寺跡第 251 次調

査）。また、僧寺伽藍北側の武蔵国分寺跡北方地区でも、真姿の池湧水群を望む台地縁辺部の第 563 次調査

で、早期前半撚糸文期の竪穴住居６軒と中期前半五領ヶ台式期の住居１軒、そして市立第四小学校建設に伴

う第 500 次調査で五領ヶ台式期の住居２軒と加曽利Ｅ式期の住居１軒を確認している。さらに JR 西国分寺

駅周辺再開発事業に伴う大規模調査では、特に恋ヶ窪谷に面する台地北側縁辺部で早期初頭撚糸文・押型文

期の住居が 51 軒と密集して確認されている他、少量ながら晩期（安行式）の遺物も出土した。

　一方、立川段丘面では、武蔵国分寺跡の東端部で八幡前遺跡として二重周知している中～後期の遺跡が所

在する以外、極めて断片的な発見状況でしかないが、下水道敷設に伴う調査で中枢伽藍北西付近の国分寺崖

線下から前期諸磯期の集石１基の他、中期（五領ヶ台・阿玉台・勝坂・加曽利Ｅ）、後期（称名寺・堀之内）

の土器が出土し、東僧坊の東方至近地でも中期末～後期の北白川式に伴う住居１軒・集石土坑１基がそれぞ

れ確認されている。また、府中市域の東八道路建設に伴う調査では、僧寺伽藍南方地区で早期（野島・押型

文・田戸上層・子母口式）の陥し穴状土坑５基、前期（諸磯式）の石器集中・焼土、中期（五領ヶ台・貉沢・

加曽利Ｅ・連弧文式）の遺物集中、後期（堀之内式）の土器、そして尼寺伽藍の南西地区でも前期（諸磯式）、

中期（五領ヶ台・貉沢・阿玉台・勝坂式）、後期（称名寺・加曽利Ｂ式）の遺物とともに土坑・集石・集石土坑・

焼土・ピット群等の遺構が調査され、崖線際から約 300 ～ 500 ｍ南へ離れた一帯にも縄文時代の土地利用痕

跡が広がっている。

（３）弥生～古墳時代

　市域における当該期の考古学的情報はきわめて少ない。弥生時代は、野川源流の恋ヶ窪谷を隔てた東側台

地縁辺部の花沢西遺跡で、昭和 52 年に実施した第２地点の調査で、包含層中から中期前葉の壺形土器（須

２．歴史的環境
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和田式）の破片が出土している。続く古墳時代も土

地利用は希薄で、これまでのところ立川段丘面上で

は尼寺伽藍の周辺一帯から甕と壺形土器が１点ず

つ、尼寺伽藍の北側で武蔵台遺跡・武蔵台東遺跡か

らそれぞれ土坑に伴って甕・台付甕が数点出土した。

これらはいずれも、器種や胎土、整形技法上の特徴

から前期五領式期のもので、中期～後期にかけては

現在までのところ発見されていない。ただ、武蔵国

分寺創建期前夜の遺跡として、崖線沿いに横穴墓が

複数の地点で確認されている。そのうち、出土遺物

から年代が想定できる横穴墓は２例あり、一つは昭

和 29 年に甲野勇によって調査が行われた尼寺伽藍

北側の多喜窪横穴墓群で、玄室中央寄りに一辺１ｍ

ほどの不整方形状の土坑を設け、底面に疎らに敷か

れた木炭と礫の上から人骨と平安時代の緑釉陶器の

唾壺が出土している。また、多喜窪横穴墓から西へ

約 500 ｍ離れた内藤新田横穴墓は前庭・羨門・羨道・

玄室まで全長８ｍを測る横穴墓で、前庭部から土師
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第５図　古代武蔵国の郡域・駅路と武蔵国分寺

器坏２点、玄室から須恵器高台付坏２点と鉄釘が出土した。土師器坏の１点は灯明皿として転用され、須恵

器は東海産で形態上の特徴から奈良時代前半頃の所産と考えられている。

（４）奈良・平安時代

　21郡を有する武蔵国の国府と国分寺は多磨郡に設置された。国府（国衙）は同じ立川段丘面の南端（第５図）

に位置し、武蔵国分寺とは直線距離にして約 2.5km の距離を隔て、その間には駅路である東山道武蔵路が南

北に縦貫するが、近年の調査では国府・国分寺間には幾筋もの道路網が繋がることが判明している。僧寺の

中枢伽藍では、昭和 31・33 年に日本考古学協会仏教遺跡調査特別委員会が行った学術調査がはじめての調

査で、金堂・講堂以外に、当時南大門の存在が想定されたＡ地区、現在の南門から金堂南側にかかるＢ・Ｃ

地区、中門の東側で中枢部南辺区画施設にあたるＤ地区の計６箇所を対象とした。その後、昭和 39 ～ 44 年

に滝口宏も学術目的で鐘楼・中門・塔（塔跡１）・伽藍地区画溝と金堂・講堂の再調査を行い、この２つの

調査で武蔵国分寺の主要な堂塔の配置・規模に関する考古学的情報を得ることとなった。昭和 49 年に国分

寺市遺跡調査会が設立されて以降は継続して調査が実施され、国分寺に関連する集落（寺地）は国分寺市南

部～府中市北部一帯に広がり、僧寺金堂を中心に東西約２km、南北約 1.5km に及ぶことが判明している。武

蔵国分寺の概要は、次節で詳しく触れることにする。

（５）中世以降

　武蔵国分寺には、建武２年（1335）七月の奥書をもつ「医王山縁起」が伝来している。それによると、元

弘３年（1333）５月に新田義貞と鎌倉幕府軍の間で激闘となった分倍河原の合戦で、国分寺も兵火で諸殿堂

皆一時に焼亡したが、建武元年に義貞が黄金三百両を寄進し、その翌年３月にお堂を造って供養したという。

伝承では 14 世紀半ばに一旦国分寺は焼失して無くなっているが、市内での中世に関する考古学的情報も、

古代と比べると極めて少ないのが現状である。そうしたなか、尼寺伽藍北方の台地上に所在する伝祥応寺跡

と塚跡、恋ヶ窪廃寺跡などは大略 14 世紀後半～ 15 世紀中葉の遺跡として知られるが、最近、僧尼寺中間地

域の第 706 次調査で、溝覆土中から 12 世紀後半～ 13 世紀前半の龍泉窯系青磁椀Ⅰ類や渥美窯甕などが発見

され、僧寺寺院地東側外縁部にあたる第 714 次調査でも玉川上水の工事失敗談に纏わり、府中市栄町方面ま

での延長が想定される 14 ～ 15 世紀の大溝が検出された他、七重塔と真姿の池湧水群の中間にあたる第 695

次調査で人骨や永楽通寶を伴う土壙墓群が見つかるなど、中世に関わる情報が徐々に蓄積されつつある。
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第６図　武蔵国分寺跡の構造と名称 第７図　武蔵国分寺変遷図

3．武蔵国分寺の概要

　武蔵国分寺は、昭和 31 年に石田茂作を代表とする日本考古

学協会仏教遺跡調査特別委員会による発掘調査を皮切りに、昭

和 49 年からは市の常設調査機関である国分寺市遺跡調査会で

学術・確認調査、および各種開発に伴う事前調査等を継続的に

実施している。市内では「武蔵国分寺跡」として周知している

埋蔵文化財包蔵地の範囲（国分寺市№ 10・19 遺跡）だけでも、

令和２年現在までに 760 次を超える調査件数を累積してきた。

また、武蔵国分寺を支える集落跡は、隣接する府中市域にも及

んでおり（府中市№１遺跡「武蔵国分寺関連遺跡」）、府中市内

でもこれまでに 80 地点以上の調査が行われているため、全体

での調査件数は約 850 地点前後にものぼる。こうした既往の調

査成果を踏まえた武蔵国分寺の概要については、おおよそ、以

下のとおり理解されている。

　武蔵国分寺の構造は、僧尼寺を含む南辺の東西中軸線上にあ

たる僧寺金堂に設計の中心を置き、中央部を占める僧寺は寺院

地・伽藍地・中枢部の三重に、南西隅を占める尼寺が伽藍地・

中枢部の二重にそれぞれ区画される（第 6 図）。その間を東山

道武蔵路が南北に縦貫し、これらの周辺には集落が広がる寺地

が展開するが、その規模は東西 1.5km、南北 1.0 ㎞にも及ぶ（第

８図）。なお、僧尼寺をそれぞれ囲む範囲の規模は、表１に示

したとおりである。
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対象地 東辺長 西辺長 南辺長 北辺長 備　考

僧寺

寺院地 (新期 )
約 582 ｍ 約 536 ｍ 約 716 ｍ 約 626 ｍ 　区画溝範囲

約 758 ｍ － 　区画北辺溝～参道口間　

寺院地 (古期 ) 約 582 ｍ 約 548 ｍ 約 484 ｍ 約 484 ｍ 　区画溝範囲

伽藍地 428.3 ｍ 365.4 ｍ 356.3 ｍ 384.1 ｍ 　区画溝範囲

中枢部 南北約 132 ｍ 東西約 156 ｍ 　掘立柱塀範囲

尼寺
伽藍地 南北推定 160 ｍ以上 東西約 150 ｍ 　区画溝範囲

中枢部 118.78 ｍ 123.05 ｍ 88.42 ｍ 89.4 ｍ 　掘立柱塀範囲

寺地 南北約 1km 東西約 1.5km 　関連遺跡（集落域）の広がり

表１　武蔵国分寺　寺地・僧尼寺寺院地・伽藍地・中枢部等の規模比較

　僧尼寺の中枢部を除く区域には、多数の掘立柱建物や竪穴住居が分布しているが、それらの大半は寺の管

理運営機関である「院・所」を構成する遺構群であり、太衆院・政所院、苑院・花園院、東院、修理院、講

（師）院・中院等の付属諸院等の存在が想定されている（第８図）。これらは遺構及び出土遺物の検討によっ

て、大きく三期の変遷を辿っている（第７図）。

【創建期（第Ⅰ期）】　８世紀後半代にあたり、天平 13 年の国分寺創建詔発布直後に塔周辺を中心とする伽藍

地で造営に着手したⅠａ期、天平 19 年の郡司層の協力要請を受けての造寺計画の変更と造営が終了するⅠ

ｂ期（天平宝字２年以前）、以降のⅠｃ期に小区分される。Ⅰｂ・Ⅰｃ期は僧尼寺の金堂・講堂の創建段階

に相当する。武蔵台遺跡で出土した漆紙文書が、天平勝宝九歳（757）の具注暦であることから、反故とな

る翌年の 758 年までには国分寺の造営は終盤を迎えつつあった。

【整備拡充期（第Ⅱ期）】　塔再建（上限承和 12 年）を中心とする時期で、僧尼寺の整備・拡充が行われた９

世紀後中頃から後半代にあたる。

【衰退期（第Ⅲ期）】　寺院地及び伽藍地区画溝の埋没を契機として竪穴住居が伽藍地内に出現し、国分寺の

存在意義が失われてくる 10 ～ 11 世紀代にあたる。

0 100 200 300m

国分寺崖線国分寺崖線

武蔵野段丘面

立川段丘面

講（師）院推定建物
（「中院」候補建物）
講（師）院推定建物
（「中院」候補建物）

太衆院・政所院推定地太衆院・政所院推定地
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第８図　推定付属諸院の位置
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４．史跡指定・公有化と整備の現状

　武蔵国分寺跡は、大正８年５月および翌年 11 月の東京府による実地踏査に基づき、史蹟名勝天然紀念物

保存法（大正 8 年法律第 44 号）第１条により、同 11 年 10 月 12 日に内務省告示第 270 号をもって「史蹟」

に指定された。また翌年には、同法第５条第１項により、内務省発理第４号をもって東京府北多摩郡国分寺

村が「史蹟武蔵国分寺址」の管理者となった。指定直後には、赤道部分を除く僧寺金堂および講堂の一部（第

９図）、そして七重塔基壇部分が国により公有化されたが、市では昭和 39 年に尼寺地区で生じた無断現状変

更行為による宅地開発を契機に、翌 40 年度から今日に至るまで毎年公有化事業を継続し、令和 2 年末現在

で史跡指定地の約 8割まで公有化が果たされてきている（第 11 図）。その一方で、本格的な発掘調査が行わ

れるようになって以降は、調査結果や後述する保存管理計画に基づいて、下記の通り追加指定を重ねている

が、平成 22 年８月には、それまで東京都指定の史跡であった東山道武蔵路跡が附で追加されたことで、指

定名称も「史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡」に変更され、古代の官道と僧・尼寺がセットで国の史跡に

指定されている全国的にも稀有な存在の史跡となった（第 10 図）。

【追加指定履歴】 　

　①　昭和 51 年 12 月 22 日追加指定（東僧坊）　　  　　　     文部省告示第 171 号

　②　昭和 54 年５月 14 日追加指定（尼寺南東部）  　      　  文部省告示第 76 号

　③　昭和 57 年７月３日追加指定（僧寺南門西側）　 　  　    文部省告示第 113 号

　④　平成 10 年 12 月 25 日追加指定（僧寺中門西方）　 　    　文部省告示第 185 号

　⑤　平成 14 年 12 月 19 日追加指定（僧寺北東地域） 　　　    文部科学省告示第 209 号

　⑥　平成 17 年 ３月２日追加指定（僧寺南門西側・参道口）  　文部科学省告示第 28 号

　⑦　平成 17 年７月 14日追加指定（僧寺伽藍西方）　　　 　 　文部科学省告示第 28 号

　⑧　平成 18 年７月 28日追加指定（国分寺崖線下地域）        文部科学省告示第 174 号

　⑨　平成 22 年８月５日追加指定（東山道武蔵路跡） 　　      文部科学省告示第 127 号

　⑩　平成 29 年 10 月 13 日追加指定（東山道武蔵路跡ほか）　　 文部科学省告示第 143 号

第９図　明治７年国分寺村地籍図（僧寺金堂・講堂付近）

金堂

講堂

中門

鐘楼 東僧坊西僧坊
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第 10 図　史跡指定経緯図
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第 11 図　土地所有者状況図 ( 令和２年度末現在）
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　武蔵国分寺跡の整備は、昭和 41 年の市議会で「史跡公園促進特別委員会」設置の承認を得て、昭和 46・

47・49 年には僧寺中枢部（金堂・講堂・鐘楼周辺）を対象に環境整備第一期工事が施工されたが（第 13 図）、

市立第四中学校の建設にかかる遺跡保存問題が生じて、工事は中断する事態となった。当時の竣工図から読

み取れる主な第一期工事の内容は、石材で外周を区切った主要遺構の平面表示、敷地造成、環境整備（植栽・

電気設備等）等であったが、後の発掘調査成果に照らすと講堂や鐘楼の表示範囲には誤りがあり、整備盛土

中には建設発生土が使用されているなど、遺跡保存整備として必ずしも適切とは言い難い施工状況であった。

　その後、市では昭和 49 年から 61 年にかけて寺域の確認調査を実施し、国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計

画策定委員会での審議を経て、平成元年３月に「史跡武蔵国分寺跡保存管理計画」、続く平成２年３月に「整

備基本構想」、翌３年３月に「整備基本計画」を順次策定した。そして、平成４年度からは公有化が 100％

完了していた尼寺地区の史跡整備事業に着手し、平成 15 年４月から市立歴史公園武蔵国分尼寺跡として開

園している。

　一方、僧寺地区は整備対象範囲の広さに加えて、「整備基本計画」策定後の史跡をとりまく環境が変化し

てきたことから計画の全面的な見直しを行い、平成 15 年３月に「史跡武蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備基

本計画」を策定し、翌年度から整備工事に先行する事前遺構確認調査に着手した。本計画では、僧寺地区を「中

枢地区」・「塔地区」・「南大門地区」・「北方地区」の４つにゾーニング区分し、各地区ごとに事前遺構確認調

査→測量・基本設計→実施設計→整備工事を順次実施するとしていたが、このうち北方地区の真姿の池北側

に広がる国分寺崖線上では、開発に先立つ発掘調査で伽藍地北辺区画溝が発見されたため、平成 18・19 年

度に緊急整備を実施し、翌 20 年４月に市立歴史公園史跡武蔵国分寺跡（僧寺北東地域）として開園した。

　また、平成５年 11 月～平成８年 10 月には、泉町二丁目の西国分寺地区住宅市街地整備総合支援事業に伴

う発掘調査で東山道武蔵路に比定される道路遺構が発見された。本遺構は、平成 10 年３月に策定した『東

山道遺構の保存・活用整備計画策定調査報告書』に基づき、多喜窪通り北側から JR 中央線南端までの幅 15

ｍ，長さ約 500 ｍ部分が保存・整備の対象となったが、このうち西国分寺住宅 (現いずみプラザ )の東側で

は 10 ｍ幅の保存空地に加え、東に隣接する 12 ｍ幅の都市計画道路の西側５ｍ部分が歩道となり、保存空地

と歩道を合わせた 15 ｍ幅の路面上に東山道武蔵路の側溝を平面表示し、案内板も設置された。そして、保

存対象地の北側でJR中央線寄りの約998㎡部分に屋外の遺構観察施設を設け、市立歴史公園として開園した。

さらに、泉町地区から約 100 ｍ南側に離れた旧第四小学校跡地（西元町二丁目地内）でも、平成 18 年 10 ～

11 月に発掘調査を行い、東山道の延長部分が良好な状態で確認されたため、翌 19 年度に第四小学校周辺地

区地区計画により東山道武蔵路および隣接する史跡空地３箇所を地区施設として定め、平成 22 年度に道路

側溝の平面表示を主とした整備工事を実施した。なお、本地区も平成 23 年４月に市立歴史公園として開園

している。

　府中市栄町に所在する参道口地区については，都営府中栄町三丁目第２団地建設事業の一環により、団地

内に設置された都市公園「万作の木公園」の北側一角 349.38 ㎡部分が史跡に指定されている。同地区で行

われた事前の発掘調査では、僧寺南門・中門へと通じる南北の参道と、尼寺・東山道方面へ続く斜方向の参

道とが二つに分岐し、その分岐点から僧寺方面へ延びる参道の脇で３時期に亘る門跡が発見されている。公

園内には門柱の基部を半立体表示し、参道は路面上に平面表示を施し、解説板を設けて歴史学習の場として

活用されている。参道口の整備は東京都が実施し、現在府中市が史跡公園として管理を行っている。

　なお、令和元年度末現在で、国分寺市立歴史公園として整備している箇所は次の５箇所である。

　　①　市立歴史公園 武蔵国分尼寺跡　23,681.31 ㎡

　　②　市立歴史公園 史跡武蔵国分寺跡（僧寺北東地域）　3,216.94 ㎡

　　③　市立歴史公園 史跡武蔵国分寺跡（国分寺崖線下地域）　4,571.84 ㎡

　　④　市立歴史公園 史跡東山道武蔵路 (武蔵国分寺跡北方地区 )　2,491.04 ㎡  

　　　　※うち泉町地区 998.70 ㎡，旧四小跡地地区 1,492.34 ㎡

　　⑤　市立歴史公園　史跡武蔵国分寺跡（僧寺中枢地域）　9,972 ㎡（平成 23 ～ 30 年度施工範囲） 　
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　市立歴史公園
　史跡武蔵国分寺跡
　（僧寺北東地域）

　市立歴史公園
　史跡東山道武蔵路
　(武蔵国分寺跡北方地区）

　市立歴史公園
　武蔵国分尼寺跡

　平成23～30年度整備対象地
　市立歴史公園
　武蔵国分寺跡（僧寺中枢地域）　

　令和元･２年度整備対象地
    僧寺中枢部南辺区画施設

 

礎石立建物，区画溝・塀，道路
史跡指定範囲

市立歴史公園供用区域
令和元・２年度整備箇所

　市立歴史公園
　史跡東山道武蔵路
　(武蔵国分寺跡北方地区）

　市立歴史公園
　史跡武蔵国分寺跡
　（国分寺崖線下地域）

第 12 図　整備状況図（令和２年度末現在）
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第 13 図　武蔵国分寺跡史跡公園築造工事竣工図（昭和 47 年度）

 
 

写真１　整備前の金堂基壇と史跡指定標柱（南から） 写真２　整備前の講堂基壇跡（南から）
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①西元町地区の東山道武蔵路

②泉町地区の東山道武蔵路

写真３　東山道武蔵路の整備状況

③遺構再生展示施設（泉町地区） ④遺構再生展示施設内の模型
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①僧寺北東地域全景 ②伽藍地区画溝断面観察施設

写真４　僧寺北東地域の整備状況

⑪武蔵国分尼寺跡 金堂・中門

②武蔵国分尼寺跡 尼坊・北辺区画塀

写真５　武蔵国分尼寺の整備状況
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１．調査地点の位置

地点 
番号

調査 
年度

調査 
次数

地区 調査地点
面積 
（㎡）

調査期間 調査地番
(西元町 )

備考
開始 終了

①

15

570 南門地区 伽藍外（南門南方１） 15.80 20031211 20040107 三丁目 2094-4･5

② 570 南門地区 伽藍外（南門南方２） 21.00 20031216 20040219 三丁目 2093-5

③ 570 塔地区 伽藍外（塔南方） 34.20 20031222 20040116 三丁目 2048-4

④ 570 塔地区 塔１･塔２間 16.20 20040114 20040205 三丁目 2008

⑤ 570 塔地区 塔２ 32.20 20040226 20040319 三丁目 2024-4 全５調査区

⑥ 570
中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区

区画南辺（中門東） 58.00 20040119 20040301 三丁目 2112-1･4

⑦
16

578 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画南辺（中門東） 445.60 2004818 20050331 三丁目 2112-1･4、2113-1･4･5 570 次調査（15 年度）の

継続及び調査区の拡張

⑧ 578 塔地区 塔２ 609.80 20040701 20050331 三丁目 2004-29、2008、2023-4、2024-1･4

⑦

17

578 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画南辺（中門東） 445.60 20050601 20060331 三丁目 2112-1･4、2113-1･4 578 次調査（16 年度）の

継続及び調査区の拡張

⑨ 603 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 中門 344.15 20060202 20060322 三丁目 2113-4･5、2114-1･4、2122-2 市道南３号線下部分の

調査

⑧ 578 塔地区 塔２ 589.78 20050601 20050805 三丁目 2004-29、2008、2023-4、2024-1･4 578 次調査（16 年度）の
継続及び調査区の拡張

⑩ 603 塔地区 塔２周辺南 56.76 20050822 20060316 三丁目 2004-8･16･21･41

⑧

18

578 塔地区 塔２ 597.06 20060706 20070315 三丁目 2004-29、2008、2023-4、2024-1･4

⑩ 603 塔地区 塔２周辺南

255.52 20060731 20070331 

三丁目 2004-16･21･41、2035-5･8

⑪ 603 塔地区 塔２周辺西 三丁目 2021-1、2023-1

⑫ 603 塔地区 塔２周辺北 三丁目 2013-1 ～ 4、2014-1 ～ 3

⑬ 603 塔地区 塔２周辺東 三丁目 2004-1･32

⑨ 603 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 中門 405.30 20070202 20070322 三丁目 2122-1･5、2121-2･3 603 次調査（17 年度）の

継続及び調査区の拡張

⑭ 603 堂間地区 中門 ･金堂間 131.93 20070302 20070309 三丁目 2114-1 ～ 4

⑮

19

625 塔地区 塔１ 16.76 20080116 20080331 三丁目 2004-1 603 次調査（18 年度）の
継続及び調査区の拡張

⑨ 625 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区

中門 
区画南辺（中門西） 273.11 20070719 20080331 三丁目 2122-2、2113-1･4･5、2112-1･2･4 603 次調査（18 年度）の

継続及び調査区の拡張

⑭ 625 堂間地区 中門 ･金堂間 152.69 20070820 20080331 三丁目 2114-1 ～ 4 603 次調査（18 年度）の
継続及び調査区の拡張

⑯ 625 南門地区 南門 186.00 20080314 20080327 三丁目 2101-7･8

⑯

20

642 南門地区 南門 184.08 20080613 20090205 三丁目 2101-7･8 625 次調査（19 年度）の
継続及び調査区の拡張

⑰ 642 堂間地区 中門 ･金堂間東 86.85 20080728 20081106 三丁目 2111-2･3

⑱ 642 講堂地区 講堂 374.25 20081106 20090331 二丁目 1609、1610-1 ～ 3、1619、1621

⑲ 642 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画北辺 13.86 20081205 20090331 二丁目 1610-3、1621

⑱
21

650 講堂地区 講堂 494.60 20090515 20100331 二丁目 1609、1610-1 ～ 3、1619、1621 642 次調査（20 年度）の
継続及び調査区の拡張

⑳ 650 金堂地区 金堂 181.00 20100210 20100331 二丁目 1610-3,1612 ～ 1616

⑳

22

655 金堂地区 金堂 471.12 20100507 20110331 二丁目 1610-3,1612 ～ 1616 650 次調査（21 年度）の
継続及び調査区の拡張

㉑ 655 堂間地区 金堂 ･講堂間 28.00 20101220 20110331 二丁目 1610-2･3、1614

㉒ 655 鐘楼地区 鐘楼 250.27 20101220 20110331 二丁目 1608-1･2、1611-2

㉒

23

672 鐘楼地区 鐘楼 266.60 20110715 20120330 二丁目 1608-1･2、1611-2 655 次調査（22 年度）の
継続及び調査区の拡張

㉓ 672 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画北辺 70.29 20111119 20120210 二丁目 1621 642 次調査（20 年度）の

継続及び調査区の拡張

㉔ 672 経蔵地区 
堂間地区

経蔵東 
金堂 ･講堂間 168.28 20111004 20120330 二丁目 1616、1619 ～ 1621 全５調査区

⑳

24

680 金堂地区 金堂 41.48 20120614 20130228 二丁目 1610-3,1612 ～ 1616
市道南２号線下含む。 
655 次調査（22 年度）の
継続及び調査区の拡張

㉕ 680 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画北西 99.34 20120614 20130228 二丁目 1644-1･2 322 次調査区（元年度）

を拡張

㉖ 680 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画南西 73.80 20121116 20130228 三丁目 2131、2131-1･3･4、2117

㉗ 680 中門 ･伽藍中枢
部区画施設地区 区画南東 98.98 20121127 20130228 三丁目 2109-1･4 ～ 7

表２　史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）事前遺構確認調査  調査経過一覧（平成 15 ～ 24 年度）

　本史跡整備事業に先行して実施した事前遺構確認調査の調査地点は、表２および第 14 図に示したとおり

合計 27 箇所におよび、平成 15 ～ 24 年度の 10 ヶ年で実施した。対象とした範囲は、金堂・講堂・鐘楼・中

門・南門・七重塔（塔１・塔２）等の主要堂舎を中心に、伽藍中枢部外周を囲繞する塀・溝等の施設、そし

て金堂・講堂間、金堂・中門間等といった堂舎間部分である。このうち、本整備事業に関わる伽藍中枢部の

調査成果について、次節以降で紹介する。

第２章　事前遺構確認調査の概要
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100m0

平成15～24年度
僧寺地区史跡整備に伴う事前遺構確認調査地点

昭和49～平成14年度　発掘調査地点

水路道路区画溝

南門

SD72
古寺院地区画溝

SD23
伽藍地区画溝

SD42
伽藍地区画溝

SD17
寺院地区画溝(南辺)

経蔵経蔵

西僧坊 東僧坊鐘楼

講堂

金堂

中門

南門

中門
塔1塔2

七重塔

北方建物

⑩

①

②

⑦

③

⑥
④

⑭

⑮

⑳

㉒

㉑

㉓

㉔

⑲⑲

⑱

⑯

⑰

⑧

⑨
⑤

⑪

⑫

⑬

㉕

㉖

㉗

65ｍ

70ｍ

75ｍ

薬師堂

八幡神社

仁王門 本堂

楼門

資料館

長屋門

65ｍ

第 14 図　平成 15 ～ 24 年度の発掘調査地点と周辺の地形
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２．国分寺市遺跡調査会 調査・研究指導委員会

　史跡整備に伴う事前遺構

確認調査は、市の任意団体

である国分寺市遺跡調査会

へ委託し、同組織に兼務す

る市教育委員会職員が調査

担当者として専従した。

　国分寺市遺跡調査会に

は、その下部組織として国

指定史跡武蔵国分寺跡の調

査・研究についての指導・

助言を分掌させる目的で、

令和２年度現在、考古学・

建築史・古代史・保存科学

等の有識者５名から構成さ

れる「調査・研究指導委員

会」を規約第 17 条に基づ

いて設置しており、毎年の

調査では、発掘現場におい

て同委員会による遺構解

釈・調査の進め方等の指導

を仰ぎながら進めていくこ

とにした。本委員会での検

討結果をもとに、これまで

遺構編・遺物編の調査報告

書が刊行されている。

　なお、委員会の構成メン

バー、および事前遺構確認

調査にかかる委員会の開催

経過は表３に示したとおり

である。

写真６　鐘楼跡現地視察（平成 23 年８月 23 日） 写真７　堂間通路現地視察（平成 23 年 11 月２日）

回数 開催年月日 議題
平成16年1月23日 事前遺構確認調査の進め方
平成17年3月30日 塔地区・伽藍中枢部南辺地区の調査
平成18年3月3日 塔地区・伽藍中枢部南辺地区・中門地区の調査
平成18年11月1日 塔地区の調査
平成19年5月28日 中門地区・金堂前面地区・塔地区の調査
平成21年2月18日 講堂地区・伽藍中枢部北辺地区の調査
平成21年8月11日 講堂地区の調査
平成21年12月7日 講堂地区の調査
平成22年11月8日 金堂地区の調査
平成23年2月7日 金堂地区の調査
平成23年8月23日 鐘楼地区の調査
平成23年11月2日 鐘楼地区、金堂・講堂堂間地区の調査
平成25年1月31日 伽藍中枢部区画施設（北西・南西・南東）の調査

平成26年3月10日
事前遺構確認調査の報告書刊行に向けて（編集方針）
講堂跡基壇復元工事
国分寺崖線下の東山道武蔵路

平成28年1月20日 事前遺構確認調査の報告書について（第１分冊・遺構編）
平成29年5月31日 事前遺構確認調査の報告書について（第２分冊・遺物編）

　　委　員　　酒井清治　（考古学）　　駒澤大学名誉教授
　　委　員　　松井敏也　（保存科学）　筑波大学芸術系教授

第１章　総　則
（目的）第１条　この調査会は、国分寺市内所在遺跡の調査、研究及び保存活用方法の研究等を行うことを目的とする。
（名称）第２条　調査会の名称は、国分寺市遺跡調査会（以下「調査会」という）と称する。
（事業）第３条　調査会は、第１条の目的を達成するため次の事業を行う。
　（１）国、地方公共団体その他の法人及び個人の委託を受けて行う発掘調査及び保存活用方法の研究
　（２）その他前号の目的を達成するために必要な事業
（事務所）第４条　調査会の事務所は、国分寺市西元町一丁目13番６号とする。
第４章　調査・研究指導委員会
（委員会）第17条　調査会に、国指定史跡武蔵国分寺跡の調査・研究についての指導・助言を分掌させるため、調査・研究指導
　　委員会（以下「委員会」）を置く。
（定数）第18条　委員会の委員は、役員及び役員以外の学識経験者若干名とする。
（委嘱）第19条　委員は会長が委嘱する。
（委員長）第20条　委員会は、委員の互選により委員長を１名選出する。

国分寺市遺跡調査会規約（抜粋）　※令和元年７月18日最終改正

表３　国分寺市遺跡調査会 調査・研究指導委員会開催経過（平成15～29年度）

国分寺市遺跡調査会 調査・研究指導委員会委員名簿
　　委員長　　坂詰秀一　（考古学）　　立正大学特別栄誉教授

　　委　員　　佐藤　信　（古代史）　　東京大学名誉教授
　　委　員　　藤井恵介　（建築史）　　東京大学名誉教授

表 3
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３．中門および中枢部区画施設
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築地塀範囲

【凡例】

第 15 図　伽藍中枢部全体図

　金堂・講堂・僧坊等を囲繞する中門および中枢部の区画施設を対象とした調査は、史跡整備や工事中の立

ち会いを含む各種の開発等に伴って、これまでに約 20 箇所で実施している（第 15 図）。

　まず、伽藍中軸線上で金堂と南門の間にある中門は、昭和 40 年と平成 18 ～ 19 年の調査によって、創建

期の礎石建て ( ＳＢ 216) から、その後掘立柱建物 ( ＳＢ 232) の門に建て替えられたことが判明した ( 第

16 図 )。ＳＢ 216 は、桁行３間 (9.5 ｍ )、梁行２間 (6.0 ｍ ) を測り、左右両側の柱間が 3.0 ｍに対して中

央間が 3.6 ｍと幅広く、八脚門の構造であったと想定される。礎石は全て現存していなかったが、礎石を据

え付けた掘り方には壺掘地業が施され、大凡 1.5 ｍ四方、深さ 1.0 ｍ以上の規模を有する。底面には男瓦を

主体に瓦凸面を上向きに据え、その上に河原石を多く含んだ厚さ５～ 10cm の版築層を積み上げて、最上部

に礎石の根石を乗せる構造であった。底面に敷かれた瓦は創建期段階のもので、「高 (高麗郡 )」の押印、「播

( 播羅郡 )」のヘラ書き資料があり、中門周辺からは隅切瓦が出土することから、屋根の構造は寄棟もしく

は入母屋と推定された。

　また、ＳＢ232は、礎石建ち中門よりも一回り小さく、桁行３間(約８ｍ)、梁行２間(4.8ｍ)の側柱建物で、

正面中央間が 3.2 ｍ、左右両側が約 2.4 ｍと中央間の幅が広い点ではＳＢ 216 と同様である。柱穴は円形・

楕円形状で、直径 0.7 ～ 0.9 ｍ、深さは約 0.5 ｍと規模も小さく、断ち割りした柱穴には柱の抜き取り痕跡

が確認出来た。
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第 16 図　中門および中枢部南辺区画施設

掘立柱塀 築地塀（建て替え）

写真８　中門東側の中枢部南辺区画施設調査状況

第 17 図　築地塀積土作業イメージ

　講堂跡は、昭和 31 年に日本考古学協会仏教遺跡調査特別委員会が、主に建物・基壇の西側部分を対象に

調査を行い、その後、昭和 40 年代には市教育委員会が東側を調査し、礎石据付や基壇の増築状況等を確認

した。史跡整備に伴う調査では、これら二度の発掘成果を踏まえ、建物全体の構造と創建・再建時の基壇位

置、礎石据付状況等を確認するため、一部既往の調査区も再掘削し、基壇全体を覆う 15 箇所のトレンチを

設定して行った（第 18 図）。その結果、特に基壇部分は南面を除く北・東・西側で増築した痕跡があり、重

複する二時期の礎石据え付け状況から、建物全体を建て替える大規模な改修を施した様子が改めて判明して

　全国各地の国分寺には、中門の両側には廻廊が取

り付き、金堂や講堂などの建物と連結している伽藍

配置がみられるが、武蔵国分寺（僧寺）の場合は、

昭和 40 年に行われた発掘調査で、中門の中央柱列

の西側延長線上 60 ｍの区間にわたって、地中に柱

を埋め込む構造の掘立柱塀と、塀の南側に幅３ｍの

大溝が並走する様子が確認され、伽藍中枢部は廻廊

ではなく、塀と大溝で囲まれていることが判明した。

　その後、平成 17 年度に中門とその東側範囲を調

査した結果、中枢部を区画する南辺塀は掘立柱から

築地へと造り替えられ、掘り込み地業を伴う築地塀

の基底部幅は約 2.4 ｍを有し、築地の南側に大小２

条の溝、築地の北側には小溝が１条並走しているこ

とも明らかになった。また、翌年度は中門の西側で

も再調査を行ったところ、大溝の覆土中に築地塀の

崩壊土が含まれていたため、西側の塀も掘立柱から

築地へと造り替えられたことが確認されている。

４．講堂跡
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いる。　

　まず建物の規模や構造については、創建時は桁行５間(東西約28.5ｍ)、梁行４間(南北約16.6ｍ)であっ

たものが、再建時には桁行７間 (東西約 36.2 ｍ )、梁行４間 (南北約 16.6 ｍ ) へと大きく建て替えている。

ただし、身舎部分は創建時・再建時ともに桁行５間、梁行２間で規模は変化せず、身舎に取り付く廂の構造

が南北両側の二面廂から四面廂へと変化し、このことから屋根構造は切妻造から入母屋造、もしくは寄棟に

なったものと考えられる。

　創建時の基壇は、東西約 34.3 ｍ、南北約 22.6 ｍを測り、外装は四周いずれも瓦積を施し、その基底を構

成する部材は、東面が河原石を主体としながら一部では女瓦片を併用するが、西面南側では完形の男瓦、西

面の北側では女瓦片と、場所によって設えの様相が異なる事が明らかとなった。また、再建時の基壇は、東

西約 42.2 ｍ、南北約 22.6 ｍで、外装は瓦積で創建時と変わらないが、基底部の部材が塼を地覆とする点で

創建時とは異なっている。なお、基壇外周の雨落施設は、創建・再建時ともに確認されていない。基壇外装

に使用した瓦を比較すると、創建時は８世紀中頃に生産された南比企窯跡群産の有段男瓦が目立ち、一方の

再建時の外装瓦は創建期から９世紀中頃までの製品が混在して使用され、再建されるまでの間建物に葺かれ

ていた瓦を再利用したものと思われる。

　礎石は、再建時の身舎および廂全体で本来は 36 個が存在した筈であるが、現況では基壇上に６個、基壇

周辺に６個 ( 南西に５個・北側に１個 ) の計 12 個が確認出来る。このうち、原位置を留めるのは礎石 1-1、

2-2、8-4 の３個で、石材はチャートと砂岩の両者が認められる。現存する 12 個の礎石のうち、礎石 8-4 と

原位置から外れる礎石 4-2 には被熱痕があり、講堂が再建された直接的契機として、創建時の建物が火災で

焼失した可能性がある。また、礎石自体は元の位置からずれていたり、もしくは他所へ持ち去られているが、

礎石を据え付けるための根固め石やその掘り方が、礎石 1-2･3、2-1･3･5、3-1･2、4-1･2･4、5-1･2･4 の 13

箇所で確認されている。その一方で、礎石 8-1･3･5 に相当する範囲では、据え付け痕跡は明瞭に掴むことは

出来なかった。

　ところで、礎石 4-4 の据え付け痕跡に着目すると、方形と略円形の二つの掘り方が重複して検出されてお

り、その新旧関係から前者が創建時、後者が再建時と考えている。創建時の掘り方は、一辺が約 2.5 ｍを測

り、根固め石は遺存しておらず取り払われていた。また再建時の掘り方は創建時に対して南西側にややずれ

て構築され、長径約 2.4 ｍ、短径約 1.8 ｍを測り、中央付近に根固め石を集積し、埋め土内には瓦を混入し

ている。このことから、講堂跡は創建時の建物に対して南西側に幾分柱位置をずらして再建したことが推測

されるが、その他の礎石据え付け部分では、新旧二時期の掘り方は確認されていない。

　この他、基壇南面と北面のそれぞれ中央付近には、階段が付設されていた可能性がある。おおよそ、建物

中央間１間分 (約 20 尺 ) の範囲に瓦積外装の前面を覆う積み土が広がり、特に南面では 50cm 大の河原石が

点在していた。これらは階段を構成する部材と思われるが、その規模や段石等の詳細は不明であった。さら

に、平成 21・23 年度には、講堂基壇南側にトレンチを設定して調査を行い、土取り穴と想定される大規模

な掘り込み ( ＳＸ 311) や、基壇南側に伽藍中軸線を挟んで東西に３基ずつ、計６基の幢竿支柱状の遺構が

確認されている。現時点で講堂の再建要因は、弘仁九（818）年及び元慶二（879）年の地震による倒壊の可

能性があり、また再建講堂の廃絶時期は、基壇周囲に広がる焼土層や、昭和 31 年度の調査で基壇を壊す土

坑覆土から北宋銭が出土していることから、漠然と中世以降としか言えない状況である。

５．金堂跡

　金堂跡は講堂跡と同様に、昭和 31 年と 40 年度にそれぞれ発掘調査が行われている。昭和 47 ～ 49 年度に

環境整備事業の一環で盛土造成によって基壇の雰囲気を整備したが、今回の史跡整備に伴い詳細な遺構の状

況を把握する目的から、一部既往の調査区を絡めつつ、平成 21・22・24 年度に計 30 箇所のトレンチを設定

して発掘調査を実施した（第 18 図）。

　まず建物は、桁行７間 ( 東西約 36.2 ｍ )、梁行４間 ( 南北約 16.6 ｍ ) で、再建時の講堂跡とほぼ同規模
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である。柱間は、桁方向で 13 尺＋ 18 尺＋ 20 尺＋ 20 尺＋ 20 尺＋ 18 尺＋ 13 尺の計 122 尺、梁方向で 13 尺

＋ 15 尺＋ 15 尺＋ 15 尺の計 56 尺を測り、身舎の外周を廂が巡る四面廂建物で、屋根構造は入母屋造もしく

は寄棟造と考えられる。軒の出は、廂部分に相当する礎石の位置から基壇縁、及びその外周雨落石敷まで約

16 ～ 17 尺を有するが、これは諸国国分寺の金堂としては最大級の規模を誇る。

　基壇は河原石による乱石積外装で、規模は東西約 45.4 ｍ、南北約 26.3 ｍを測る。さらに、基壇外装の周

囲は、幅約 0.9 ～ 1.0 ｍの雨落石敷が巡る。基壇高は、周囲の旧地表面の高さを雨落石敷上面、礎石の天端

より幾分低いレベルを推定基壇上面と比定した場合に約 0.8 ～ 1.3 ｍを測り、西側に比べ相対的に東側の方

が高い。なお、基壇上面は周辺から塼が出土するため塼敷の可能性はあるが、必ずしも明瞭ではない。

　また、金堂跡はその基礎地業として建物規模より広い範囲に掘り込み地業 (総地業 )を施し、その深さは

雨落石敷検出面より約 1.3 ｍを測る。基礎地業の底面から基壇上面までは版築が施されているが、掘り込み

地業部分がローム土と暗茶褐色土・黒色土を積み上げているのに対し、基壇部分はローム土が主体で、全体

で版築層は２ｍ以上にも及んでいる。さらに、礎石を据えた下には、壺地業と呼ばれる基壇版築を大凡２ｍ

四方に約１ｍ掘り窪め、石と土を互層に積み上げる版築を施した上に、砂利や小石・白色粘土と根固石を敷

いて礎石を乗せる、極めて堅固な基礎を形成している。礎石は基壇上に 19 個残存しており、今回は、礎石

1-1･3･5、2-5、4-1･4･5、7-1、8-3 を対象に調査した結果、東にややずれる礎石 2-5 以外は、設置当時の原

位置を留めていることが確認された。

　その他の付帯施設としては、基壇の南と北に階段が存在する。いずれも河原石積の構造で、北面階段は大

凡建物中央間一間分 ( 約 4.5 ｍ ) の幅で、階段の出は約 1.35 ｍを測る。一方の南階段は中央間３間分の幅

と想定され、南際は現道直下に当たるため全体的に遺存状態は悪いものであったが、平成 29 年度の史跡整

備工事の立会い中に、道路縁石際で踏み面と思われる河原石を扁平に敷き詰めた状況を検出している。また、

基壇縁から約６ｍ南側には３基の幢竿支柱が東西に並んで確認された。さらに、北階段の北側では、中軸線

上で幅 1.4 ｍの範囲に瓦片と石を敷いて両側を石列で区切り、さらにその東西外側にはそれぞれ 1.4 ｍずつ

離れて並行する石列を配した、幅員全長 4.2 ｍの通路状遺構が確認されている。

写真９　講堂地区調査全景 写真 10　講堂地区２・３区（北から）

写真 11　講堂礎石 8-4 据え付け状況（南から） 写真 12　講堂礎石 2-2 据え付け状況（北から）
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写真 13　講堂再建期の瓦積基壇検出状況 写真 14　講堂創建期の基壇地覆

写真 15　金堂地区調査全景 写真 16　金堂基壇外装８区（北から）

写真 17　金堂掘り込み地業４区（南西から） 写真 18　金堂礎石 4-1 据え付け状況（南から）

写真 19　金堂礎石 4-4 据え付け状況（北から） 写真 20　金堂北階段付近（北東から）



26

ＡＢ

（S3）

ＡＡ

（0）

ＡＢ

（N3）

ＡＣ

（N6）

ＡＤ

（N9）

ＡＥ

（N12）

ＡＦ

（N15）

12
（E36）

13
（E39）

14
（E42）

15
（E45）

16
（E48）

A トレンチAトレンチ

BトレンチBトレンチCトレンチ

DトレンチDトレンチ

EトレンチEトレンチ

FトレンチFトレンチ

Gトレンチ

SB220SB220

0 5m

1-11-1

1-21-2

1-31-3

1-41-4

2-12-1

2-22-2

2-32-3

2-42-4

3-13-1

3-23-2

3-33-3

3-43-4

攪乱

鐘楼版築土

南側瓦列

SB220据え付け掘り方

南側石列

第 19 図　鐘楼地区全体図

６．鐘楼跡

　講堂跡は、昭和 31 年に日本考古学協会仏教遺跡調

査特別委員会が、主に建物・基壇の西側部分を対象に

調査を行い、その後、昭和 40 年代には市教育委員会

が東側を調査し、礎石据付や基壇の増築状況等を確認

した。史跡整備に伴う調査では、これら二度の発掘成

果を踏まえ、建物全体の構造と創建・再建時の基壇位

置、礎石据付状況等を確認するため、一部既往の調査

区も再掘削し、基壇全体を覆う 15 箇所のトレンチを

設定して行った（第 18 図）。その結果、特に基壇部分

は南面を除く北・東・西側で増築した痕跡があり、重

複する二時期の礎石据え付け状況から、建物全体を建

て替える大規模な改修を施した様子が改めて判明し

７．講堂・金堂間の礫敷・瓦敷通路状遺構と幢竿遺構、中門・金堂間の幢竿遺構

ている。　

　まず建物の規模や構造については、創建時は桁行

５間(東西約28.5ｍ )、梁行４間(南北約16.6ｍ )であったものが、再建時には桁行７間(東西約36.2ｍ )、

梁行４間 (南北約 16.6 ｍ ) へと大きく建て替えている。ただし、身舎部分は創建時・再建時ともに桁行５間、

梁行２間で規模は変化せず、身舎に取り付く廂の構造が南北両側の二面廂から四面廂へと変化し、このこと

から屋根構造は切妻造から入母屋造、もしくは寄棟になったものと考えられる。

　平成 23 年度の発掘調査で、金堂・講堂間を繋ぐ通路状の遺構が発見さ

れた。幅員約 4.2 ｍ、延長約 29.5 ｍで、路面は北へ向かって緩やかに低

く傾斜する。この通路は南北に４本の石列が並行して走り、石列と石列の

間には、礫と瓦片を一面に敷き詰めて路盤を形成しており、通路の脇に柱

穴列がないことから回廊のような屋根を伴わず、寺僧が２棟の建物を往来

するために使用したものと考えられる（写真 22）。また、講堂基壇の南側

には、通路を挟んで約６ｍごとの間隔をおいて東西に３基ずつ、計６本の

幢竿遺構が確認された。柱穴の掘り方は約１ｍ四方の方形を呈し、深さは

90cm 前後で、幢竿（柱）の径は 20cm 程度と想定される。

　また、中門と金堂の間からも伽藍中軸線上に東西に並ぶ２列の大きな柱

穴が検出され、幢竿の痕跡と推定している。南側の柱列（SX302・303）は、

金堂建物の中心から南へ約 35 ｍの位置で、中軸線を挟んで東西に１基ず

つ立ち、２本１組の幢竿である。柱の中心間の距離は約３ｍで、西側の柱

穴 SX302 は南北 1.8 ｍ、東西約 1.5 ｍの隅丸方形で深さ約 1.5 ｍを測る。

写真 22　金堂・講堂間の通路状遺構

SX302 SX303

SX304SX305SX306 ?

写真 21　金堂・中門間の幢竿

埋土最下層に柱が接した面があり、柱の径は約 30 ㎝と想定さ

れる。北側の柱列（SX304・305・306）は金堂建物の中心から

南へ約 20 ｍの位置で、中軸線を挟んで西に２基、東に１基確

認された。柱の中心間の距離は約 3.4 ｍで、柱穴は南側に残る

二基の柱列よりもやや小さく、SX304で南北約1.0ｍ、東西約0.6

ｍ、深さ約 0.9 ｍを測る。未確認であるが東側（現在の道路上）

にもう１基柱穴あり、４本１組の幢竿であったと想定される（写

真 21）。

　鐘楼跡は昭和39～41年に一度発掘調査が行われ、

建物跡全体を検出したが、当時の記録類が写真以外

現存せず、平成 22 ～ 23 年度に再度全面的な調査を

実施した（第 19 図）。礎石建ちの南北棟総柱建物で、

桁行３間 ( 南北 9.6 ｍ )、梁行２間 ( 東西 6.0 ｍ )

の規模を測り、廂を伴わないことから屋根構造は切

妻造りで、建物の主軸は講堂・金堂に対して約１度

西に向く。鐘を吊り下げていた明確な証拠を得てい

ないが、柱間寸法が南北の中央間部分のみ 3.3 ｍで、

それ以外は全て 3.0 ｍであるため、建物中央部に何

らかの高架物が存在していた可能性がある。また、

建物を含む南北約 14.3 ｍ、東西約 11.5 ｍの範囲に

は、深さ約 50cm の掘り込み地業を施していた。現

存する２個の礎石のうち、礎石 3-3 は原位置を留め、礎石 1-4 は後世に動いた形跡が認められたが、その他

は礎石を据えるための浅い窪みや、部分的には根石を集積した状況が確認されている。基壇高は残存する礎

石との比高差から約 50 ～ 80cm で、金堂・講堂よりも相対的に低く、階段は無い。基壇縁の南側では外側に

自然石、内側に瓦を並べている状況が検出され、南面観を意識した設えと考えられる。
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第３章　整備事業計画

○国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会設置条例

　平成 23 年 9 月 30 日

条例第 26 号

( 設置 )

第 1条　文化財保護法 (昭和 25 年法律第 214 号 ) 第 109 条 ( 指定 )第 1

　項の規定により指定された史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡及びその

　周辺の史跡 (以下「史跡武蔵国分寺跡」という。)の適切な保存及び整

　備並びに有効な活用について審議するため，国分寺市史跡武蔵国分寺跡

　保存整備委員会 (以下「委員会」という。)を設置する。

(所掌事項 )

第 2条　委員会は，国分寺市教育委員会 (以下「教育委員会」という。)

　の諮問に応じ，次に掲げる事項について調査審議し，その結果を教育委

　員会に答申する。

　(1)　史跡武蔵国分寺跡の保存管理計画及び整備計画に関する事項

　(2)　史跡武蔵国分寺跡の活用方法に関する事項

　(3)　その他史跡武蔵国分寺跡の保存及び整備並びに活用に関する事項

2　委員会は，前項に規定する事務を処理するほか，史跡武蔵国分寺跡の

　保存及び整備並びに活用に関する重要事項について，教育委員会に建議

　することができる。

(組織 )

第 3条　委員会は，次に掲げる委員 10 人以内をもって組織し，教育委員

　会が委嘱する。

　(1)　識見を有する者　8人以内

　(2)　国分寺市文化財保護審議会委員　2人以内

2　前項の規定に関わらず，特別の事項を審議するため必要があると認め

　るときは，委員会に臨時委員を置くことができる。

(任期 )

第 4条　委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただし，委員が欠け

　た場合における補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

2　臨時委員の任期は，当該特別の事項の審議が終了したときをもって終

　了する。

(委員長及び副委員長 )

第 5条　委員会に委員長及び副委員長を置き，委員の互選によりこれを定

　める。

2　委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。

3　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき又は委員長が

　欠けたときは，その職務を代理する。

(会議 )

第 6条　委員会は，委員長が招集し，委員長は，会議の議長となる。

2　委員会は，委員 (臨時委員を含む。以下同じ。)の過半数の出席がな

　ければ会議を開くことができない。

3　委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のと

　きは，委員長の決するところによる。

(意見の聴取等 )

第 7条　委員会は，会議の運営上必要があると認めるときは，委員以外の

　者を会議に出席させ，その意見を聴き，又は委員以外の者から資料の提

　出を求めることができる。

(会議の公開 )

第 8条　委員会の会議は，公開する。ただし，国分寺市附属機関の設置及

　び運営の基本に関する条例 (平成 11 年条例第 26 号 ) 第 5 条 ( 会議の公

　開 )ただし書の規定に該当する場合は，当該会議の全部又は一部を公開

　しないことができる。

(庶務 )

第 9条　委員会の庶務は，教育部ふるさと文化財課において処理する。

(委任 )

第 10 条　この条例に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項は，

　別に定める。

附　則

(施行期日 )

1　この条例は，平成 23 年 10 月 1 日から施行する。

　(国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会条例の廃止 )

2　国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会条例 (昭和 54 年条例第

　17 号 ) は，廃止する。

(経過措置 )

3　この条例の施行の際，現にこの条例による廃止前の国分寺市史跡武蔵

　国分寺跡整備計画策定委員会条例 (以下「旧条例」という。)第 3条 (組

　織 )の規定に基づき委嘱された委員については，この条例第 3条の規定

　により委嘱されたものとみなす。この場合において，当該委員の任期は，

　旧条例の規定に基づき委嘱された期間を控除した期間とする。

( 国分寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正 )

4　国分寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例 (昭和 40 年条例第 45 号 ) の一部を次のように改正する。

〔次のよう〕略

１．国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会と審議の経過

　史跡武蔵国分寺跡の保存整備事業では、先述のとおり、平成初期に種々の整備計画を定めたが（12 頁参照）、

それに先立って昭和 54 年度には市の付属機関として「国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会条例」

（昭和 54 年９月 25 日条例第 17 号）を施行し、翌年から同委員会を設置した。その後、国史跡の指定名称が

変更されるなど史跡を取り巻く環境変化を踏まえ、「国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡保存管理計

画（第２次）」を策定するにおよび、委員会の所期の目的が達成されたため、同条例を全面改正し、「国分寺

市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会設置条例」（平成 23 年９月 30 日条例第 26 号）に基づく委員会を新設し

た。同年度から始まった僧寺地区第一期整備〔伽藍中枢地区〕の工事も、本委員会での審議を行うなかで設

計・施工方針を定めていくこととなった。平成 14 年～令和２年度に至る委員名簿を表３、委員会での審議

経過を表４にそれぞれ示した。
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参道東

東屋

北方地区
予算化

模型

確認調査

第ニ期整備完成イメージ
※新整備基本計画(平成15年3月)より
第二期整備は令和12～13年頃に検討予定

第一期整備完成イメージ
※基本設計報告書（令和2年3月）より
令和13（2031）年度　完成予定

本書本書

本書掲載の
  対象工事

第 20 図　国史跡武蔵国分寺跡僧寺地区整備事業計画（令和２年 12 月現在）
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和暦

西暦

発掘調査

出土品整理

基本設計

実施設計

設計監理

地区

主な内容

事業総括

報告書

史跡指定
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塔地区
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中門東地区

中門東地区

参道西

東屋

南門地区

塔地区

遺構編

備考

【第一期整備の終了】

平成20年度策定の整備実施計画

で謳う整備内容が完了する。

現公有地内でできる平面整備を

優先。

【第二期整備の課題】

①追加指定地の整備

　　・崖線下東山道

　　・南門南方

　　・東僧坊周辺ほか

②指定地内100％公有化

③鐘楼・中門・築地塀塔の復元建

築

④史跡地内道路廃止

※具体的な施策は2030～31年頃

に検討・策定予定。
整備工事
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整備実施計画２
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（第二期整備）

2019 2020 2021 2022 2023

第２期調査
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第一工区 電柱予算化電柱検討
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南門地区

第一工区設計監理

　第１期調査（伽藍中枢地区・塔地区・南門地区） 第１期調査整理作業

第二工区設計監理

第二工区

2006

塔地区

中枢地区
中枢部

周辺地区

2025

講堂

平成14

新整備

基本計画

武蔵国分寺

史跡

跡周辺

まちづくり
　 計画

整備

実施計画

設計

15 16 17 18

東辺石垣

第一期整備（整備実施計画で謳う整備内容）

電柱移設

北方地区

北方石垣 塔２ 環境整備参道

計画

模型設計

模型予算化

中門東地区

設計監理
南門地区設計監理

築地塀
管理車両

置場

中枢地区

北方石垣
築地

掘立
鐘楼

中門

金堂

堂間通路

参道東

東屋

北方地区
予算化

模型

確認調査

第ニ期整備完成イメージ
※新整備基本計画(平成15年3月)より
第二期整備は令和12～13年頃に検討予定

第一期整備完成イメージ
※基本設計報告書（令和2年3月）より
令和13（2031）年度　完成予定

本書本書

本書掲載の
  対象工事

※令和２年 11 月 17 日開催「令和２年度第２回国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会」配布資料に加筆
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氏　名 略　歴　等 任　期

金子健一 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成29年4月20日～平成31年4月25日

金子政次 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成18年1月31日～平成19年4月26日

久保田尚 埼玉大学工学部教授（交通計画） 平成20年7月8日～令和4年7月7日

小沼康子 公募市民 平成14年7月8日～平成16年7月7日

小栁久美子 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成23年4月28日～平成25年6月27日

酒井清治 駒澤大学名誉教授（考古学） 平成23年11月17日～令和4年7月7日

坂誥秀一
文化財保護審議会会長
立正大学特別栄誉教授 元立正大学学長（考古学）

平成14年7月8日～令和4年7月7日

佐藤　信 東京大学名誉教授（古代史学） 平成14年7月8日～令和4年7月7日

鈴木　誠 東京農業大学名誉教授（造園学） 平成14年7月8日～令和4年7月7日

関口雄基臣 文化財保護審議会副会長（郷土史） 平成16年4月26日～平成24年3月31日

田中良人 公募市民 平成14年7月8日～平成18年7月7日

田中秀次郎 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成17年5月2日～平成18年1月30日

筒井隆志 公募市民 平成16年7月8日～平成18年7月7日

永澤較一郎 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成25年6月28日～平成27年6月25日

永澤　悟 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成31年4月25日～令和4年7月7日

永澤秀夫 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成14年7月8日～平成15年4月27日

野澤　康 工学院大学教授（都市計画） 平成14年7月8日～令和4年７月７日

藤井恵介 東京大学名誉教授（建築史学） 平成14年7月8日～令和4年7月7日

藤間恭助
国分寺市遺跡調査会役員
元文化財保護審議会会長

平成14年7月8日～平成18年7月7日

星野亮雅
文化財保護審議会副会長
宗教法人国分寺住職（郷土史）

平成14年7月8日～令和4年7月7日

本多一千 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成15年5月23日～平成17年5月1日

本多　隆 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成21年4月24日～平成23年4月27日

本多寅太郎 文化財保護審議会副会長（郷土史） 平成14年7月8日～平成16年7月7日

本多　勝 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成27年6月26日～平成29年4月19日

松井敏也 筑波大学芸術系教授（保存科学） 平成26年7月8日～令和4年7月7日

水谷　修 武蔵国分寺史跡地主会会長 平成19年4月27日～平成21年4月23日

氏　名 略　歴　等 年　度

浅野啓介 文化財部記念物課文部科学技官（史跡部門） 平成24年度

市原富士夫 文化資源活用課主任文化財調査官（整備部門） 平成20～25年度・令和２年度

内田和伸 文化財部記念物課文化財調査官（整備部門） 平成25～26年度

小石川　透 文化財部記念物課文部科学技官（整備部門） 平成23年度

五島昌也 文化資源活用課文化財調査官（整備部門） 令和元～２年度

佐藤正知 文化財部記念物課主任文化財調査官（史跡部門） 平成21年度

白崎恵介 文化財部記念物課文化財調査官（整備部門） 平成18～19年度

中井將胤 文化資源活用課文化財調査官（整備部門） 平成27年度

永井ふみ 文化財部記念物課文部科学技官（文化的景観部門） 平成28～30年度

本中　眞 文化財部記念物課主任文化財調査官（整備部門） 平成14～16年度

山下信一郎 文化財第二課主任文化財調査官（史跡部門） 平成22～令和元年度

亀田駿一 生涯学習スポーツ部計画課文化財保護係 平成14～16年度

伊藤敏行 地域教育支援部管理課統括課長代理 平成17～令和元年度

鈴木徳子 地域教育支援部管理課課長代理 令和２年度

文
　
化
　
庁

東
京
都

　　　　　　表４　国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会委員、指導 ･助言者 (オブザーバー )名簿

　　　　　　　　　　　　　－平成 14 年度～令和２年度－（※着色：本書刊行時の関係者）

指導・助言者（文化庁・東京都職員）

委員会委員
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表５　国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会の審議経過一覧表（平成 15 年～令和２年度）

年度
回数

(開催日)
諮問・協議事項 報告事項

平成 第１回 １．史跡武蔵国分寺跡整備事業スケジュール
２．北方広場整備計画

１．新整備基本計画市民説明会
２．歴史公園開園記念行事
３．歩き・み・ふれる歴史の道武蔵国分寺中央大会
４．ふるさと愛護ボランティア推進事業

第１回 １．新整備計画に基づく事前遺構確認調査計画及び
　　遺構整備計画の見直し

１．平成15年度事前遺構確認調査成果
２．北方広場整備計画
３．史跡発掘ボランティア

第２回 １．保存整備事業施行に伴う道路整備基本計画の策定
　　作業

１．新整備基本計画に基づく事前遺構確認調査
２．史跡発掘ボランティア
３．市民公募作文

第３回 １．保存整備事業施行に伴う道路整備基本計画の策定
　　作業

１．新整備基本計画に基づく事前遺構確認調査

第４回
１．保存整備事業施行に伴う道路整備基本計画

１．「保存整備事業施行に伴う道路整備基本計画
　　素案」公表(地域懇談会等)結果
２．発掘現場視察(七重塔・中門東)

第１回
１．平成17年度事前遺構確認調査計画

１．「保存整備事業施行に伴う道路整備基本計画」の
　　策定について
２．平成16年度事前遺構確認調査成果

第２回
１．文化財施設の火災被害と対応状況
２．史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画策定状況
３．事前遺構確認調査状況
４．尼寺跡歴史公園武蔵野線高架壁画コンクール

第３回 １．文化財施設の火災被害と対応状況
２．事前遺構確認調査状況

第１回 １．北方広場整備
２．史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画策定状況

１．事前遺構確認調査
２．被災出土品等の復旧処理方針

第２回 １．北方広場整備内容の変更
　(真姿の池湧水群保存管理計画を含む)

第３回 １．(仮称)北方広場整備内容変更
２．事前遺構確認調査計画見直し

１．事前遺構確認調査状況
２．被災出土品の修復実施計画
３．旧四小跡地所在東山道武蔵路遺構確認調査状況

第１回 １．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備基本方針

１．僧寺北東地域の整備状況
２．事前遺構確認調査状況
３．追加指定地(西元町一丁目)所在既存建物の利活用
　　方針並びに利活用計画
４．史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画
５．「日本の歴史公園100選」選定

第２回
１．僧寺北東地域の整備状況
２．史跡指定地所在の既存建物を活用する文化財拠点
　　施設整備事業の概要
３．事前遺構確認調査状況視察(中門・金堂前面)

第３回 １．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)保存整備事業実施
　　計画の策定

１．事前遺構確認調査状況(塔地区)
２．平成20年度事前遺構確認調査計画

第１回
諮問：史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定

１．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定

１．市立歴史公園　史跡武蔵国分寺跡(僧寺北東地域)
　　の開園
２．事前遺構確認調査の実施状況
３．文化財拠点施設野の整備状況
４．第７回全国国分寺サミットin武蔵国分寺2008の準備
　　状況

第２回
１．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定

１．事前遺構確認調査の実施状況
２．第７回全国国分寺サミットin武蔵国分寺2008の準備
　　状況

第３回
１．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定

第４回
１．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定

１．国分寺市文化財施設開催緊急対策の状況
２．(仮称)市立歴史公園史跡武蔵国分寺跡(国分寺崖線
　　下地域)の開園
３．文化財拠点施設の整備状況
４．ふるさと文化財課所在地の変更
５．発掘現場見学会の実施報告
６．南門跡・講堂跡確認調査状況
７．整備実施計画素案　市民説明会等の実施報告
８．講堂跡確認調査現場視察

平成 第１回 １．平成21年度事前遺構確認調査計画
２．事前遺構確認調査年次計画

１．史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の策定
２．平成20年度事前遺構確認調査成果
３．発掘現場見学会(講堂跡)実施報告
４．発掘現場見学会(旧四小跡地)実施報告
５．平成21年度保存整備事業

平成

平成

平成

平成

平成
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年度
回数

(開催日)
諮問・協議事項 報告事項

第２回
諮問：史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定

１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定

１．西元町一丁目　文化財拠点施設整備状況
２．講堂地区確認調査現場視察

第３回

諮問：旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　　活用整備計画の策定
答申：史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画の
　　　策定

１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備計画の策定

１．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の設置
　　および文化財保存館の廃止
２．おたかの道湧水園内歴史的建造物保存活用方針の
　　策定状況
３．史跡武蔵国分寺跡保存整備事業の実施状況

第４回
１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備計画の策定

１．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の利用状況
２．発掘現場見学会実施報告

第５回

答申：旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　　活用整備計画の策定

１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備計画の策定

１．国分寺・歴史文化プロジェクト2009実施報告
２．おたかの道湧水園内歴史的建造物保存活用方針
　　検討調査実施状況
３．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備計画(素案)市民説明会実施報告

第１回

１．第一期整備(中枢地区)基本設計の実施状況
２．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備事業の実施状況
３．事前遺構確認調査(金堂跡)実施状況
４．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況
５．おかたの道湧水園内歴史的建造物保存活用計画の
　　策定状況

第２回 １．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．第一期整備(中枢地区)基本設計

１．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備事業の実施状況
２．事前遺構確認調査(金堂跡)実施状況
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況

第３回 １．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．第一期整備(中枢地区)基本設計

１．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備事業の実施状況
２．事前遺構確認調査(金堂跡)実施状況
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況

第４回 １．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．第一期整備(中枢地区)基本設計

１．旧四小跡地に所在する古代東山道遺構の保存・
　　活用整備事業の実施状況
２．事前遺構確認調査(金堂跡)実施状況
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況

第１回
１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定

１．事前遺構確認調査の進捗状況と今後の予定
２．整備基本設計の報告及び実施設計の進捗状況
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況
４．おたかの道湧水園内歴史的建造物の保存修理事業

第２回
１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定

１．事前遺構確認調査の進捗状況と今後の予定
２．整備基本設計の報告及び実施設計の進捗状況
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営
　　状況
４．おたかの道湧水園内歴史的建造物の保存修理事業

第３回 １．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．整備実施設計

１．事前遺構確認調査の進捗状況と今後の予定
２．整備工事の進捗状況と今後の予定

第４回

答申：国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡
　　　保存管理計画(第２次)の策定について

１．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
２．整備実施設計

１．事前遺構確認調査の進捗状況と今後の予定
２．整備工事の進捗状況と今後の予定

第１回

１．事前遺構確認調査の成果と今年度の予定
２．史跡整備工事の結果と今年度の予定
３．おたかの道湧水園・武蔵国分寺跡資料館の運営状況
４．おたかの道湧水園内歴史的建造物の保存修理事業
５．史跡武蔵国分寺跡保存管理計画(第２次)の策定
６．史跡整備事務所の新設と国分寺市遺跡調査会の移転

第２回

１．平成24年度の事前遺構確認調査
２．平成24年度の史跡整備工事
３．史跡整備事務所の新設と国分寺市遺跡調査会の移転
４．武蔵国分寺跡資料館の運営状況
５．史跡追加指定の対応方針
６．市道南２号線の振替検討
７．平成25年度以降の事前遺構確認調査

平成

平成

平成

平成
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年度
回数

(開催日)
諮問・協議事項 報告事項

平成
24

第３回
(2/26)

１．市道南２号線の振替検討

１．事前遺構調査確認調査の進捗状況と今後の予定
２．史跡整備工事の進捗状況と今後の予定
３．おたかの道湧水園の運営状況
４．国分寺市遺跡調査会の事務所の移転
５．埼玉県比企郡鳩山町との普及・整備事業の連携
６．史跡の用地買収の進捗状況と課題

第１回
(7/17)

１．平成25年度史跡整備保存整備工事

１．平成25年度事前遺構確認調査
２．国分寺市遺跡調査会の移転
３．市道南２号線の振替検討
４．埼玉県比企郡鳩山町との連携

第２回
(11/15)

１．第９回全国国分寺サミット2013in美作国分寺
２．埼玉県比企郡鳩山町との連携
３．平成25年度の史跡保存整備工事
４．事前遺構確認調査の進捗状況
５．東山道武蔵路の試掘調査
６．平成26年度の史跡保存整備事業

第１回
(5/13)

１．平成26年度史跡保存整備工事(第一工区その４)
２．第二工区の実施設計

１．平成26年度事前遺構確認調査
２．国分寺市遺跡調査会事務所の移転
３．埼玉県比企郡鳩山町との連携
４．公園エントランスの整備
５．平成25年度の史跡公有化事業

第２回
(8/19)

１．平成26年度史跡保存整備工事(第一工区その４)
２．第二工区の実施設計

１．平成26年度事前遺構確認調査
２．埼玉県比企郡鳩山町との連携
３．東山道武蔵路の確認調査

第３回
(11/18)

１．平成29～33年度の整備計画
２．第二工区の実施計画

１．平成26年度事前遺構確認調査
２．平成26年度史跡保存整備工事(第一工区その４)
３．平成26年度史跡公有化事業
４．国分寺市遺跡調査会事務所の移転

第４回
(2/24)

１．第二工区の実施設計
１．平成26年度事前遺構確認調査
２．平成26年度史跡の公有化事業

第１回
(7/28)

１．平成27年度事前遺構確認調査
２．平成27年度史跡公有化事業
３．国分寺市マスタープラン(素案)
４．おたかの道湧水園歴史的建造物保存修理工事
５．平成27年度史跡工事

第２回
(1/20)

１．金堂跡・堂間通路跡の整備について
２．国分寺崖線下の東山道武蔵道跡について

１．全国史跡整備市町村協議会会長への就任
２．平成27年度事前遺構確認調査
３．平成27年度史跡公有化事業
４．おたかの道湧水園内歴史的建造物保存修理工事
５．平成27年度史跡整備工事

第１回
(7/4)

１．平成29・30年度の史跡整備工事(金堂跡・堂間通路
　　跡の設計修正案)

１．平成28年度史跡整備工事
２．平成平成28年度事前遺構確認調査
３．国分寺崖線下の東山道武蔵路跡
４．おたかの道湧水園内歴史的建造物保存修理工事
５．地域コミュニティーバス「ぶんバス」(仮称)
　　万葉・けやきルートの運用
６．都市計画道路国３・４・１号線

第２回
(9/16)

１．平成28年度史跡整備工事(中門跡周辺の設計修正案)
２．平成29・30年度史跡整備工事(金堂跡・堂間通路跡)
３．平成31年度以降の整備計画

１．平成28年度事前遺構確認調査
２．国分寺崖線下の東山道武蔵路跡
３．平成28年度史跡公有化事業
４．平成18年度武蔵国分寺跡資料館夏季展示
　　「武蔵国分寺の造営～瓦生産体制とその展開～」

第１回
(5/31)

１．平成29・30年度の史跡整備工事について

１．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり
２．平成29年度ふるさと文化財課関係事務事業の概要
３．史跡の追加指定・公有化・維持管理
４．史跡に関する普及・活用事業
５．平成28年度の史跡現状変更
６．平成31・32年度の整備計画

第２回
(3/6)

１．平成31～34年度の史跡整備事業計画について

１．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり
２．史跡の追加指定・公有化・維持管理
３．史跡に関する普及・活用事業
４．平成29・30年度史跡整備工事

平成
30

第１回
(10/16)

１．平成31～34年度の史跡整備事業計画について

１．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり
２．史跡の公有化・維持管理
３．史跡に関する普及・活用事業
４．事前遺構確認調査の総括編報告書
５．平成30年度史跡整備工事

令和
元

第１回
(8/7)

１．令和元～５年度の史跡整備事業計画と基本設計
 について

１．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりについて
２．史跡の公有化・維持管理について
３．史跡に関わる普及・活用事業について
４．令和元年度の史跡整備工事について

平成
28

平成
29

平成
25

平成
26

平成
27
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年度
回数

(開催日)
諮問・協議事項 報告事項

第２回
(11/22)

１．令和元～５年度の史跡整備事業計画と基本設計
   について

１．史跡の公有化・維持管理について
２．史跡に関わる普及・活用事業について
３．事前遺構確認調査の総括編報告書について
４．令和元・２年度の史跡整備工事について

第３回
(2/28)

１．令和元～５年度の史跡整備事業計画と基本設計
   について

１．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりについて
２．史跡の公有化・維持管理について
３．史跡に関わる普及・活用事業について
４．令和元・２年度の史跡整備工事について

第１回
(8/7)

１．北方推定中院地区・南門地区実施設計について

１．史跡の公有化・維持管理について
２．史跡に関わる普及・活用事業について
３．事前遺構確認調査の総括編報告書について
４．令和２年度の史跡整備工事について
５．史跡武蔵国分寺跡周辺のまちづくり都市計画
　　素案について

第２回
(11/17)

１．北方推定中院地区・南門地区実施設計について

１．史跡の公有化・維持管理について
２．史跡に関わる普及・活用事業について
３．事前遺構確認調査の総括編報告書について
４．令和２年度の史跡整備工事について
５．史跡武蔵国分寺跡周辺のまちづくり都市計画
　　素案について

第３回
(2/9)
書面
開催

１．北方推定中院地区・南門地区実施設計について

１．史跡の公有化・維持管理について
２．史跡に関わる普及・活用事業について
３．事前遺構確認調査の総括編報告書について
４．令和２年度の史跡整備工事について
５．整備事業総括報告書について

令和
元

令和
2

２．整備計画・基本設計の概要

（１）史跡武蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備基本計画

　平成 15 年度から僧寺地区の整備事業を着手するにあたって、『史跡武蔵国分寺跡整備基本計画』（平成３

年３月）の公表からすでに 10 年以上の歳月が経過し、この間、①追加指定による整備区域の拡大、②七重

塔南方における宅地公有化の進展、③西国分寺駅周辺再開発事業に伴う東山道武蔵路の都史跡指定と保存整

備事業の実施（泉町地区）、④尼寺地区保存整備事業の完了など、史跡を取り巻くさまざまな環境が変化し

てきたため、平成 14 年度に国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会を再開し、具体的な復元展示計

画や整備ゾーニングの設定など前提となる条件を再度整理した新たな整備計画を定めた（『史跡武蔵国分寺

跡〔僧寺地区〕新整備基本計画』（平成 15 年３月策定、以下、新整備基本計画と略）。本計画では、未買収

地の早期公有化を視野に入れつつ現指定地域全域を整備対象範囲と定め、中門・築地塀等の一部の遺構は建

造物を復元し、幹線道路を除く区域内道路は廃止、史跡地内の墓地は移転することを目標に、推進事業期間

を 20 ヶ年と想定した。

　これにより僧寺地区の整備の具体的方針と事業計画方針が定められたことになったが、一方で、市の都市

計画に関する基本方針を示した『国分寺都市マスタープラン』（平成 12 年３月策定）において、史跡武蔵国

分寺跡一帯は「市民みんなが国分寺らしい場所として、その魅力を守り、高めていく場所」である“国分寺

第 21 図　新整備基本計画で描く整備完了イメージ

第 22 図　ゾーニング区分図
　建造物復元（中門・鐘楼・築地塀等）、指定地の 100％公有化、

　指定地内の現道廃止、史跡南側のガイダンス施設設置など　

北方・推定中院地区

中枢地区

塔地区

南門地区
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№ 計画・報告書名 概略 刊行年月 備考

国指定史跡武蔵国分寺跡保存管理計画策定報告書
史跡の保存およびその価値の確保と活用・公開・運営
管理・環境保全整備・施設整備のための方針策定

平成元年３月

史跡武蔵国分寺跡整備基本構想
保存管理計画に基づき、史跡整備の目標・理念を定め
たもの

平成２年３月

史跡武蔵国分寺跡整備基本計画 基本構想に基づき、整備イメージの提示 平成３年３月

（仮称）郷土博物館基本構想書
「歴史のまち国分寺」が総合的に理解できる博物館像
を提示、平成５～12年度を事業期間と想定

平成５年３月

国分寺緑地整備基本構想策定調査報告書
史跡とほぼ重畳して指定されている都市計画緑地「国
分寺緑地」の整備理念を整理

平成７年３月

史跡武蔵国分寺跡（尼寺地区）整備基本設計報告書
２・３の構想・計画に基づき、最初に着手した尼寺地
区の整備基本設計

平成９年３月

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）新整備基本計画
尼寺地区の整備事業終了後に着手した僧寺地区の整備
計画で、３の計画を全面的に改正。平成15～34年度の
20ヶ年を事業期間と想定。

平成15年３月 本書の根幹計画

史跡武蔵国分寺跡（尼寺地区）保存整備事業報告書 平成４～14年度に実施した尼寺地区整備事業の総括 平成16年３月

史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画
史跡と重畳して指定されている都市計画道路の課題を
整理

平成19年８月

史跡武蔵国分寺跡（僧寺北東地域）整備事業報告書
都名勝真姿の池湧水群近接地で平成14年度に史跡とし
て追加指定され、平成18・19年度に僧寺地区で最初に
実施した整備工事の総括

平成20年３月

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画
７の計画のうち、当座７年間で実現可能な整備プログ
ラムを整理（僧寺地区の第一期整備事業として位置付
け）

平成21年３月 本書の実施計画

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備
　　　　　〔伽藍中枢地区〕基本設計報告書

11の計画のうち伽藍中枢地区の整備基本設計を整理。
金堂・講堂・中門・鐘楼等の遺構を対象。平成23～26
年度を事業期間と想定したが、平成30年度にすべての
施工を完了。

平成23年５月
本書記載工事の基
本設計

国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡
保存管理計画（第２次）

１の計画を全面的に改正。平成22年８月に国史跡とし
て附指定された東山道武蔵路跡を含む、史跡地全体の
保存管理のあり方・追加指定の考え方を整理。

平成24年５月

東山道武蔵路跡保存整備事業報告書
国史跡として指定された３箇所（西恋ヶ窪地区・泉町
地区・西元町地区）の東山道武蔵路の整備事業につい
て総括

平成25年３月

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備
　　　　　〔中枢部周辺地区〕基本設計報告書

11の計画のうち伽藍中枢部周辺地区の整備基本設計を
整理。南門地区、北方・推定中院地区、塔地区を対
象。一部、伽藍中枢地区を含む。

令和元年３月
本書記載工事（一
部）の基本設計

国史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備
　　　　　〔伽藍中枢地区〕保存整備事業報告書

12・15の基本設計に基づいて、平成23～令和２年度に
施工した伽藍中枢地区整備工事の総括

令和３年３月 本書

表６　史跡保存整備事業にかかる諸計画・報告書一覧（発掘調査報告書を除く）

トライアングルゾーン”の一画に位置付けられ、平成 17 年７月には史跡武蔵国分寺跡・お鷹の道・都名勝

真姿の池湧水群、都市計画緑地国分寺緑地を含む「史跡武蔵国分寺跡周辺地区」（約 65ha）が、国分寺市ま

ちづくり条例に基づく「まちづくり推進地区」第一号の指定を受け、平成 19 年８月に『史跡武蔵国分寺跡

周辺地区まちづくり地区計画』(以下、まちづくり計画と略 )が策定されるにおよんだ。

（２）史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画

　新整備基本計画策定後、事前遺構確認調査を毎年継続してゆくなかで、新たな調査所見が蓄積されてきた

うえに、平成 18・19 年度には僧寺北東地域での整備事業が完了し、さらに地区交通の整備方針をまちづく

り計画で掲げたことから、今後行う整備事業を、より具体的に定める必要性が生じてきた。そこで、新整備

基本計画で示された整備を実施していくための第一期整備（短期目標）として、当座７ヶ年間で実現可能な

プログラムを整理する目的で、『史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画』（平成 21 年２月、以下整備

実施計画と略）を別途策定した。本計画は、新整備基本計画で示された整備が、20 年後（平成 40 年度）ま

でにおおよそ完成できることを目指し、南北の伽藍中軸線をより明確にすることを主目的に、史跡地内の

100％公有化・区域内道路の廃止・墓地移転など解決困難な行政課題は先送りしながらも、中枢地区・南門
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地区・塔地区・北方推定中院地区の順に、現状でできる限りの主要伽藍の基壇整備や遺構表示（平面表示）、

サイン設置等を行う内容としている。そして、これらの整備が一定程度完了した後、中枢地区の建造物復元

を行う第二期整備の実施計画を再検討する方針である。

（３）史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔中枢地区〕基本設計報告書

　このうち、中枢地区（伽藍中枢部）については、平成 17 ～ 19 年度に中門周辺、平成 20・21 年度に講堂、

平成 22・24 年度に金堂、平成 23 年度に鐘楼および金堂・講堂間をそれぞれ発掘調査し、平成 22 年度中に

第 24 図　整備実施計画で描く整備完了イメージ

（左図）第 23 図　整備実施計画対象範囲

第 25 図　基本設計整備全体計画図 第 26 図　基本設計工区区分年次計画図

　　　　　遺構の平面的整備を優先（第一期整備）

　　整備対象地は公有化済地区に限定、指定地内の現道は残置
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本設計」と略）。

　設計対象地は、昭和 40 年代に環境整備を行った講

堂・金堂周辺と中門を含む約 12,000 ㎡の区域と定め、

遺構保存整備として下記５項目の方針を整理した。

　①　遺構面の保護を前提とする。

　②　オリジナルの礎石を見せ、往時の迫力ある基壇

　　　や建物姿を想起させる整備とする（第 30 図）。

　③　整備対象時期は、創建伽藍が完成し寺観が整っ

　　　ていた時期とする（中枢部を囲繞する塀が、掘

　　　立柱塀から築地塀へ造り替えられた時期）。

　④　同一遺構において時代の前後関係等を混在させ　

　　　ず、来訪者に誤解を与えないわかり易い整備と

　　　する。

　⑤　現状での制約条件を踏まえながら、可能な限り

　　　儀礼空間を体感できる整備に努める。

　また環境整備方針についても、下記３項目（⑥～⑧）

を整理した。

　⑥　方針５に従い、中軸線上の連続性を意識した整

　　　備に努める。

　⑦　尼寺地区における施設整備等の考え方を踏ま

　　　え、統一感を意識した仕様とする。

　⑧　地域住民の日常の憩いの場として利用され、親

　　　しみのある使いやすい整備とする。

　これらの方針に準拠しながら整備全体計画・年次工

程を第 25・26 図の通り定め事業を進めていったが、

平成 26 年度に既存樹木の取り扱いをめぐり、遺構保

存上の観点から原則伐採することにしていた幾つかの

高木に対し、憩いの場として残置を求める市民意見が

寄せられ、結果的に樹木を残した整備を行う方針に転

換した。そのため、平成 28 年度には実施設計の修正

検討作業を挟み、第１工区は平成 23 ～ 26 年度、第２

工区は平成 27 ～ 30 年度にそれぞれ施工し、想定事業

期間の倍となる８ケ年を要して本設計に伴う工事をす

べて終了することになった。

（４）史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔中

枢部周辺地区〕基本設計報告書

　令和元年度には、中枢部周辺地区と中枢部の一部範

囲について基本設計の検討を行った（『史跡武蔵国分

寺跡（僧寺地区）第一期整備〔中枢部周辺地区〕基本

整備工事にかかる基本設計の検討を行った（『史跡武

蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔中枢地区〕基本

設計報告書』（平成 23 年５月策定、以下「中枢地区基

第 30 図　基壇復元案

第 27 図　基本設計イメージパース（全体像）

第 28 図　基本設計イメージパース（正面観）

第 29 図　基本設計イメージパース（北東エントランス）

　①案は本来の礎石や基壇全体に整備盛土を乗せ、本来の礎石

の直上に復元した礎石を置く案。②案は復元基壇高を低く設定

し、本来の礎石をそのまま展示する手法。基本設計では、この

うち 2を採用することとした。
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№ 所有者名 所有者の住所 筆面積（㎡）

1608番1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1608番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1609番 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1610番1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1610番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1610番3 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1611番1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1611番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1611番3 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

1612番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1613番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1614番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1615番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1616番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1619番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1620番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

1621番 文部科学省（文化庁所管） 東京都千代田区霞が関３－２－２

2111番地2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2111番地3 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2112番地1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2112番地4 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2113番地1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2113番地4 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2113番地5 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2114番1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2114番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2114番3 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2114番4 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2115番1 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2115番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2121番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2121番3 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

2122番2 国分寺市 東京都国分寺市戸倉１－６－１

所在地（地番表示）

国分寺市西元町二丁目

国分寺市西元町三丁目

平成23～令和２年度施工範囲全体

平成23～30年度施工範囲全体(令和２年現在の歴史公園供用範囲)　※№18～24除く
面積合計

表７　僧寺地区〔伽藍中枢地区〕施工地番一覧表

設計報告書』令和２年３月策定、以下中枢部周辺地区

基本設計と略）。

　このうち、中枢部に含まれる中門東側の一部区域に

ついては、令和元・２年度中に施工を行い、中門に取

り付く中枢部南辺区画塀・溝等の遺構平面表示や、公

園管理車両の車止め、中枢部内で不足していた遺構解

説板４基（北辺区画施設、西僧坊・経蔵、礎石展示場、

南辺区画施設）を設置したほか、設置後約 50 年近く

経過し、盤面が古くなった広域避難看板の撤去・新設

を行った（第 31 図）。

　今後の史跡整備は、長期的な根幹計画としては新整

備基本計画を踏まえつつ、整備実施計画で謳うゾーニ

ング区分のうち、南門地区→北方・推定中院地区→塔

地区と、順次整備工事を行っていく予定である。なお、

南門地区と北方・推定中院地区の実施設計も、令和元・

２年度中に検討を行っている。第 31 図　中門東側の基本設計
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（５）基本設計策定後の各種設計変更

①市道南２号線の振替検討について

　前述のとおり、伽藍中枢地区における整備工事の基本設計は、平成 22 年度の保存計画策定委員会（後の

保存整備委員会）で文化庁・東京都・有識者による審議を重ね、「整備実施計画」のコンセプトを踏襲して

史跡地内の道路は現状を維持したままで、道路以外の公有地内で整備可能な設計図案で大筋の合意を得てい

たが、同年度中に委員会と並行して進めていた金堂跡の事前遺構確認調査では、基壇外周をめぐる雨落石敷

の南東側と南階段が現道（市道南２号線）上に延び、しかもほぼ道路の幅員内に遺構の広がりが収まること

も予測された。

　そこで、平成 23 年１月 17 日開催の委員会では、委員より、現公有地内で復元整備工事を進めると中途半

端な基壇の仕上がりとなり来訪者に誤解を与えかねないことへの懸念が寄せられ、さらに現道を挟んだ南側

は公有化が済んだ市有地であるため、この機会に道路の線形を若干南側に迂回させることによって完全な形

で金堂基壇を復元してはどうか、との発議があった。

　史跡地内の生活道路は、「新整備基本計画」では将来的な廃止を見据えて検討を進めるとされているものの、

未だ庁内合意には至っていない現状があることから、事務局は実現の可能性を探るべく庁内関連部署と協議

を始めたが、当該年度中には結論を導き出せなかったため、基本設計としては道路を迂回しない整備図案と

してまとめ、金堂跡の基壇復元工事を手掛ける予定の平成 26 年度までの間に、引き続き検討を行うべき課

題であると整理した。

　そして、平成 23 年度は庁内の関連部署（政策経営課・建設課・道路管理課・財産管理課・都市計画課・

建築指導課・下水道課等）と下記の点について確認を行った。

　・道路迂回費用は、その原因者たる史跡整備工事の所管部署が負担する。

　・市道南２号線は建築基準法第 42 条第２項道路にあたり、現況幅員は 3.6 ｍを有するが、主とて近隣の

　　住民が生活道路として使っている現状を鑑みて、迂回新設道路は幅員６ｍ（車道幅４ｍ）を確保する。

　・振替道路工事は、都市計画法上の開発行為には該当しない。

　・市道南２号線の一部に境界の未確定範囲が存在するため、界確定図（丈量図）を製作する。

　・市道南２号線下の水道管（給水管）は、管自体は残地されているものの機能は死滅している。

　また翌 24 年度には、市道南２号線内で金堂の基壇遺構の南限を探るための事前遺構確認調査を実施した

ところ、遺構の遺存状況は必ずしも良好ではなかったが、階段を構成する大形礫等が出土し、改めて道路直

下に遺構が展開することが確認された。その調査結果を踏まえて、道路振替の線形を金堂南階段と幢竿支柱

の間に道路を介す「Ａ案」、南階段の前面スペースを３ｍ確保して幢竿支柱は路面に表示する「Ｂ案」、幢竿

支柱の南側へ道路を迂回する「Ｃ案」の３案で検討し、平成 24 年 10 月２日開催の委員会で諮ったところ「Ｃ

案」が採択されたことを受け、事務局は建設部局へ振替道路の設計（工事発注に必要となる設計素案図）を

依頼し、第 32 図下段に示すような道路線形を確定するにおよんだ。

　ところが、道路振替を推進するに際しては、補助金適正化法上、南側の公有地は史跡整備を目的として国

庫補助金を充当して公有化した経緯があることから、迂回道路を恒久的な道路と位置付けることは困難で、

あくまで将来的な廃道を念頭に入れた暫定的な措置とせざるを得ず、さらに、現道沿いに立つ既存の電柱も

あわせて移設を行う検討が必要であり、それらの経費負担は史跡整備事業の一環で行わなければならないこ

ともさらなる課題となった。事務局としては、振替道路の調整に執心することで基本設計に定めた事業計画

に遅滞を来しかねない状況を見越し、結果的には「整備実施計画」のコンセプトに立ち返り、当座、道路は

据え置きの状態のまま史跡整備を進める方向で臨むこととした。その後、平成 27 年５月８日付陳情第 27 －

１号にて、「「日本遺産」認定を求めるための整備を求める陳情」が国分寺市議会に提出され、７月３日国議

発第 170 号で国分寺市長宛に陳情調査の依頼があった。当該年は、国分寺市も文化庁の施策である「日本遺
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第■図　僧寺金堂跡整備にかかる市道南２号線振替検討状況
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【線形案Ｂ】

　南階段の前面スペースを３ｍ確保。

　幢竿支柱は路面に平面表示する案。

【線形案Ｃ】

　幢竿支柱に振替道路を通す案。

　委員会決定案

【線形案Ａ】

　金堂南階段と幢竿支柱の間に振替道路

　を通す案。

【道路線形検討決定案】【道路線形検討決定案】【道路線形検討決定案】

第 32 図　僧寺金堂跡整備にかかる市道南２号線振替検討案
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産」に申請を試行していた時期であり、市民からも完全な形での金堂基壇復元を望む声が寄せられたが、９

月 11 日の文教子ども委員会において、市道南２号線移設に伴う概算事業費（測量・設計委託料 320 万円、

概算工事費 1,600 万円、計約 2,000 万円）の費用対効果からも、事業の実施までには課題を広く共有しつつ、

継続して調査を行っていく方向性が確認されて現在に至っている。

②既存樹木（高木）の伐採について

　平成 23 年度に定めた伽藍中枢部の基本設計では、対象区域内の既存樹木の取り扱いについて、伽藍中軸

線上の視界を遮るものや、遺構本体に損傷を来す可能性が考えられる樹木は、基本的に伐採することとし、

第 34 図に掲げる樹木を想定した。対象区域の北側を占める第一工区の実施設計は、このような基本設計の

理念に基づいて設計し、平成 25 年度の工事では講堂基壇中軸線上にあったヒノキ３本を伐採した。そして、

対象区域南側の第二工区についても同様の趣旨で翌 26 年度中に実施設計をまとめ、27 年度に開催した市民

説明会で工事予告の説明をしたところ、講堂・金堂間のエノキ・スズカケ、金堂南東の基壇上に生育するエ

ノキについては、公園の景観に長年にわたって根付いた環境であり、木陰を創出する貴重な自然であること

から、伐採を進める工事に対する反対意見が寄せられた。

　そのため、本件について同年７月 28 日、翌年１月 20 日開催の保存整備委員会で報告と対応策を審議する

こととなった。委員からは、伐採回避は基本設計で定めた遺構保護基準から逸脱した行為となることの批判

や、市民説明会では逆に伐採を推奨する参加者からの意見もあがっていたが、最終的に事務局として反対意

見を押し切っての事業推進を断念し、樹木を残しながら可能な史跡整備事業を実施していくこととした。し

たがって、翌 28 年度には、急遽、第二工区の修正実施設計の検討を行い、平成 29・30 年度施工の金堂跡は、

基壇南東部の一角にエノキを残置して当該部分を除く全面に塼敷仕様とし、同じく 30 年度施工の金堂・講

堂間の礫敷・瓦敷通路遺構の復元には、３本の高木を残した仕様（69 頁参照）にそれぞれ変更することとなっ

た（第 33 図）。

③その他、史跡整備工事中の立会による設計変更

　各年度、掘削を伴う行為には市職員が立会い、武蔵国分寺に関わる遺構・遺物が検出された場合には、掘

削工事を中断して設計変更を行った。主な変更箇所は、平成 24 年度施工の北東主入口部で、北側の石垣解

体作業中に築地塀の痕跡と思われる白色粘土の版築層が検出されたため、保護層を確保しつつエントランス

部の仕様を変更した（75 頁）。もう一つは、平成 29 年度施工の金堂基壇周辺の造成で、想定より高いレベ

ルで乱石積基壇と雨落石敷が検出されたため、薄い遺構保護層厚ながらも、合繊不織布を敷設するなどの工

夫を図って施工方法を変更した（53 頁）。　

第■図　金堂基壇整備の設計新旧比較（左：平成 26 年度実施設計、右：平成 28 年度実施設計）

須弥壇の釈迦三尊像台座は四角形で表示

高木（エノキ）伐採

基壇南面は雨落石敷でまとめる

須弥壇の四隅に四天王の台座を方形に表示
須弥壇の釈迦三尊像台座は八角形で表示

周囲は塼敷を敷設しない
高木（エノキ）残地

基壇南面は敷地内に階段を表現

須弥壇の釈迦三尊像台座は四角形で表示

高木（エノキ）伐採

基壇南面は雨落石敷でまとめる

須弥壇の四隅に四天王の台座を方形に表示
須弥壇の釈迦三尊像台座は八角形で表示

周囲は塼敷を敷設しない
高木（エノキ）残地

基壇南面は敷地内に階段を表現

第 33 図　金堂基壇整備の設計新旧比較（左：平成 26 年度実施設計、右：平成 28 年度実施設計）
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第■図　基本設計策定時の撤去（移設）・樹木伐採計画図　第 34 図　基本設計策定時の撤去（移設）・樹木伐採計画図
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（１）施工対象範囲と概算事業経費

　前述のとおり、第一期整備［伽藍中枢地区］は、史跡地内の道路はそのまま残置し、現時点で公有化が図

られている区域内で推進できる整備を実施した。そのため、東西約 156 ｍ×南北約 132 ｍの広さにわたって

囲繞される僧寺の伽藍中枢部全体に対して整備がすべて行き届いている訳ではない。中枢部北辺区画の大部

分は現道、経蔵・西僧坊は墓地とそれぞれ重畳しており、さらに東僧坊および中枢部の東辺区画は未指定地

を含んで公有化も進んでいない状況であるが、部分的に中枢部北西・南西・南東区画範囲をすでに公有化し

ているため、それらの地域については中枢部周辺地区基本設計のなかで、時機を捉えて整備を進めていく予

定としている。また、東僧坊が所在する一部公有化済みの区域には、遺構表示や造成・植栽等の環境整備は行っ

ていないものの、遺構の存在を周知するための仮設の遺構解説板を令和元年度中に設置した（写真 24）。

　以上のように伽藍中枢地区とはいっても、史跡としての未指定地や公有化が果たされていない箇所が随所

に残っているため、平成 23 ～令和２年度に施工した範囲は、第 35 図・表 7 に示した 33 筆、登記簿上の面

積にして 10,964 ㎡を対象とした。このうち、金堂の大部分と講堂西側に相当する８筆は文部科学省、その

他は国分寺市所有地である。なお、平成 23 ～ 30 年度の施工範囲、26 筆、面積 9,972 ㎡の範囲に対しては、

平成 30 年度中に国分寺市立歴史公園条例を改正し、史跡武蔵国分寺跡（僧寺中枢地域）として供用している。

　また、平成 15 年度から令和２年度にいたる、史跡整備事業で要した概算経費については表８に掲げた。

３．整備工事の概要

第 35 図　僧寺地区〔伽藍中枢地区〕施工範囲地番図
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（２）施工対象範囲と概算事業経費

　①平成 23 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第一工区その１

　工　　期：平成 23 年 12 月 21 日から平成 24 年３月 16 日まで

　主な内容：伽藍中枢地域北西側の旧石積切下げ工事

　　　　　　旧石積解体、石積沿いの低木伐採、講堂周辺の低木伐採、エントランス部の低木伐採、

　　　　　　石積復旧、Ｕ字側溝敷設、階段敷設、植栽（リュウノヒゲ）など

　②平成 24 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第一工区その２

　工　　期：平成 24 年 11 月 14 日から平成 25 年３月８日まで

　主な内容：伽藍中枢地域北東側のエントランス部整備

　　　　　　旧石積解体、講堂北側のヒノキ伐採・除根、エントランス部の低木伐採、石積復旧、

　　　　　　Ｕ字側溝敷設、階段・防護柵敷設、脱色アスファルト舗装、車止め設置、縁石設置、

　　　　　　宅内人孔設置、植栽（サツキツツジ・アセビ・ヒラギナンテン・ヤマツツジ・フイリヤブラン・

　　　　　　芝）、照明灯・引き込み柱・引き込み用開閉器盤・ハンドホール設置

　③平成 25 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第一工区その３

　工　　期：平成 25 年 11 月 26 日から平成 26 年３月 25 日まで

　主な内容：講堂基壇復元工事の１年目

　　　　　　講堂周辺のサクラ・ヒノキ・低木伐採、旧説明板・注意看板撤去、旧基壇縁石・雨落溝表示自

　　　　　　然石撤去、造成、瓦積基壇敷設（講堂北・東・南側、西側は基礎のみ、東側の一部に出土瓦を

　　　　　　使用）、南北階段敷設、基壇礎石補充、建物外周表示、基壇上面芝植栽

　④平成 26 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第一工区その４

　工　　期：平成 26 年 11 月 12 日から平成 27 年３月 20 日まで

　主な内容：講堂基壇復元工事の２年目・伽藍中枢地域東側の階段出入口部の設置

　　　　　　車留め撤去・新設、石積撤去、中低木撤去、造成、講堂西側瓦積基壇敷設（市民復元瓦を使用）、

　　　　　　石積復旧、Ｕ字溝敷設、階段敷設、土系舗装、車留め設置２箇所、総合解説板設置、遺構解説

　　　　　　板２箇所（講堂・鳩山町連携事業）、散水栓、給水工

　⑤平成 27 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第二工区その１

　工　　期：平成 27 年 12 月 16 日から平成 28 年３月 11 日まで

　主な内容：伽藍中枢地域南東側の旧石積切下げ工事

　　　　　　中低木伐採、旧石積撤去、木柵撤去、石積復旧、Ｕ字側溝敷設、低木・地被植栽（フイリヤブ

　　　　　　ラン・リュウノヒゲ・サツキツツジ・ドウダンツツジ）、造成、コンクリート縁石設置、ロー

　　　　　　プ柵敷設

　⑥平成 28 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第二工区その２

　工　　期：平成 28 年 10 月５日から平成 29 年３月 10 日まで

　主な内容：中門・鐘楼の平面表示、金堂南側の幢竿遺構半立体復元

　　　　　　屋外展示礎石移設、車留め・パイプ柵・コンクリート縁石・中門標柱撤去、屋外礎石展示看板

　　　　　　撤去、高木伐採（アンズ・シダレザクラ・クワ）、出入口縁石・車留め工、メッシュフェンス設置工、

　　　　　　給水設備工（散水栓・管路）、礎石平面表示・建物外周表示・スラグ舗装工（中門・鐘楼）、
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　　　　　　照明設備工事、造成、幢竿表示工事５本、遺構解説板３箇所（鐘楼・中門・幢竿遺構）

　⑦平成 29 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第二工区その３

　工　　期：平成 29 年８月 30 日から平成 30 年３月 27 日まで

　主な内容：金堂基壇復元工事の１年目

　　　　　　丸太縁石撤去、金堂標柱撤去、史跡指定標柱撤去・保存処理・移設、造成、縁石敷設、金堂礎　　　　　　

　　　　　　石補充工、建物外周表示工、小型重力式擁壁設置工、横断防止柵設置工、階段敷設、金堂乱石

　　　　　　積基壇敷設工、雨落石敷敷設工、須弥壇敷設・仏像四天王表示工、基壇上面塼敷工

　⑧平成 30 年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢地区〕第二工区その４

　工　　期：平成 30 年８月１日から平成 31 年１月 31 日まで

　主な内容：金堂基壇復元工事の２年目、講堂・金堂間の堂間通路の平面表示、幢竿遺構の版立体復元

　　　　　　縁石撤去、造成、地被植栽（コグマザサ）、樹木養生工（マルチング材敷均）、土系舗装、園路

　　　　　　縁石設置、金堂基壇上面塼敷工、金堂・講堂堂間通路整備工、幢竿表示工事６基、遺構解説板

　　　　　　２箇所（金堂、堂間通路・幢竿遺構）、車留工

　⑨令和元年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢周辺地区〕第一工区その１

　工　　期：令和元年 12 月 11 日から令和２年２月 28 日まで

　主な内容：中門東側の伽藍中枢南辺区画施設（築地塀・溝）の平面表示

　　　　　　遺構平面表示工（築地塀・溝跡）、造成、縁石撤去、園路縁石工、仮囲い柵・単管パイプ柵・

　　　　　　注意看板撤去、芝植栽

　⑩令和２年度

　工事件名：史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備工事〔中枢周辺地区〕第一工区その２

　工　　期：令和２年７月 22 日から令和２年 11 月 30 日まで

　内　　容：中門東側の公園管理用車両の駐車場、各所の遺構解説板の配置造成、芝植栽、既設広域避難看

　　　　　　板２基・歴史と文化の散歩道道標１基撤去、広域避難看板新設（防災安全課設置）、園路縁石設置、

　　　　　　車留め設置、土系舗装工、植栽工、芝生保護マット敷設、遺構解説板４箇所（中枢部北辺区画

　　　　　　塀・溝、中枢部南辺区画塀・溝、礎石展示場、経蔵・西僧坊）

写真 25　金堂跡基壇整備造成工
　　　（平成 29 年度施工）

写真 26　金堂基壇上の礎石補足測量調査

　　　　　　（平成 29 年度）
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H15年度
（2003）

H16年度
（2004）

H17年度
（2005）

H18年度
（2006）

H19年度
（2007）

H20年度
（2008）

H21年度
（2009）

H22年度
（2010）

H23年度
（2011）

313,500 218,500 180,500 180,500 256,500 266,000 218,500 266,000

2,499,000 8,148,000

4,998,000

5,019,012 15,715,027 16,000,062 12,915,650 14,000,000 23,200,000 18,600,000 18,600,000 18,600,000

2,887,500 2,677,500 3,045,000

3,045,000 1,123,500

4,124,400

217,350 188,174 183,645

45,000 45,000 35,030

7,906,512 16,028,527 16,218,562 13,096,150 14,180,500 25,955,500 21,805,850 33,289,674 29,330,575

国庫補助金 3,953,000 8,000,000 8,109,000 6,548,000 7,090,000 11,728,000 9,433,000 12,570,000 14,152,000

都随伴補助金 1,976,000 4,000,000 4,054,000 3,274,000 3,545,000 5,864,000 4,716,000 6,285,000 7,076,000

国分寺市負担金 1,977,512 4,028,527 4,055,562 3,274,150 3,545,500 8,363,500 7,656,850 6,286,674 8,102,575

H24年度
（2012）

H25年度
（2013）

H26年度
（2014）

H27年度
（2015）

H28年度
（2016）

H29年度
（2017）

H30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和２年度
（2020）

合計

171,000 114,000 237,500 123,500 133,000 142,500 57,000 431,000 228,000 3,537,500

12,375,000 23,022,000

5,022,000 1,641,600 6,435,000 12,430,000 30,526,600

15,000,000 18,899,388 17,171,851 6,998,870 13,213,029 213,932,889

2,646,000 2,970,000 14,226,000

3,696,000 3,696,000

2,026,500 2,299,500 1,285,200 1,630,800 3,564,000 6,339,600 1,925,000 23,239,100

20,740,650 24,645,600 13,642,560 11,209,320 35,847,360 101,081,520 78,884,280 10,626,000 6,398,300 307,199,990

475,650 200,550 168,804 807,732 37,800 2,008,152 323,120 300,520 502,700 5,414,197

105,000 34,000 84,660 102,000 450,690

38,518,800 46,193,038 37,527,915 20,854,882 54,436,789 103,334,172 88,250,000 32,092,520 26,225,000 625,244,966

国庫補助金 18,162,000 22,146,000 18,762,000 10,381,000 26,397,000 50,612,000 42,802,000 16,046,000 13,112,000 300,003,000

都随伴補助金 9,081,000 11,073,000 9,381,000 5,191,000 13,199,000 25,306,000 21,401,000 8,023,000 6,556,000 150,001,000

国分寺市負担金 11,275,800 12,974,038 9,384,915 5,282,882 14,840,789 27,416,172 24,047,000 8,023,520 6,557,000 175,240,966

決算見込 625,244,966

実施設計委託
修正実施設計委託(H28)

設計監理委託等

工事請負費

需用費

計

委員（講師）報酬

基本設計委託

役務費

計

内

　
訳

備　　考

内
　
訳

備　　考

事前遺構確認調査委託

現況地形測量委託

設計監理委託等

工事請負費

需用費

役務費

事業総括報告書作成委託
(本書)

現況地形測量委託

表８　国史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）伽藍中枢部〔第一期整備〕にかかる事業経費一覧（平成15～令和２年度）

委員（講師）報酬

整備実施計画検討委託
基本設計委託(H22)

実施設計委託

事前遺構確認調査委託

注

上記事業費は、平成 ～ 年度に実施した史跡整備事業のうち、僧寺地区伽藍中枢部以外の整備費は除外している（平成 ～ 年

度施工の僧寺北東地域、平成 年度施工の旧四小跡地の東山道武蔵路跡、令和２年度実施の北方推定中院地区の事前遺構確認調査

など）。

僧寺地区伽藍中枢地区では、平成 ～ 年度に整備に先行して事前遺構確認調査（発掘調査）を実施し、これまでに調査成果をま

とめた報告書を２冊刊行している（Ⅰ分冊遺構編：平成 年３月刊行。Ⅱ分冊遺物編：平成 年３月刊行。Ⅲ分冊総括編は現在制

作中）。

伽藍中枢部の整備工事は、平成 年度に基本設計、第一工区の実施設計を平成 年度、第二工区の実施設計を平成 ・ 年度に行

い、平成 ～ 年度に施工している。令和元年度・２年度の施工箇所（中門東側）は、令和元年度に基本設計・実施設計を行って

いる。

H15年度
（2003）

H16年度
（2004）

H17年度
（2005）

H18年度
（2006）

H19年度
（2007）

H20年度
（2008）

H21年度
（2009）

H22年度
（2010）

H23年度
（2011）

313,500 218,500 180,500 180,500 256,500 266,000 218,500 266,000

8,148,000

4,998,000

5,019,012 15,715,027 16,000,062 12,915,650 14,000,000 23,200,000 18,600,000 18,600,000 18,600,000

2,887,500 2,677,500 3,045,000

3,045,000 1,123,500

4,124,400

217,350 188,174 183,645

45,000 45,000 35,030

7,906,512 16,028,527 16,218,562 13,096,150 14,180,500 23,456,500 21,805,850 33,289,674 29,330,575

国庫補助金 3,953,000 8,000,000 8,109,000 6,548,000 7,090,000 11,728,000 9,433,000 12,570,000 14,152,000

都随伴補助金 1,976,000 4,000,000 4,054,000 3,274,000 3,545,000 5,864,000 4,716,000 6,285,000 7,076,000

国分寺市負担金 1,977,512 4,028,527 4,055,562 3,274,150 3,545,500 5,864,500 7,656,850 6,286,674 8,102,575

H24年度
（2012）

H25年度
（2013）

H26年度
（2014）

H27年度
（2015）

H28年度
（2016）

H29年度
（2017）

H30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和２年度
（2020）

合計

171,000 114,000 237,500 123,500 133,000 142,500 57,000 260,000 190,000 3,328,500

12,606,000 20,754,000

5,022,000 1,641,600 6,556,000 12,430,000 30,647,600

15,000,000 18,899,388 17,171,851 6,998,870 13,213,029 213,932,889

2,646,000 2,970,000 14,226,000

3,696,000 3,696,000

2,026,500 2,299,500 1,285,200 1,630,800 3,564,000 6,339,600 1,969,000 23,283,100

20,740,650 24,645,600 13,642,560 11,209,320 35,847,360 101,081,520 78,884,280 11,181,000 6,398,300 307,754,990

475,650 200,550 168,804 807,732 37,800 323,120 300,520 502,700 3,406,045

105,000 34,000 84,660 348,690

38,518,800 46,193,038 37,527,915 20,854,882 54,436,789 101,224,020 88,250,000 32,872,520 26,187,000 621,377,814

国庫補助金 18,162,000 22,146,000 18,762,000 10,381,000 26,397,000 50,612,000 42,802,000 16,146,000 13,358,000 300,349,000

都随伴補助金 9,081,000 11,073,000 9,381,000 5,191,000 13,199,000 25,306,000 21,401,000 8,073,000 6,546,500 150,041,500

国分寺市負担金 11,275,800 12,974,038 9,384,915 5,282,882 13,199,189 25,306,020 21,401,000 8,073,520 6,547,500 158,236,714

※決算見込 608,627,214

測量委託

計

内
　
訳

備　　考

[注]
(1)　平成15～22年度に僧寺地区伽藍中枢部以外で実施した史跡整備事業費は除外している（平成18～19年度施工の僧寺北東地域、平成22年度
　　施工の旧四小跡地の東山道武蔵路跡など）。
(2)　僧寺地区伽藍中枢地区では、平成15～24年度に整備に先行して事前遺構確認調査（発掘調査）を実施し、これまでに調査成果をまとめた
　　報告書を２冊刊行している（Ⅰ分冊遺構編：平成28年３月刊行。Ⅱ分冊遺物編：平成30年３月刊行。Ⅲ分冊総括編は現在制作中）。
(3)　伽藍中枢部の整備工事は、平成22年度に基本設計、第一工区の実施設計を平成23年度、第二工区の実施設計を平成26・28年度に行い、平
　　成23～30年度に施工している。令和元年度・２年度の施工箇所（中門東側）は、令和元年度に基本設計・実施設計を行っている。
(4)　本報告書は令和２年度中に制作しているため、当該年度の事業費は令和２年12月現在での決算見込みである。

事前遺構確認調査委託

測量委託

設計監理委託等

工事請負費

需用費

役務費

総括報告書作成委託

実施設計委託

設計監理委託等

工事請負費

需用費

役務費

計

内
　
訳

備　　考

委員（講師）報酬

基本設計委託

表■　国史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）伽藍中枢部〔第一期整備〕にかかる事業経費一覧（平成15～令和２年度）

委員（講師）報酬

基本設計委託

実施設計委託

事前遺構確認調査委託
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（１）基本設計

　①第一期整備〔中枢地区〕基本設計報告書

　　平成 22 ～ 23 年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　代表取締役　矢野和之（平成 22 ～令和２年度）

　　　研究員　　　難波　功

　　　技術員　　　嶋田喜朗

　②第一期整備〔中枢部周辺地区〕基本設計報告書

　　令和元年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　主任研究員　恒川久美子

　　　主任補　　　難波　功

（２）実施設計

　①第一期整備〔中枢地区〕第一工区実施設計

　　平成 23 年度　株式会社文化財保存計画協会　

　　　研究員　　　難波　功

　②第一期整備〔中枢地区〕第二工区実施設計

　　平成 26 年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　主任研究員　恒川久美子

  ③第一期整備〔中枢地区〕第二工区修正実施設計

　　平成 28 年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　主任補　　　難波　功

　④第一期整備〔中枢部周辺地区〕第一工区実施設計

　　令和元年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　主任補　　　難波　功

　　　研究員　　　矢作　岳

（３）設計監理

　　平成 23 ～令和元年度　株式会社文化財保存計画協会

　　　研究員・主任補　難波　功

　　　　　　　　　　　（平成 23 年度、平成 26 ～ 30 年度）

　　　技術員　　　　　嶋田喜朗（平成 24 ～ 25 年度）

　　　研究員　　　　　矢作　岳（令和元年度）

（４）施工者

　①平成 23 年度　

　　〔受注会社〕有限会社芝東園

　　　代表取締役　関田貞雄　　　　　　

　　　工事担当者　関田和雄

　　　【施工内容】北側旧石積の再整備、雨水排水溝敷設、

　　　　低木伐採・造成工

　②平成 24 ～令和２年度

　　〔受注会社〕株式会社鈴木造園

　　　代表取締役　鈴木秀男（平成 24 ～令和２年度）　　　　　

　　　《平成 24 年度》工事担当者　鈴木洋平　　　

　　　【施工内容】　北側旧石積の再整備・雨水排水溝敷設・　　　

　　　　北東エントランス整備・公共下水桝設置

　　　《平成 25 年度》工事担当者　鈴木洋平

　　　【施工内容】　講堂基壇復元（西辺を除く）・出土瓦

　　　　瓦積展示・低木伐採・造成工

　　　《平成 26 年度》工事担当者　鈴木洋平

　　　【施工内容】　講堂基壇復元（西辺：鳩山町との協同

　　　　事業）、東側旧石積の再整備・階段設置、総合解

　　　　説板・講堂遺構解説板・鳩山町連携事業看板設置

　　　《平成 27 年度》工事担当者　関　肇

　　　【施工内容】南東側旧石積の再整備、雨水排水溝敷

　　　　設敷設、低木伐採

　　　《平成 28 年度》工事担当者　廣田達朗

　　  【施工内容】鐘楼・中門の遺構平面表示・遺構解説

　　　　板設置、中門－金堂間の幢竿遺構の半立体復元・

　　　　遺構解説板設置　

　　　《平成 29 年度》工事担当者　廣田達朗

　　　【施工内容】金堂基壇復元（乱石積基壇外装・雨落

　　　　石敷・身舎外周の基壇縁部せん敷設）

　　　《平成 30 年度》工事担当者　廣田達朗

　　　【施工内容】金堂基壇復元（身舎・須弥壇部塼敷設）、

　　　　金堂－講堂間の幢竿遺構の半立体復元、金堂・幢

　　　　竿遺構の遺構解説板設置、史跡指定標柱移設

　　　《令和元年度》工事担当者　鈴木洋平

　　　【施工内容】中門東側の築地塀・溝の遺構平面表示、

　　　　張芝施工

　　　《令和２年度》工事担当者　鈴木洋平

　　　【施工内容】中門東側の車両乗り入れ部舗装整備、

　　　　旧広域避難看板撤去・新規広域避難看板設置、遺

　　　　構解説板４基設置（北辺区画塀・南辺区画塀・礎

　　　　石展示場・経蔵・西僧坊）

（５）発注者・工事担当課

　国分寺市・国分寺市教育委員会

　国分寺市長　

　　星野信夫（平成 22 ～ 25 年度）

　　井澤邦夫（平成 25 年度以降）

　国分寺市教育委員会教育長　

　　松井敏夫（平成 22 ～ 29 年度）

　　古屋真宏（平成 29 年～令和２年度）

　国分寺市教育委員会教育部長

　　本橋信行（平成 22・23・27・28 年度）

　　小山則夫（平成 24 ～ 26 年度）

　　堀田順也（平成 29 ～令和元年度）

　　一ノ瀬理（令和２年度）

　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課長

　　福田信夫（平成 22・23 年度）

　　島﨑進一（平成 24 ～ 27 年度）

　　高杉　強（平成 28 ～ 29、令和２年度）

　　櫻井明徳（平成 30 ～令和２年度）

　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

　　依田亮一（平成 22 ～令和２年度、史跡係長・学芸員）

　　野中太久磨
※（平成 22 ～ 26 年度、史跡係・嘱託職員

　　　　　　平成 27 ～ 30 年度、史跡係主任・建築技術）

　　高橋　彩※（令和元・２年度、史跡係員・土木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※工事監督員

各年度の施工関係者一覧
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令和２年 (2020) 度

令和元年 (2019) 度

平成 30 年 (2018) 度

平成 29 年 (2017) 度

平成 28 年 (2016) 度

平成 27 年 (2015) 度

平成 26 年 (2014) 度

平成 25 年 (2013) 度

平成 24 年 (2012) 度

平成 23 年 (2011) 度

▲１工

▼

中枢地区

第２工区その１

中枢地区第２工区その２中枢地区

第２工区その２

中枢地区第２工区その２

中枢地区第２工区その３

中枢地区第１工区その３

中枢地区第１工区その２

中枢地区第１工区その１

中枢地区

第２工区その４

▲中枢部第１工区

▼中枢部第２工区

中枢地区

第２工区その１

中枢地区第２工区その２中枢地区

第２工区その２

中枢地区第２工区その２

中枢地区第２工区その３

中枢地区第１工区その３

中枢地区第１工区その２

中枢地区第１工区その１

中枢地区

第２工区その４

中枢地区第２工区その４中枢地区第２工区その４

中枢地区第２工区その４中枢地区第２工区その４

中枢地区第２工区その４中枢地区第２工区その４

中枢部周辺地区中枢部周辺地区
第１工区その２第１工区その２

中枢部周辺地区中枢部周辺地区
第１工区その２第１工区その２

中枢部周辺地区中枢部周辺地区
第１工区その２第１工区その２

中枢部周辺地区中枢部周辺地区
第１工区その２第１工区その２

中枢部周辺地区中枢部周辺地区
第１工区その１第１工区その１

▼▼中枢部周辺地区第１工区

中枢地区第２工区その３中枢地区第２工区その３

中枢地区

第 1工区その４

中枢地区

第 1工区その４

中枢地区

第 1工区その４

中枢地区

第 1工区その４

中枢地区

第 1工区その４

中枢地区

第 1工区その４

第 36 図　平成 23 ～令和２年度史跡整備工事　年度別施工範囲
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　平成 23 年度（2011）から令和 2年度（2020）にかけて第一期整備工事（伽藍中枢地区）を実施した。

　整備に向けた基本的な設計方針は、前述した中枢地区基本設計に基づいている。基本設計の取りまとめ後

も、複数年に渡り行われた発掘調査によって得られた新たな知見等に基づき、保存整備委員会の指導・助言

を踏まえながら実施設計細部の検討を行い、適宜見直しを加え整備工事を実施した。

　中枢地区の主な整備内容は、中枢伽藍を構成する主要施設である金堂・講堂の基壇整備、堂間の礫敷・瓦

敷通路状遺構の整備、中門・中枢部区画施設（築地塀および溝）や鐘楼等の遺構表示である。その他、来訪

者の見学動線に配慮した広場や傾斜路、階段の設置をはじめ、給排水・電気設備の新設・改修、管理柵や車

止めなどを設置するとともに、地被植栽や低木植栽を施した。

名　称 概　要

金堂跡

　・乱石積基壇外装整備、南北石階段整備

　・基壇上面塼敷き、須弥壇整備、建物跡範囲表示

　・礎石：現存露出礎石 19 石を原物展示、その他埋没２石・欠損 15 箇所 計 17 箇所に新補石表示

　・基壇周囲：雨落ち石敷整備

講堂跡

　・瓦積基壇外装整備、南北石階段整備

　・基壇上面野芝張、建物跡範囲表示

　・礎石：現存露出礎石５石を原物展示、その他埋没１石・欠損 30 箇所 計 31 箇所に新補石表示

　・基壇周囲：幅 1ｍ範囲に野芝張り（明確な雨落ち遺構無し）

中門跡・

伽藍中枢部

区画施設

〔中門跡〕

　・基壇：透水性高炉スラグ舗装（ライトブラウン）で範囲を表示

　・建物：壁位置に煉瓦を並べて範囲を表示

　・礎石：据付跡 11 箇所にコンクリート舗装で礎石を表示

　・外周溝：透水性高炉スラグ舗装（グレー）で表示

　・参道：透水性高炉スラグ舗装（ソフトレッド）で表示

〔伽藍中枢部区画施設〕

　・築地塀：透水性高炉スラグ舗装（イエロー）で表示

　・築地塀外側の溝、築地塀内側の溝、中枢部区画溝：透水性高炉スラグ舗装（サンドベージュ）

　　で表示

鐘楼跡

　・基壇：透水性高炉スラグ舗装（ライトブラウン）で範囲を表示

　・建物：壁位置に煉瓦を並べて範囲を表示

　・礎石：現存露出礎石１石を原物展示、その他据付跡 11 箇所にコンクリート舗装で礎石を表示

堂間通路跡 　・玉石による４本の石列整備、通路両側：瓦片敷き、通路中央：礫・瓦片敷き）

幢竿遺構

　・中門北：木の柱による半立体表示（径 40 ㎝、高さ 1.1 ｍ、２本）

　・金堂南：木の柱による半立体表示（径 30 ㎝、高さ 1.1 ｍ、３本）

　・講堂南：木の柱による半立体表示（径 20 ㎝、高さ 70 ㎝、６本）

１．全体の工事概要

第４章　保存整備工事の内容

表９　遺構整備の概要
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第 37 図　　第一期整備〔伽藍中枢地区〕完成平面図
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 （１）遺構保護造成

　当該第一期整備では基壇の復元整備を目指し、昭和 46 ～ 49 年にかけて実施された現況の盛土を一部取り

除いた。遺構面（包含層を含む）から 30cm 以上の遺構保護層の厚さを確保することを基本に、基壇復元整

備に支障となる範囲の盛土や後世の堆積土を除去した。

（２）金堂基壇整備工事

　発掘調査の遺構情報に基づき、東西約 45.4m（約 153.1 尺）×南北約 26.3m（約 88.4 尺）の基壇の平面規

模を現地の平面的同位置に復元するとともに、金堂建物の推定規模、桁行 7 間（東西 122 尺、約 36.2m）×

梁行 4 間（南北 57 尺、約 16.6m）の大きさを表示した。具体的には、基壇上面の塼敷きや須弥壇の整備、

乱石積基壇外装並びに雨落ち石敷等を整備した。遺構に基づく寸法基準は天平尺（約 296 ㎜）による。

① 乱石積基壇外装（河原石）

　基壇外装は、検出遺構の直上に 30cm 以上の保護層を確保したうえで、構造体となるコンクリート擁壁を

打設し、前面に河原石を据えて乱石積を表現した（写真 27）。乱石積基壇外装はエノキ存置部を除き外周延

長約 136m に及ぶ。河原石は石同士がかみ合うように 2 ～ 3 段積上げ、その後、河原石と擁壁との間に胴込

めコンクリートを石の隙間から表面にはみ出さないように配慮しながら詰めた。河原石と基壇外装上面塼と

の固定にはモルタルを用いた。丸みを帯びた河原石の上に矩形の塼を固定することには苦労を要したが、塼

が剥落することのないように確実に固定した（写真 27・124 頁参照）。

　現行の法規制では、多摩川をはじめ都内の河川敷などから自然石の河原石を商用目的に採取することは不

可能なことを念頭に、ふるさと文化財課では、あらかじめ庁内で連絡調整を図りながら複数年に渡り市内の

文化財発掘調査や公共工事などの機会を利用して、再利用の予定の無い玉石や平石等をできるだけ収集・保

管していった。また、東京都埋蔵文化財センターや財団法人かながわ考古学財団等の協力を得て、周辺の遺

跡の発掘現場から出土した石材を譲り受けることもできた。これら収集・保管しておいた石材を整備工事に

用いた。

　なお、保管石材の数量には限りがあり、施工範囲の全ての石材を賄うことはできなかったことから、近県

で入手可能な富士川の河原石を新補石に用いた。

◆施工時の追加対応

　掘削工事の立会いの際に基壇の北面や東面及び南面（階段部含む）の一部で遺存状態の良い（検出位置の

高い）積石等の遺構を確認した（写真 28・第 38 図）。当初設計に基づく基礎床付の高さでは遺構の保護を

２．金堂基壇整備工事

写真 27　金堂基壇外装の施工

①河原石積途中 ②河原石積完成 ③上面塼敷き
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損なう恐れがあることから、整備委員会委員による現地個別指導の実施や東京都及び文化庁へ遺構検出状況

の報告を行い 1、遺構の保護を前提としながらもできる限り基壇の高さを表現すべきとの指導を踏まえ、遺

構を検出した基壇北面と東面及び南面の計４箇所で施工方法を若干変更した。

　まず初めに、ポータブルコーン貫入試験を行い、原物の河原石傍の現況地盤のコーン指数をもとに、床掘

面から 10cm 下がりの位置において長期許容支持力 qa=96 ～ 109kN/ ㎡の値を把握し、さらに 1.0m 下がりの

位置では平均 qa=131.2kN/ ㎡を得たことで、擁壁の安定計算上必要な qa=36.29kN/ ㎡を超える十分な支持力

を確保できることを確認した。次に、検出された河原石の天端に砂を厚 2～ 5cm 程度で平らに敷き均して養

生し、その上面に合繊不織布（厚 10 ㎜）を敷き込んで明示したうえで基礎砕石を敷均し、基礎コンクリー

トを厚さ 10cm で打設した。擁壁部コンクリート打設後は標準の基壇外装範囲と同様に河原石を積みあげな

がら胴込めコンクリートを流し込み、河原石積上面にモルタルを用いて塼を固定した（写真 29. 第 39 図）。
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第 38 図　工事立会時に検出された基壇外装石積
　　　　及び南階段位置 (①～④の 4箇所 )

写真 28　工事立会い時に検出された遺構の状況

①委員現地指導

②北面基壇外装 ( ①：11/22 検出、南から )

③南階段 ( ②：11/24 検出、北から ) ④南面基壇外装裏込め石 ( ③：10/26 検出、南西から ) ⑤東面基壇外装 ( ④：10/17 検出、南から )
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② 基壇（上面塼敷き）

　発掘調査では原位置を留めた状態の塼敷きを検出していないため、後世の造成土を丁寧に漉き取ったのち

に砂を敷き均したうえで、基壇上面の塼敷は基壇の平面形状に沿って東西方向を長手に向けて目地を通し千

鳥に据え付けた。また、雨水が溜まらないように塼を砂目地で固定した。

　塼は講堂同様に出土遺物の完形寸法（165 ㎜× 280 ㎜× 57 ㎜）に倣い、外周縁の厚さは遺物の厚さ 57 ㎜

を確保した。一方、現代の窯でも内部まで十分焼成できるように内部は箱抜きし基本的な厚さを 30 ㎜に設

定した。その上で、中央に桟の無い仕様と有る仕様の 2 種類を製作し、設置する場所に応じて使い分けた。

モルタルで固定する乱石積基壇上面の塼は桟無しの仕様、砂決めとする基壇上面敷きの塼は桟有りの仕様を

用いた（写真 30、124 頁・125 頁参照）。

　塼の色合いは「黒系、濃茶系、薄茶系」の３系統を、各々「2：1：1」の割合で製作し、まだら模様に配置した。

金堂整備に用いる塼は、先行して実施した講堂整備の経験を踏まえて、十分な乾燥と焼成時間を確保できる

よう段取りして進めていたが、やはり 3色の色合いを出すことは製作時に非常に微妙な取り扱いが必要とな

り時間を要した。結果、平成29年度の工事契約工期満了日の直前まで工場製作に時間を要する事態に直面し、

第 39 図　基壇外装部断面図　（東面 S36 付近の検討過程）

　　　　　　　当初設計

30㎝程度の遺構保護層を確保した場合

遺構養生砂及び合繊不織布を敷いて養生する案（変更設計）
写真 29　基壇外装特殊部 (東面 )の施工状況

①砂敷均し

②合繊不織布敷設

③基礎コンクリート打設
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最終的に契約変更を行い、製作数量減と施工範囲を縮小して次年度の整備に先送りした。

　平成 30 年度工事では、前年度に取りやめた建物範囲北東隅の約 55.9 ㎡と建物外側範囲の基壇上面塼敷き

を引き続き行った。既に焼成して現地に搬入を済ませておいた塼に加えて、追加焼成した塼を用いて 3色の

塼をまだら模様に敷きならべた。

　基壇南東部に存置したエノキ周辺には塼敷きを行うことはできず、基壇上面に塼敷き範囲と土の範囲が混

在する状況を踏まえ、塼敷き端部は境界が不明瞭になるように配慮して千鳥に敷いた。また、整備範囲とエ

ノキ周辺の地表面との間に一部で高低差が生じたため、コンクリート構造物による基壇土留を部分的に設置

した。コンクリート土留め側面には基壇版築や基壇外装の河原石を固定する粘土を模した塗装等の表現を行

うことも思案したが、エノキの生育状況の経過観察を含めて第二期整備に向けた今後の検討課題とした。

　基壇上面の復元した塼敷きと原物の礎石が近接する範囲では、礎石の周囲を合繊不織布で囲みながら塼敷

き端部止めのモルタルが直接接しないように縁を切った。そのうえで、礎石周辺の塼を礎石の形状に応じて

細かく裁断し、できるかぎり原物の礎石際まで塼敷きを行った（写真 31- ①）。

③ 礎石

　基壇上に表出している原物の礎石は 19 石、この他に 2石（7-4、8-2）は地中に埋まっており計 21 石の礎

石が現存していた。これら 21 石の礎石のうち 3 石は後世の改変に伴って移動し原位置を留めていない、ま

た欠損している可能性があったが、位置・高さ・向き等本来の位置を推定し据えなおすことは容易ではなく、

現状のまま存置した。

　その他の礎石据え付け痕跡の位置 15 箇所と礎石が埋没している 2箇所の計 17 箇所には、金堂建物の柱間

を推定したうえであらたに新補石を据えて礎石を表示した。新補石は灰色系の安山岩を径 60 ㎝の正円形に

加工し、中央部は厚く周辺部を薄くして（厚 8 ～ 13cm 内外）礎石の中央部が基壇上面に顔を出しているよ

うに表現しつつ、表面にはコブ出し加工を施して原物の礎石とはあきらかに異なる新補石と判別できるよう

に表現した（写真 31- ②）。

写真 30　基壇上面の施工

①堆積土除去 ②砂敷均し ③製作塼色あい確認

④委員会の現地視察 ⑤塼敷途中 ⑥礎石周り塼敷き
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④ 建物範囲

　外周の礎石の間を繋ぐように面取り煉瓦を 2 列に並べ金堂建物範囲を示した。煉瓦は黒茶系の色合いで、

210 ㎜× 100 ㎜× 60 ㎜、片側面取り r=30mm の製品を用いた（写真 31- ③）。

⑤ 須弥壇

　保存整備委員会の指導を受けて金堂基壇上面に須弥壇の位置が分かるよう 1段高く基壇を整備した。須弥

壇の位置や規模等の範囲については、現存する古代寺院をはじめ史跡の先行整備例を参考に（第 40 図）、東

西幅を中央 3間、南北奥行きを 1間の規模と設定し、須弥壇上に「三尊像」と「四天王像」の台座位置を表

示した。須弥壇高は、ある程度の高さを有し腰かけられることが好ましいとの保存整備委員会における指導

を踏まえ、約 55cm の高さで整備した。

　須弥壇外装部は、コンクリート小型構造物を設置した後、表面に半裁塼を積上げてモルタルで固定した。　

半裁塼の寸法は（165 ㎜× 140 ㎜× 57・30 ㎜）とし、厚 57 ㎜の小口を表面に向けた。

　須弥壇の基壇内部には砕石を充填し、吸出し防止の為の合繊不織布を上面に敷設した後に砂を敷き、その

上に塼を敷き並べ砂目地で固定した（写真 32）。

写真 31　礎石・建物範囲の施工

写真 32　須弥壇の施工

①砕石敷均し ②仏像表示部モルタル下地 ③アクリル樹脂系浸透性プライマー液体浸け

④基壇外装半裁塼積 ⑤仏像表示部自然石舗装仕上げ ⑥上面塼敷き

①原物の礎石周りの合繊不織布養生 ②新補礎石と塼敷き ③礎石・煉瓦設置
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第 40 図　発掘調査に基づく須弥壇の位置と規模（類例）

興福寺 中金堂

唐招提寺 金堂

三河国分尼寺 金堂

〔建物規模〕( 庇、裳階含む )

　桁行 9 間 (36.6m) 梁行 6 間 (23.0m)

　身舎：

　桁行 7 間 (30.9m) 梁行 4 間 (17.1m)

〔須弥壇規模〕

　幅約 21.0m 奥行約 7.5m

〔建物規模〕

　桁行 7 間 (28.0m) 梁行 4 間 (14.6m)

〔須弥壇規模〕

　幅約 14.2m 奥行約 5.0m

〔建物規模〕

　桁行 7 間 (26.4m) 梁行 4 間 (13.8m)

〔須弥壇規模〕

　幅約 12.6m 奥行約 4.8m
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　三尊像を安置していたと推定される位置については、唐招提寺金堂須弥壇を参考に本尊（釈迦如来像）を

一辺 116cm の正八角形に、脇侍菩薩像（文殊菩薩・普賢菩薩）を一辺 91 ㎝の正八角形で表示し、四天王像（持

国天・増長天・広目天・多聞天）の位置についても須弥壇の四隅に一辺 90cm の正方形の範囲を表示した。

　これらの表示には肌色系統の自然砂利を埋め込んだ舗装を用いた。

　検討過程において、三尊像の表現として水平面に投影した形を模式的に表示することも思案したが、保存

整備委員会において現地に表示する案は否定された。

⑥ 石階段

　発掘調査によって確認された南階段及び北階段を整備した。南

階段の東西幅は中央 3 間の 16.29m( 約 55 尺 )、北階段の東西幅は

4.53m( 約 15 尺 )、南北の長さは南階段及び北階段共に 1.35m( 約 4.56

尺 ) と推定され、これを表現した。また、礎石の据付状況や雨落ち

石敷きの高さをもとに、往時の基壇の高さは約 80 ㎝～ 1.25m、石階

段の勾配は 40°内外と推定されたが、整備工事では原物の礎石を見

せると同時に、遺構保護の観点から基壇の高さを低く表現せざるを

得ず、階段の勾配を緩く設置した。

　北階段は発掘調査で確認された階段範囲全てに河原石を用いて整

備し、踏面の幅は約 34 ㎝、蹴上の高さを約 10cm とした。南階段は

市道に接しており、乱石積基壇外装と市道境界までの距離は階段西

端部で約 1.3m、階段東端で約 0.86m と狭く、階段南北の長さ 1.35

ｍを全て整備することはできなかった。そこで、中軸線から西側の

範囲では最下段の踏面幅を約 24 ～ 29 ㎝と狭くしながらも、できる

だけ河原石を据付けて路面へ擦り付けることによって、金堂正面か

ら基壇上面へ上がれるように階段の機能も確保した。一方、中軸線

から東側の階段では、中段から上の 2 ～ 3 段の範囲で東西 3 間幅の

16.29m( 約 55 尺 ) を河原石により整備したが、下部の 1 ～ 2 段は難

しく、コンクリート小型擁壁を設置して高低差を処理した。

　踏石は保管石材の中から、15cm × 15cm 内外、厚さ 85 ㎜内外の河

原石を標準としながら、踏石に適する扱いやすい石材を選別して適

宜用いた（写真 33、128 頁・129 頁参照）。

⑦ 雨落ち石敷き

　発掘調査結果に基づき幅約 95cm（約 3.2 尺）の雨落ち石敷き範囲

に玉石を敷き並べて整備した。外縁には径 10 ㎝内外の玉石を 1 列に

並べ、内側の雨落ち範囲には長径 8cm 内外の河原石を配置した。縁

石はモルタルで固定し、縁石外側には芝生の進入を防ぐためにポリ

エチレン製の見切材を設置した（写真 34）。

　雨落ち範囲の玉石は、透水性まさ土舗装材を用いて固定した。

　なお、雨落ち石敷きは、基壇南側市道の範囲まで広がっていると

推測されたが、第一期整備では市道の線形を多少南へ移動させて雨

落ち石敷き範囲全域の整備を行うことや市道路面上へのカラー舗装

などによる遺構表示は実現できなかった。

写真 33　石階段の施工

写真 34　雨落ち石敷きの施工

①委員会の現地視察

②北階段設置

③南階段設置
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⑧ 史跡指定標柱の移設

　金堂基壇整備にあわせ、大正 11 年（1922）の史跡指定を受け、大正

13 年に金堂基壇南東上に設置された標柱を、市道を挟んだ真南の位置へ

移設した（第 41 図）。解体の際は、エノキの太い枝を利用しながらチェー

ンブロックを用いて各部材を吊り上げ、丁寧に解体を進めた。標柱引抜

きの際には小型重機による補助も伴いながら慎重に行った。

　標柱基壇の石は 3 段積み上げられていたが、最下段の 1 段は金堂基壇

上に存在するエノキの根が巻き込んでおり、これを取り外すことは金堂

基壇の遺構を傷める恐れが生じた。そのため、当初設計を変更して最下

段の積石のみ現地に残し、2 段目より上部範囲の石材は当初設計どおり

解体し移設を行った。

　移設先では最下段の石積部をコンクリートを用いて築造し、2 段目よ

り上部を積重ねて再建立した。コンクリート表面はモルタルで造形した

後に原物の石材に似せて擬石処理を施し、表面の色合わせを行いながら 第 41 図　史跡指定標柱の立面図

写真 35　標柱の解体再建立

④標柱基壇石積解体 ⑤解体時 ( 最下段積石存置 ) ⑥解体石材

⑦工房での仮組み ⑧基壇設置・最下段モルタル造形 ⑨標柱設置

①解体前 ( 委員会の現地視察 ) ②標柱吊上げ ③台座解体
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仕上げた。

　移設に先立ち、解体石材は一旦場外に搬出して専門業者の製作工房内でクリーニングを行い、石質強化処

理・撥水処理を施したうえであらためて現地に搬入して設置を行った（写真 35）。

　標柱の台座には傍のエノキの根や幹が巻き込んでいたことから、解体の際にはエノキの幹や根の一部を丁

寧に切除しながら作業を進め、作業後にエノキ幹肌表面の切口には保護剤を塗布した。

（※標柱移設・保存処理の詳細については 167 頁～ 189 頁の巻末資料を参照）

⑨ 小型擁壁・柵

　前述したように、金堂南階段のうち伽藍中軸線から西側の範囲については石階段の整備ができた。一方、

中軸線から東側の範囲については乱石積基壇と市道との間隔が狭く、河原石による石階段を最下段まで整備

することができなかった。そのため、階段の中段から上段にかけては東西幅 3間の整備を行いながらも、中

段から下段の部分と道路舗装面との間には 35 ～ 40 ㎝程の高低差が生じることとなり、コンクリート小型擁

壁を設けて高低差を納めた（写真 36- ①・②、125 頁参照）。

　あわせて、史跡見学者の安全対策のためにコンクリート小型擁壁の天端に横断防止柵を設置した。金堂正

面に位置することからできるだけ目立たないように細めのステンレス製フラットバー（ t9mm × 40mm） を

用いて、石階段や周辺の色調に配慮した灰肌色系の焼付け塗装を施した（写真 36- ③）。

　床掘の際に市道境界付近でも階段遺構と推定される玉石を検出したことから、乱石積基壇外装同様に砂で

養生したうえで合繊不織布を敷設し、基礎砕石を敷き、型枠設置の後コンクリートを打設した。

　柵は高さ 70 ㎝、延長 9.0m の範囲で設置した。

⑩ 地被植栽

　エノキ周辺の塼敷を行わない基壇上面の範囲には立入抑制と土砂

の流出抑制のためにコグマザサを植栽し、マルチングを敷設した（写

真37）。植栽は44鉢/㎡の密度で植え込み、マルチングは国内産樹皮、

防火・糊剤入り（50 ㍑ / 袋）を厚さ 5㎝で敷き均した。

写真 36　小型擁壁・柵の設置

写真 37　エノキ根元の植栽

①小型擁壁の型枠設置 ②型枠脱型後 ③柵の設置



60

◆特注塼（金堂・講堂）の製作

ⅰ）形状

　講堂の発掘調査の際に出土した完形の塼の寸法をもとに、製作塼の寸法を 165 ㎜× 280 ㎜× 57 ㎜の矩形

とした。但し、外縁のみ 57 ㎜の厚さを確保しつつその他の部分は基本的に 30 ㎜の厚さにして整形を行った。

まずはじめに、使用する粘土を用いて焼成後の収縮度合を見極めながら焼成後の寸法に合うように 2か月程

をかけて金型を製作した。

ⅱ）色

　出土遺物に倣い、古代瓦色として古代いぶし色、濃茶色、薄茶色の 3系統の色を表現した。焼成後の塼は

色むらが生じたが、保存整備委員会において色のばらつきはむしろ好ましいとの助言を踏まえ、3 色を基本

に許容できる範囲で使用した（写真 38）。

ⅲ）製作過程

　平成 29 年度及び 30 年度に製作した塼の工場製作過程写真を掲載した（写真 39）。はじめに粘土の押出整

形を行い、次に型抜き作業（一部、須弥壇外装基壇用の塼は半裁作業を行う）、自然乾燥、高温乾燥の手順

を経て、ガス窯に入れて焼成を行った（写真 39）。

写真 38　塼の比較

写真 39　塼の製作工程

①粘土の押出成形 ②塼の型抜き ③完形塼の半裁作業

④屋内自然乾燥 ⑤窯上部の高温乾燥室 ⑥窯入れ

①出土塼 ②製作塼サンプル
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（１）撤去工事

　昭和 46 ～ 49 年にかけて整備された講堂の雨落ち石敷きや石階段を撤去した。石階段（御影石沢入り）は

今後の史跡整備に再使用できる可能性があり、中門跡東方の現地ストックヤードに保管した。

（２）伐採・除根工事

　昭和 46 ～ 49 年の整備では、講堂基壇の範囲より広めに保護盛土したうえでイヌツゲ・サツキ等の低木を

植栽して基壇範囲の表示が行われていた（第 13 図）。当該第一期整備では、発掘調査情報に基づく瓦積基壇

外装を遺構直上で整備するとの考え方に基づき、整備に支障となる低木を全て伐採し除根を行った。

（３）遺構保護造成

　第一期整備では、基壇の復元整備を目指し、昭和 46 ～ 49 年にかけて実施された現況の盛土を一部取り除

いた。遺物包含層を含む遺構面から概ね 30cm 以上の保護層の厚さを確保することを基本に、現況の遺構保

護盛土の一部鋤取りを行った。

（４）講堂基壇整備工事

　発掘調査の遺構情報に基づき、東西約 42.2m（約 142.6 尺）×南北約 22.6m（約 76.4 尺）の基壇の平面規

模を現地の平面的同位置に復元するとともに、講堂建物の推定規模、桁行 7 間（東西 96 尺、約 36.2m）×

梁行 4 間（南北 56 尺、約 16.6m）の大きさを表示した。具体的には、瓦積み基壇外装や基壇上の礎石、南

北玉石階段等の復元整備を行った。講堂は発掘調査によって創建期及び拡張期の 2時期の存在が明らかにさ

れており、第一期整備では、拡張期の遺構情報に基づいて整備を行っている。なお、創建期の遺構について

は現地に混在する表示は避け、解説板に説明を加えた。

① 基壇外装（瓦積み）

　発掘調査の遺構情報に基づき瓦積み基壇外装を表現した。発掘調査で明らかになった基壇外装の再現方法

として、地覆の塼や瓦の積上げに加えて基壇外装上面には完形の塼を載せた。整備工事では基壇外装等の遺

構面（遺物包含層含む）から 30cm 程の保護層を確保したうえで、小型コンクリート構造物を設置した後に、

表面に地覆塼や積瓦を用いて基壇外装を仕上げた。各部材はモルタルで固定し、目地表面は色粉を混ぜて土

風に仕上げた。

　整備に用いる瓦は、Ａ～Ｄの 4 種類に宇瓦を加えた計 5 種類を製作した（135 頁参照）。小型コンクリー

ト構造物の表面に積上げることを前提に、控え（奥行き）の寸法は全て短く 12 ㎝に統一し、幅を 15 ㎝、20

㎝、25 ㎝、30 ㎝と変えて製作した。塼及び瓦には三州瓦の特注品を製作して用いた。出土遺物の色合いと

出土割合を参考に「黒系、濃茶系、薄茶系」の３系統を、各々「2：1：1」の割合で制作し、まだら模様に

配置した。

　遺物の完形塼の寸法は 165 ㎜× 280 ㎜× 57 ㎜と矩形を成してお

り、この 57 ㎜の厚さを焼成するには、現在のガス窯による瓦焼きの

技術では内部まで火が通らずに生焼けとなる恐れがあった。そのた

め、製作する塼は外周縁の厚さを 57 ㎜確保しながら内部を箱抜きし、

基本的な厚さを30㎜に設定した。３色の違いを出すには苦労を要し、

試行錯誤を繰り返し製作を進めた（写真 40）。

　瓦積み基壇上部に塼を設置する際には、空洞部にモルタルを充填

しながら固定した。

３．講堂基壇整備工事

写真 40　講堂瓦・塼の製作途中品
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　地覆塼もコンクリート構造物表面の仕上げとして用いることから、50 ㎜× 280 ㎜× 30 ㎜の細長い形状で

製作し、瓦積み基壇の最下部に設置した（写真 41）。

　平成 26 年度は前年度工事に引き続き西辺の瓦積基壇外装約 22.3m の復元整備を行った。西辺の積瓦につ

いては、友好都市（施工当時は文化財を通じた交流・連携事業）である埼玉県比企郡鳩山町民ボランティア

並びに国分寺市民ボランティアの方々が体験学習で製作した瓦を用いて整備した。また、整備工事の際には

瓦の製作に関わった方々に現地の瓦積基壇整備にも加わっていただいた（写真 42- ②）。

　基壇外装上面塼は、前年度工事において既に製作し現地に搬入も完了しておりこれを用いた。

◆焼成塼の設置後の不具合（平成 25 年度施工範囲）

　施工後、最初に迎えた冬場から凍害によって表面の剥離やひび割れが生じ始めた（写真 43）。これらの要

因は、工事発注時期がずれ込み製作期間が短くなったことにより、塼の焼成前の乾燥が十分行えなかったこ

とが影響したと推測された。また、製作した塼の各色は、遺物の色や質感の再現を目指して窯内の温度や酸

写真 41　講堂瓦積基壇の施工

写真 42　ボランティアによる瓦の製作及び瓦積み体験

写真 43　基壇上面塼の損傷状況

①学芸員による瓦の試し積み ②委員会の現地視察 ③上面塼の設置

①ボランティアによる製作瓦 ②ボランティアによる瓦積み体験 ③瓦積みと上面塼の据付け

①平成 27 年 12 月時点 ( 施工後 1 年 8 か月経過 ) ②平成 30 年 10 月時点 ( 施工後 4 年 6 か月経過 ) ③平成 31 年 1 月時点 ( 施工後 4 年 9 か月経過 )
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素吸入量等の微調整を繰り返しながら焼成を進めた。結果的に焼のあまい瓦となったことは、焼成後の塼の

寸法にもあらわれ色の違いによって収縮率にもばらつきが生じたと思われる。その意味では往時の焼成に近

いといえたが、表面の剥離やひび割れ等の要因とも考えられた。

　平成 26 年度の西面の基壇外装上面に用いた塼は、前年度工事において既に製作し現地に材料の搬入も完

了しており、これを使用した。前年度同様に、塼に剥離やひび割れの生じる懸念は拭えなかったが、施工会

社の協力を得て、レンガ等の材料保護に使用される白華・凍結抑制効果の有するアクリル樹脂系浸透性プラ

イマーを用いた。塼内部に水やセメント成分が染み込まないように、一旦この液体の中を潜らせて表面をコー

ティングした後に、瓦積基壇上面にモルタルで固定した。施工直後も表面の質感に変化は見られず、焼成塼

の風合いを損なうことはなく、施工後５年を経ても良好な状態が保たれている。

◆東面の出土瓦積基壇（東面中央部 1.0m 範囲）

　瓦積み基壇外装の整備にあたり、東面の中央部 1.0m の範囲に発掘調査で出土した遺物瓦を用いた。講堂

北階段付近の発掘調査による遺構検出写真に倣い瓦積基壇外装を再現した。整備に用いる遺物瓦には全て番

号付けと情報を記録保存したうえで用いた。瓦は一旦屋内で試し積みを行い、遺構検出状況に近づけるため

に立面図に番号を付して詳細図を作成しておき、施工の際には図面をもとに丁寧にその位置に積み重ねた（第

42 図・写真 44）。また、これらの遺物瓦については、珪酸系強化剤にドブ浸けして強化処理を施し、十分乾

燥させた後に現地に設置した。
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凹  面 凸  面

1 女瓦 (12.1) - (11.6) 2.3 14×15
縄目
L8本

494 650 174 表土　10区

2 女瓦 (13.9) - (12.1) 1.7 22×16
縄目
L10本

466 650 174 表土　10区

3 女瓦 (16.5) - (18.2) 2.6 18×17
縄目
L9本

1,294 642 203 埋め戻し土（旧調査）

4 女瓦 (14.7) - (18.6) 1.7 25×30
縄目
L8本

814 650 172 表土

5 女瓦 - (19.5) (17.3) 1.7 20×18
縄目
L10本

1,010 650 018 表土

6 女瓦 (16.0) - (15.4) 1.5 18×18
縄目
R13本

700 650 174 表土　10区

7 女瓦 (14.3) - (15.0) 2.1 28×25
縄目
L15本

731 650 28 表土

8 女瓦 (14.9) - (19.1) 2.0 17×16 平行叩き 935 650 131 表土　8区東トレ

9 女瓦 (15.3) - (17.5) 2.0 17×20
縄目
L12本

836 650 174 表土　10区

10 女瓦 (15.1) - (17.8) 3.3 ((21×21)）
縄目
L7本

1,506 650 172 表土

11 女瓦 (17.0) - (10.5) 1.9 20×25
縄目
L7本

573 650 174 表土　10区

12 女瓦 (16.6) - (14.7) 2.2 18×21
縄目
L12本

967 650 018 表土

13 女瓦 (12.7) - (12.0) 1.7 24×23
縄目
L8本

433 650 179 表土　10区

14 女瓦 (12.0) - (15.6) 2.0 28×22
縄目
L14本

590 650 173 表土

15 女瓦 (13.0) - (13.2) 1.8 28×26
縄目
R10本

525 650 174 表土　10区

16 女瓦 (9.3) - (14.2) 3.3 ((18×18))
縄目
R15本

627 650 172 表土

17 女瓦 (11.3) - (12.3) 2.6 18×16
縄目
R13本

682 650 177 表土　10区

18 女瓦 (10.9) - (14.4) 2.3 ((18×18))
縄目
L11本

619 650 018 表土

19 女瓦 (8.8) - (15.7) 2.3 13×21
縄目
L6本

576 650 182 表土　8区

20 女瓦 (13.2) - (19.4) 2.0 16×21
縄目
L11本

791 650 174 表土　10区

番号 種別
厚み

重量(g)
寸　　法(cm)

狭端 広端 全長 布目 タタキ
調査次数 出土位置

凹  面 凸  面

21 女瓦 (17.4) - (17.0) 3.0 10×13
縄目
L6本

1,198 650 175 表土　10区

22 女瓦 - (10.8) (11.0) 1.8 21×17 正格子 426 650 018 表土

23 女瓦 - (14.4) (13.9) 1.8 18×19
縄目
L10本

684 650 018 表土

24 女瓦 (12.5) - (9.6) 1.9 19×18
縄目
L9本

374 650 181 表土　10区

25 女瓦 (13.0) - (17.8) 1.9 22×21
縄目
L7本

873 650 131 表土　8区東トレ

26 女瓦 - (12.5) (11.1) 1.9 15×19
縄目
L10本

409 650 大182 表土　8区

27 女瓦 (16.55) - (11.7) 2.25 15×14 正格子 624 650 174 表土　10区

28 女瓦 (14.0) - (17.9) 2.1 21×21
縄目
L8本

936 650 116 表土　7区ベルト西

29 女瓦 (9.3) - (12.0) 2.15 19×14
縄目
R5本

381 650 174 表土　10区

30 宇瓦
上弦弧幅
(13.2)

(14.0) 4.5 943 642 043 埋め戻し土（旧調査）

31 男瓦 - (5.3) (10.5) 2.2 - - 320 650 174 表土　10区

32 女瓦 (15.7) - (17.0) 2.1 26×27
縄目
L9本

1,016 650 018 表土

33 女瓦 - (22.0) (12.25) 2.4 ((27×30))
縄目
L9本

882 650 172 表土

34 男瓦 - (7.8) (9.0) 1.85 36×29 - 250 650 174 表土　10区

35 女瓦 - (14.0) (16.1) 3.5 17×16
縄目
L5本

1,394 650 174 表土　10区

36 女瓦 (16.0) - (19.3) 2.0 30×27
縄目
L9本

866 650 018 表土

37 女瓦 (12.1) - (9.0) 2.05 13×15 - 359 650 172 表土

38 女瓦 (12.1) - (17.5) 1.9 15×16
縄目
L10本

748 650 174 表土　10区

39 女瓦 (11.7) - (13.2) 2.1 17×17
縄目
L9本

580 650 182 表土　8区

40 女瓦 (15.0) - (11.2) 2.5 ((18×24))
縄目
R9本

686 642 204 埋め戻し土（旧調査）

番号 種別
寸　　法(cm)

重量(g) 調査次数 出土位置
狭端 広端 全長 厚み 布目 タタキ

凹  面 凸  面

41 女瓦 - (8.6) (19.0) 1.9 ((17×14))
縄目
L11本

619 650 175 表土　10区

42 女瓦 (18.7) - (18.2) 3.02 14×14 - 1,264 650 174 表土　10区

43 女瓦 (16.0) - (17.0) 2.3 18×18
縄目
L10本

873 650 175 表土　10区

44 女瓦 (11.3) - (12.65) 2.05 20×21
縄目
L9本

537 650 174 表土　10区

45 女瓦 (12.2) - (9.75) 2.6 18×18
縄目
L6本

474 650 182 表土　8区

46 女瓦 - (15.0) (9.6) 2.5 ((27×27))
縄目
L12本

577 650 018 表土

47 女瓦 (15.6) - (13.0) 2.6 17×20
縄目
L8本

789 650 018 表土

48 女瓦 (14.5) - (15.3) 2.0 18×18
縄目
L11本

724 650 174 表土　10区

49 女瓦 (12.0) - (19.4) 2.5 16×22
縄目
L11本

884 642 203 埋め戻し土（旧調査）

50 女瓦 (15.5) - (18.8) 1.7 23×26
縄目
L9本

654 642 204 埋め戻し土（旧調査）

51 女瓦 (14.5) - (16.9) 2.6 18×19
縄目
L6本

721 650 174 表土　10区

53 女瓦 - (12.0) (13.45) 1.45 17×16
縄目
L10本

487 650 174 表土　10区

54 女瓦 (13.0) - (11.5) 1.8 19×16
縄目
L7本

352 650 018 表土

55 女瓦 (8.3) - (4.9) 1.7 ((18×15)) 正格子 162 650 131 表土　8区東トレ

56 女瓦 (14.3) - (19.0) 2.2 ((18×12))
縄目
L7本

1,242 650 174 表土　10区

57 女瓦 - (17.9) (14.5) 2.5 17×18
縄目
L10本

942 650 018 表土

59 女瓦 - (18.0) (15.0) 1.7 29×28
縄目
L14本

834 650 018 表土

60 女瓦 - (14.0) (14.1) 2.45 20×21
縄目
L8本

696 650 182 表土　8区

調査次数 出土位置
狭端 広端 全長 厚み 布目 タタキ

番号 種別
寸　　法(cm)

重量(g)

※凡例(  )内現存、((  ))内復元、※凡例(  )内現存、((  ))内復元、※凡例(  )内現存、((  ))内復元、

法量計測位置(目安)

※出土瓦は完形ではない

東京都国分寺市光町１－３３－５

鈴　木　造　園　株　式　会　社

代表取締役　鈴木　秀男

竣工図

狭端

全
長

凹面

広端

厚

国分寺市西元町2丁目地内

史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)
第一期整備工事〔中枢地区〕第一工区その3

遺構表示詳細図(2)

図示

施工箇所

工 事 名

図
面
名
称

遺構表示詳細図(2)
縮

尺

図　示

図面番号

15

20

出土瓦(支給品)配置図（S≒1：2)

出土瓦(支給品)

法量等一覧

作成年月日 平成 26 年 3 月

第 42 図　出土瓦の配置立面図

写真 44　出土瓦の試し積み

①正面から

②正面斜め上から ③左背面から
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　現地の整備工事では、遺物が損傷することのないようにコンクリート構造物の瓦積スペースを確保すると

ともに、天端にステンレス製鋼板を据えて保護し上部荷重を分散させるよう配慮した。

　また、瓦積みの目地には、粘性土

に現地土を加えたうえで、消石灰と

珪砂、水性アクリル樹脂を練り込ん

だ擬土を用いて瓦を固定した（写真

45）。

　基壇の左右両側の焼成した復元瓦

積み基壇との連続性に配慮して、不

自然な繋がりにならないように丁寧

に施工を行った。

② 基壇上面整備

　現況の基壇上面の盛土を除去し、

整備計画高まで下げた。基壇上面は

昭和 46 ～ 49 年の整備以降、長い間

芝生の空間として市民に親しまれて

きた。整備後も継続して芝生地とし

て利用できるように野芝のベタ張を

行った（写真 46）。

③ 礎石

　講堂基壇上に残存している礎石については、整備後も市民が直接触れて親しむことができるように、現状

を踏襲して地面に表出させた。基壇上の原物の礎石 6石はすべてそのままの状態で存置した。

　礎石 6石のうち 1石（A1-2・B2-2）は割れており、わずかに移動している可能性があったが、工事の表土

鋤取り前には地中に埋没した状態であったこと、整備後も基壇表面に現れることは無く埋没した状態に留ま

ることを踏まえ、現状を変えることなく砂を上面に敷均して養生し、基壇の遺構保護盛土内に納めた（写真

47- ②）。

　既に礎石が存在していない礎石据え付け痕跡の位置 30 箇所と埋没する礎石 1 箇所の計 31 箇所には、講

堂建物の柱間を推定復元したうえで新補石を据えて礎石を表示した。新補石は灰色系の安山岩を径 60 ㎝の

正円形に加工し、中央部を厚く周辺

部を薄くして礎石の柱が据えられる

部分が顔を出しているよう表現しつ

つ、表面にはコブ出し仕上げを施し

てあきらかに新補石と判別できるよ

うに表現した（写真 47- ②）。

写真 45　出土瓦を用いた瓦積基壇外装の施工

写真 47　基壇上面の礎石

写真 46　基壇上面の施工

①擬土を用いた瓦積作業 ②瓦積完了状況

①基壇上面土砂鋤取り ②基壇上面張芝作業

①砂で養生した後に埋戻した礎石 (A1-2・B2-2) ②新補礎石の据付
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④ 建物範囲

　外周の礎石の間を繋ぐように面取り煉瓦を二列に並べ講堂建物範

囲を示した。煉瓦は黒茶系の色合いで、210 ㎜× 100 ㎜× 60 ㎜、片

側面取り r=30mm の製品を用いた（写真 48）。

⑤ 石階段

　基壇の中央南及び北双方に自然石による階段を設置した。発掘調

査では南階段及び北階段の遺構は検出されなかったが、階段構築土

の残存状況及び階段部材の可能性のある河原石が周辺に点在してい

たことを踏まえ、保存整備委員会の指導を受け河原石階段を整備した。階段は発掘調査で検出された階段構

築土範囲や金堂北階段幅等をもとに、南階段の東西方向の幅は中央間１間分の約 5.90m（19.9 尺）、北階段

は約 4.144m（14 尺）とし、南北方向の長さについては南階段・北階段共に約 1.05m（約 3.5 尺）と設定した。

再建時基壇の高さは約 85 ㎝～ 1.2m と推定されたが、整備では基壇外装等の遺構保護の観点から基壇の高さ

は低く表現せざるを得ず、踏面の幅は約 35 ㎝蹴上の高さは約 10cm で整備を行った。　

　なお、　踏石はストックヤードに保管している石材の中から、15cm × 15cm 内外、厚さ 85 ㎜内外の平石を

標準としながら、踏石に適する扱いやすい石材を選別して適宜用いた（写真 49、135 頁参照）。

⑥ 基壇外装外側の張芝

　基本設計の段階では、建物基壇周りに設けられるべき要素である雨落ち施設については、その存在を意識

できる程度に、明確な縁石は設けずに玉石を敷きならべて表示する

ことを想定していた。しかし、金堂の雨落ち石敷き遺構とは様相が

異なり、明確な雨落ち遺構は検出されていないことから、保存整備

委員会の指導を受けて実施設計時点で見直しを行い、最終的に整備

では表示をとりやめた。

　基壇外装の外側が表土を漉き取った状態のままでは地表面が露出

することから、降雨時の土砂流出を抑えるように、基壇外装外側の

幅 1m の範囲には野芝をベタ張した（写真 50）。

写真 49　階段部の施工

写真 50　基壇外装外側の張芝

写真 48　建物範囲表示煉瓦の設置

①南階段踏石設置 ②北階段踏石設置 ③北階段設置完了
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（１）中門跡整備工事

　中門跡については、第二期整備で建造物の復元整備を見据えていることから、第一期整備では平面表示を

基本とした整備を行った。なお、基本設計後も整備工事実施に至る間に保存整備委員会や専門委員の指導・

助言を仰ぎながら、基壇表示範囲や中門外周溝範囲の表示、八脚門の平面的な建物形状を表現すること等の

詳細な検討を進めた結果を実施設計に反映し、整備工事へと繋げた。

① 基壇整備

　基本設計の段階では、現存する同時期の建造物である法隆寺東大門や復元整備の先行事例の規模等を参考

に整備案を作成した。基壇の平面規模は、東西 5間約 12.73m（43 尺）×南北 4間約 9.18m（31 尺）と設定し、

中門建物規模は、東西 3間約 9.47m（32 尺）×南北 2間約 5.92m（20 尺）と設定した。

　その後、実施設計段階では基壇周囲の溝遺構の解釈など基壇範囲の再検討を加えた結果、基壇の平面規模

を東西 5間約 14.93m（約 50.4 尺）×南北 4間約 9.88m（約 33.4 尺）と確定した。中門建物の推定規模は基

本設計時点と変わらず、東西 3間約 9.47m（32 尺）×南北 2間約 5.92m（20 尺）とした。これらの復元考察

に基づき設計を行い、基壇の範囲及び建物範囲を現地の保護盛土された遺構直上に表示した。

　基壇範囲の表示には、透水性高炉スラグ舗装のライトブラウン色を用いて歩行者対応の仕様に準じて厚さ

5㎝で舗装した。下層には再生砕石路盤 RC-40 ～ 0 を 10 ㎝厚にて敷均しを行った。

　中門の東側を南北に走る現道（市道南 3号線）の範囲においても、中門及び中枢部区画施設の平面表示の

可能性を探ったが、整備工事を実施するまでに関係機関との協議を整えることはできず、道路舗装面での遺

構表示は実現しなかった。

② 礎石

　発掘調査に基づく礎石据付跡の壺地業位置に礎石の表示を行った。直径 60 ㎝、厚さ 10cm のコンクリート

を充填した後に、表面を刷毛引き仕上げしたものを礎石に見立てて 11 箇所設置した（写真 51）。この内 2

箇所は市道との境界部に接しており、境界縁石の制約を受けることによって半円から三日月程度の部分的な

表現にとどまったが、可能な限り表現することに努めた。また、この他北東隅の 1箇所は市道路面上に位置

しており、表示はできなかった。

③ 建物範囲

　八脚門の壁位置を繋ぐように煉瓦を一列に並べ、正面中央を扉とする三間一戸の門を表示した。中央の門

扉は開かれ内部に入ることを想定し、表示は行っていない。煉瓦は黒茶系とし、製品寸法 230 ㎜× 115 ㎜×

60 ㎜を用い、基礎砕石の上にモルタルを用いて固定した。　　　　

④ 中門跡外周溝

　基壇外周部には地割もしくは雨落ちと考えられる溝が検出されており、保存整備委員会及び専門委員の指

導を踏まえ、中門外周溝の範囲を約 3 尺（約 0.89m）の幅で表示を行った。高炉スラグ舗装のグレー色を用

いて表示を行い、舗装構成は表層の高炉スラグ舗装厚 5㎝、再生砕石路盤 RC-40 ～ 0、10 ㎝厚を確保した。

⑤ 参道

　中門跡南側に接する参道表示を行った。遺構情報を基に幅 3 尺（約 0.89m）で南北の延長約 3.9m の範囲

を表示した。高炉スラグ舗装のソフトレッド色を用いて表示を行い、舗装構成は表層の高炉スラグ舗装厚

5cm、再生砕石路盤 RC-40 ～ 0、10 ㎝厚を確保した。

４．中門・伽藍中枢部区画施設表示工事
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（２）中枢部区画施設整備工事

　中門の東西にとりつく中枢部区画施設（築地塀および溝遺構）を平面表示した。基本設計検討をもとに保

存整備委員会及び専門委員の指導を踏まえ、築地塀や築地塀内側の溝、築地塀外側の溝並びに中枢部区画溝

を平面表示した。

　平成 28 年度は中門西側範囲の整備を行った（写真 52- ①）。築地塀はイエロー色で幅約 3 尺（約 1.78m）、

溝は全てサンドベージュ色で統一し、築地塀内側の溝は幅約2.7尺（約0.8m）、築地塀外側の溝は幅約17尺（約

5.03m）、中枢部区画溝は幅約 8.4 尺（約 2.49m）とした。但し、中枢部区画溝は南側隣接地の公有化に至っ

ておらず南北幅は約 1.1m の表示に留めた。

　舗装構成は歩行者対応の規格に基づき、表層の高炉スラグ舗装厚 5 ㎝、再生砕石路盤 RC-40 ～ 0、厚 10

㎝を確保した。

　令和元年度には中門東側範囲を対象に実施した（写真 52- ②）。発掘調査の遺構情報を踏まえながら、伽

藍中軸線を対称に平成 28 年度に整備した中門西側中枢部区画施設を反転して平面表示を行った。各遺構の

表示幅や表示色については整備済範囲と同寸法・同仕様とし、中枢部区画溝は南北幅約 8.4 尺（約 2.49m）

を全て表示した。

　なお、当該年度の整備範囲は、市道南 3号線を挟んだ西側範囲と舗装構成を若干変更した。基本的には歩

行者対応の仕様に準じながら、南北方向への史跡利用者の往来が比較的多くなることや雨水の滞留も西側に

比べて多くなると想定できたことから、表層の高炉スラグ舗装厚を 7㎝、路盤は切込砕石 C-40 ～ 0、厚 10 ㎝、

下層のフィルター層（土工用水砕スラグ）厚 10 ㎝を確保した。

写真 51　中門跡の遺構表示

写真 52　中枢部区画施設の遺構表示

①基礎砕石の敷均し ②礎石表示と縁石 ③基壇表示の舗装作業

①中門西側範囲の砕石路盤敷均しと型枠 ②中門東範囲の砕石路盤敷均しと型枠 ③中門東範囲の舗装完了
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　鐘楼跡の遺構表示については、基本設計後、平成 23 年度に発掘調査を進め、調査で得られた知見をもとに、

保存整備委員会による指導・助言を仰ぎながら実施設計における詳細検討を行い整備した。

① 基壇整備

　発掘調査成果に基づく保存整備委員会の指導を踏まえ、実施設計において基壇範囲の再検討を行い、基壇

の平面規模を東西 4 間約 11.426m（約 38.6 尺）×南北 5 間約 14.682m（約 49.6 尺）と設定し、保護盛土層

を確保したうえで遺構直上に平面的に範囲を表示した。また、南北の主軸方向は伽藍中軸線より約 1° 60′

西編しておりこれを表示した。

　基壇の範囲には、透水性高炉スラグ舗装のライトブラウン色を用いて、歩行者対応の厚さ 5㎝で舗装した。

下層には、再生砕石路盤 RC-40 ～ 0 を厚 10 ㎝にて敷均しを行った。

② 礎石

　原物の礎石 1 石は現状のまま

表出させた。基壇表示舗装工事

の際には礎石の周りに薄い木板

材を設置して養生し、舗装止め

とした。舗装面の硬化後に取り

外し隙間に山砂を充填した（写

真 53- ②）。

　発掘調査に基づく礎石据え付

け痕跡の位置 11 箇所には、中門

跡の表示同様に径 60 ㎝、厚さ 10

㎝のコンクリートを充填した後

に、表面に刷毛引き仕上げを行っ

た（写真 53- ③ )。

③ 建物範囲

　鐘楼建物の推定規模、東西 2

間約 5.92m（20 尺）×南北 3 間

約 9.176m（31 尺）の大きさを表

現した。

　外周の礎石の間を繋ぐように

煉瓦を一列に並べ鐘楼建物範囲

を示した。煉瓦は黒茶系の色合

いで、230 ㎜× 115 ㎜× 60 ㎜の

製品を用いた（写真 53- ⑥）。

５．鐘楼表示工事

写真 53　鐘楼の遺構表示

①委員会の現地視察 ②原物礎石の保護

③礎石表示の刷毛引き仕上げ ④砕石路盤の敷均し

⑤舗装材混合作業 ⑥基壇表示の舗装作業
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（１）遺構保護造成

　堂間通路を含む、金堂と講堂の間の範囲の掘削および盛土を行った。金堂北階段付近や講堂南階段付近で

は、堂間通路整備に必要な範囲で現況の表土を漉き取った。堂間通路の中央付近では既存のソメイヨシノや

エノキが生育しており、根元周辺を避けて盛土を行った。盛土には現地発生土及び購入土を用いた。

（２）堂間通路整備

　発掘調査に基づき、南北に並行して走る 4本の石列及び瓦片・礫片を敷き詰めた堂間通路の整備を行った。

両外側の石列で挟まれる通路の全幅は約 4.14m（約 14 尺）、中央の石列幅は約 1.48m（約 5尺）、両側の各石

列幅を約 1.33m（約 4.5 尺）を玉石により整備した。また、石列で挟まれた範囲の内、中央通路範囲は比較

的小さな瓦片と礫を混在させて敷き、両側範囲は比較的大きい瓦片を敷き詰めた。

　基本設計策定時には中軸線の視線の抜けの確保と堂間通路遺構上に位置している大木の根による遺構への

影響を踏まえ、西側のエノキ 1本を伐採対象と考えていた。実施設計ではその後の発掘調査や保存整備委員

会の指導及び市民説明会での要望等に基づき、史跡内の緑陰確保や地域住民に親しみを持たれている樹木で

あり、樹木と共存する整備を目指して伐採をせずに通路遺構の整備を行うものとした。設計途中、金堂方向

６．堂間通路整備工事

【当初設計の表示範囲】 【変更設計の表示範囲】

【堂間通路の仕上げｲﾒｰｼﾞ】

〔左：内側石列に挟まれた範囲の路面〕
〔右：内側と外側の石列に挟まれた範囲の路面〕

■ 堂間通路 表示範囲の拡大検討図(案)

講堂基壇

金堂基壇

講堂基壇

金堂基壇

変更点：高木3本の周辺地盤を窪み地形を20㎝程盛土することによって、
堂間通路の整備高を20㎝程高くする。これにより、金堂から講堂に向かう
堂間通路の縦断勾配を中央で窪ませることなく、北下がりの勾配として整
備することができると同時に堂間通路の表示範囲を広げ、通路中央では連
続した堂間通路の表示が可能となる。

凡　例

堂間通路(瓦片敷)

堂間通路(礫・瓦片敷)

堂間通路(石列)

金堂・講堂基壇外装

金堂・講堂石階段

金堂雨落石敷

高木

(葉張・地表面根範囲)

【当初設計の表示範囲】 【変更設計の表示範囲】

【堂間通路の仕上げｲﾒｰｼﾞ】

〔左：内側石列に挟まれた範囲の路面〕
〔右：内側と外側の石列に挟まれた範囲の路面〕

■ 堂間通路 表示範囲の拡大検討図(案)

講堂基壇

金堂基壇

講堂基壇

金堂基壇

変更点：高木3本の周辺地盤を窪み地形を20㎝程盛土することによって、
堂間通路の整備高を20㎝程高くする。これにより、金堂から講堂に向かう
堂間通路の縦断勾配を中央で窪ませることなく、北下がりの勾配として整
備することができると同時に堂間通路の表示範囲を広げ、通路中央では連
続した堂間通路の表示が可能となる。

凡　例

堂間通路(瓦片敷)

堂間通路(礫・瓦片敷)

堂間通路(石列)

金堂・講堂基壇外装

金堂・講堂石階段

金堂雨落石敷

高木

(葉張・地表面根範囲)

第 43 図　堂間通路の整備範囲と高木存置の検討

高木３本存置した場合 高木２本存置した場合

現況地盤高を踏襲した場合 盛土厚さを 20㎝程確保して整備した場合
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から講堂に向けて表示される堂間通路がどのように見えるか現況写真と合成して検討等を行い、最終的に 3

本全て残し整備を進めた（第 43 図左）。なお、施工中には各樹木の根の広がりと整備盛土の範囲・高さを調

整しつつ、堂間通路の連続性が最大限確保できるように設計変更を行いながら整備を行った。

① 石列整備

　検出された遺構情報に基づき、中央 2 列の石列には径 10 ～ 15cm

内外の玉石を用いて長軸を南北方向に向けて小端立てて据えた（写

真 54- ①）。また、両外側の 2 列の石列は径 15 ～ 20cm 内外の玉石を

用いて平坦面を上方向に向けて据えつけた。ストックしておいた石

材を用いて工事を進めていたが、ストック石材の寸法や形状にバラ

ツキが目立ってきたことを踏まえ、富士川産の河原石を購入して補

充した。

　石列の玉石はモルタルを用いて固定した。

② 堂間通路中央の瓦片・礫片敷き

　検出された遺構情報に基づき、整備工事の際に攪乱された堆積表

土中から出土した遺物瓦を用いて敷き詰めた。中央の範囲は小さい

瓦片と礫片が無作為に混ざりあっていたことから、これを再現した。

大きさは 3～ 4㎝内外の瓦片を目安に選別して用いた

　瓦片及び礫片は透水性まさ土舗装材を用いて固定した。

③ 堂間通路両側の瓦片敷き

　通路中央の瓦片・礫片敷き範囲同様に整備工事の際に攪乱された

堆積表土中から出土した遺物瓦を用いて敷き並べた（写真 54- ③）。

遺構の検出状況では中央部の通路範囲よりも両側の通路範囲の方が

比較的大きい瓦片が用いられていたことから、遺構情報に倣って 10

～ 15 ㎝内外の大きさの瓦片を用いた。また、講堂寄りの北西 2 箇所

の範囲には、鳩山町民ボランティアの方々が体験学習で製作した際に

発生した瓦片を譲り受け、これらを用いて整備を行った。

　瓦片は透水性まさ土舗装材を用いて固定した。

④ 保存樹木周辺整備、その他

　堂間通路のほぼ中央付近に位置するエノキ 2 本とサクラ 1 本の根も

とには、通路整備範囲との境界部にポリエチレン製見切り材を設置

して端部を補強した（写真 54- ④）。また、根元周辺は客土したうえ

でコグマザサを植付け、マルチングを敷き均した。

　堂間通路沿いの盛土範囲のうち、通路脇の幅 1m の範囲に土砂流出

防止のために野芝のベタ張を行った。

写真 54　堂間通路の施工

①石列整備

②瓦片敷・瓦片 + 礫敷仕上げのサンプル

③瓦片敷き

④見切り材設置
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（１） 幢竿遺構（中門北）

　金堂と中門の間、中門基壇縁から北へ約 9.0m の位置に幢竿 2 基を立てて半立体的に遺構表示した。遺構

検出状況を基に中軸線の両側に径 40 ㎝、高さ 1.1m の支柱を据え付けた。遺構保護の観点から基礎の厚さは

できるだけ薄くするとともに、ステンレスプレートと鋼管支柱（φ 60.5mm、t3mm）を内側に仕込み頭部に

キャップを設けた。

　イベントの際にはキャップを外し、鋼管支柱の空洞部に径 5cm 長さ 5m 程のポールを立てて「幢」を掲げ

ることができるよう工夫した。柱表面はヤリ鉋風丸カンナ仕上げを施した。

　基礎砕石を転圧した後にコンクリート基礎を打設、硬化後にアンカーボルトを用いてベースプレートを固

定した。

（２） 幢竿遺構（金堂南）

　金堂河原石積基壇外装から南へ約 7.2m の位置に東西に 3 本並立す

る幢竿の据付痕が検出され、調査区外で未確認ではあるが市道と重

なる東端位置 1 箇所を含む計 4 本が並立する幢竿支柱と推定された。

整備では検出された同位置に 3 基の幢竿を半立体的に表示した。遺

構検出状況を基に柱径 30 ㎝とし、高さ 1.1m の支柱を据え付けた。

遺構保護の観点から基礎の厚さはできるだけ薄くし、ベースプレー

トと鋼管支柱を内側に仕込み頭部にキャップを設けた。

　イベントの際にはキャップを外し、中の鋼管支柱の空洞部に径 5cm

長さ 5m 程のポールを立てて「幢」を掲げることができるよう工夫し

た。柱表面はヤリ鉋風丸カンナ仕上げを施した。

　基礎砕石を転圧した後にコンクリート基礎を打設、硬化後にアン

カーボルトを用いてベースプレートを固定した（写真 55- ①）。

（３） 幢竿遺構（講堂南）

　発掘調査成果を踏まえ講堂の瓦積み基壇外装から南へ約 8.2 ｍ離

れた位置に、径 20cm 高さ 0.7m の幢竿支柱を東西方向に 6 基設置し

た（写真 55- ③）。金堂前面の幢竿とは仕様を変え、幢の取付は想定

せずに柱頭部の保護のために金属製のキャップを取り付けた。柱の

木材はヒノキを用い防腐含侵処理を施したうえで、表面はヤリ鉋風

丸カンナ仕上げを施した。

　基礎砕石を敷いた後に、コンクリート基礎を打設、硬化後にベー

スプレートと一体成型しておいた柱内部に仕込んだ鋼材（SUS 製□

60mm × 60mm、t2mm）をアンカーボルトで固定した。

７．幢竿支柱整備工事

写真 55　幢竿支柱の設置

①基礎コンクリート設置（金堂南側）

②幛竿支柱の積み下ろし

③講堂基壇南側の幛竿支柱
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　史跡の案内及び各遺構の説明を行うための解説板を設置した。武蔵国分尼寺の整備工事で設置した解説板

の現状の傷みを考慮し、平成 22 年度に旧第四小学校跡地の東山道武蔵路の整備で設置した解説板と同様に、

アルミ押出形材を用いた（写真 56）。再生砕石基礎及びコンクリート基礎を設置後、ケミカルアンカーを用

いて解説板本体の架台を固定した。各解説板の機能や記載情報量等に応じて、次のような仕様に設定した。

（１）大型案内板

　北東主入口広場の階段を上った講堂基壇北東の位置に史跡全体の案内板を設置した。お鷹の道湧水園や現

国分寺から中枢地区に向かう動線上に位置することを踏まえ、北側背面には武蔵国分寺跡の名称を記した。

・対象遺構：史跡全体の案内

・規格寸法：（架台）　幅 1.71m ×高さ 2.1m、（板面）横 1.49m ×縦 1.09m　　　

（２） 解説板（大・中・小）

　中枢部の主要遺構の発掘調査情報の提供や遺構の性格・復元考察、整備の考え方等の解説を行った。情報

量の多寡等により大・中・小を設けた。また、講堂西面の基壇外装整備において鳩山町民及び国分寺市民の

ボランティアによる体験学習で製作した瓦を用いたこと並びに基壇西面の瓦積み体験に加わっていただいた

こと等、市民参加による史跡整備の取組みについても記載し情報発信を行った。

表 10　解説板の概要

規格寸法 対象遺構等

(大 )  （架台）約 1.78m ×高さ 1.2m、（板面）横 1.484m ×縦 1.184m  総合解説板、金堂

(中 )  （架台）約 1.386m ×高さ 1.2m、（板面）横 1.184m ×縦 0.584m  講堂、中門、鐘楼、南辺築地塀・溝

(小 )  （架台）約 0.786m ×高さ 1.2m、（板面）横 0.584m ×縦 0.584m

  北辺築地塀・溝、礎石展示、鳩山町との

連携、堂間通路、幢竿（講堂南・金堂南）、

群馬県寄贈クロマツ

（３）名称板（埋込型）

　中枢部区画施設の平面表示の舗装部に名称板を埋め込んだ。耐久性を考慮して陶板を用いるとともに、表

面は防滑コランダム仕上げによる滑り防止対策を施した。築地塀名称板には模式図を添えて横長の仕様を用

いた。

・対象遺構：築地塀、築地塀内側の溝、築地塀外側の溝、中枢部区画溝

・規格寸法：縦 15cm ×横 30cm（横 60cm：築地塀名称板のみ）、厚 13 ㎜　　　　

（４）アーチ型サイン

　中枢部と東に隣接する薬師児童遊園との利用者の往来のために石階段を設置し、最上段内側に利用者の道

路への飛出し防止・注意喚起に加えて武蔵国分寺跡の名称表示を行った。亜鉛メッキ鋼管にダークブラウン

焼付塗装を施し、コンクリートブロックを据えて着脱可能なシリンダー錠を付けて固定した。

・対象：注意喚起、史跡名称

・規格寸法：（架台）　幅 0.676m ×高さ 0.60m、（板面）横 0.514m ×縦 0.449m（上部半円形状）

８．解説板・案内板整備工事
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写真 56　解説版・サインの設置

①総合解説板 ②総合解説板北面 ③解説板 ( 大 )

④解説板 ( 中 ) ⑤解説版 ( 小） ⑥名称板埋込型（画有）

⑦名称板埋込型（画無） ⑧アーチ型サイン（東面） ⑨アーチ型サイン（西面）
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（１）石垣解体撤去工事・構造物撤去工事

① 北方石垣解体工事

　講堂北側の市道沿いに設置されている間知石石垣の上部範囲を対象に解体撤去を行った。この石垣は昭和

46 ～ 49 年にかけて実施した整備工事において、伽藍中枢部から北側道路の存在を隠すために設けられた間

知石の石積で、積石は面の大きさ 20 ㎝～ 35 ㎝内外、控え 40 ㎝内外のグレー系色の安山岩（新小松石）が

用いられていた。

　第一期整備では、伽藍中枢部区画施設の繋がりや北方・推定中院地区など武蔵国分僧寺の寺域が中枢地区

の周囲に広がっていることを踏まえ、伽藍中枢地区と周囲の空間との連続性を体感できるように、石垣の上

部を解体撤去して石積の高さを下げた。平成 23 ～ 24 年度にかけて西側墓地近くから東端の北東主入口広場

に至る範囲の整備を行い、周辺の道路舗装面から約 0.6m ～ 1.9m 程の高さの石積を整備工事によって約 0.3m

～ 1.1m の高さまで下げた（写真 57、116 頁参照）。

　石垣の解体復旧に際して、現況地盤の掘削・埋戻しを伴う改変はできるだけ最小限の範囲に留め、既存石

垣背面の裏込め栗石を含む範囲内に納めるよう努めた。

　既存の石垣天端に笠石は据えられていなかったことから、解体・復旧に際しては天端位置の積石を加工し

て積み直すことを基本とし、積石が小さく不安定となる箇所においては 1段下の積石まで解体・加工して復

旧するよう対応した。天端石は裏込めの栗石や砕石のみで固定することは難しく、天端石の控え部にコンク

リートを打設して固定し、施工の際にはできるだけコンクリートの天端が隠れるよう配慮した。

② 北東主入口広場石垣解体工事

　北方石垣解体工事に続き、北東主入口広場周辺の石垣上部を平成

24 年度工事で、解体除去して石垣の高さを下げた。当初設計では、

北東主入口広場を広く確保できるように入口部分の石垣は下部基礎

までの除去を予定していたが、掘削工事立会いの際に北辺の築地塀

構築土の遺構を確認したことから、当初設計を変更して既存石垣上

部までの撤去に留めて遺構の保護を図った（第 44 図）。

　また、北東主入口広場北東隅の背丈の低い 2段積石垣については、

北東主入口広場を広く確保して傾斜路出口の平場を確保できるよう

に、ふるさと文化財課学芸員立会いのもと撤去を行った。

９．環境整備工事

既設公園灯の基礎掘り方

既設公園灯用地下埋設管掘り方

遺物包含層(土器・瓦片含む)

粘土範囲

粘土範囲

道路際石垣裏込

写真 57　北辺石垣の解体

写真 58　築地塀検出状況

①解体前 ②現地確認 ③解体後
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第 44 図　整備工事立会い時に発見された築地塀 SX336（北東主入口部）

第 45 図　　北東主入口広場の整備平面図

当初設計 変更設計
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③ 東方石垣解体工事

　北方石垣解体工事同様に東辺石垣上部を解体除去して石垣の高さを下げた（写真 59）。中枢部と周辺道路

との高低差は南東隅から北に向かうに従い大きくなり、現況石垣の高さは約 1.3m ～ 1.7m 程度を有していた。

これらの石垣を工事によって約 0.3m ～ 0.7m 程度の高さに下げた。

　また、市道を挟み東に隣接する薬師児童遊園の入口と対を成す位置には新たに出入口を設けることとし、

史跡利用者の動線や安全性の確保に配慮して約 7.0m の範囲の石垣を全て撤去し、石垣面を 1m 程セットバッ

クさせた。そのうえで、段差部分には石階段（1.4m × 1.24m（３段））を設けて入口を確保するとともに、

階段両脇は既存石垣との接続のために解体石材を用いてあらたに石垣を設置した。

（２）樹木伐採・除根工事

① 低木伐採・除根工事

　外周の低木樹木は、石垣の天端から伽藍中枢地区内側に約 4 ～ 5m 幅の範囲に緩衝機能を持たせるよう植

栽されていた。昭和 46 ～ 49 年にかけて実施した整備では、サツキ・オオムラ・キリシマ・ウバメガシ・ヒ

イラギナンテン・ネズミモチ・クチナシ等の樹種が植えられていた。北方石垣上部及び東方石垣上部の撤去

に伴い植栽地付近の地盤面が 1m以上低くなってしまうことに加えて、植栽から 40年以上の年月を経て大きく

成長し植栽管理に手間のかかる

状況であることも考慮して全て

伐採・除根を行った（写真 60）。

　西側墓地の境界近くは緩衝機

能を保たせるために、電線管や

給水管の埋設計画位置に配慮し

ながら、植栽地の幅を現況の 4m

程度から半分の 2m 程度に狭め

るよう伐採・除根を行った。

② 高木伐採・除根工事

　現況の高木樹木のうち、講堂基壇及び基壇周辺整備に伴い支障となるサクラ 1 本を伐採・除根、ヒノキ 4

本を伐採・除根し、さらにソメイヨシノを 1本伐採したうえで既に伐採されていた 1本を含め計 2本の除根

を行った。その他、金堂西側植栽地及び金堂東方市道交差点近くのシダレザクラは生育が不良であったこと

からこれら 2本を伐採し、中門跡西側の敷地境界付近のアンズも 1本伐採を行った。なお、これら伐採対象

写真 59　東辺石垣の解体

写真 60　低木の伐採

①解体前 ②解体後（平成 27 年度） ③階段設置後（平成 26 年度）

①伐採前 ②伐採後（平成 24 年度）
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とした樹木の生育状況や伐採の

可否については、国分寺市の文

化財保護審議会委員の指導・助

言を得て行うとともに、保存整

備委員会にその旨報告を行いな

がら進めた（写真 61）。

（３）遺構保護造成工事

　当該第一期整備では金堂・講堂・鐘楼・中門等の中枢部主要遺構の整備を目指し、遺構面や遺物包含層か

ら 30cm 程度の保護層の厚さを確保することを基本とし、整備上支障となる現況土砂の除去や必要な盛土を

行い整備地盤面を整えた。往時の中枢地区地盤面は、金堂基壇外装や講堂基壇外装の基底部の高さをもとに、

西から東に向かって 0.5 ～ 0.6％程度の下り勾配を有していたと推定し、地下遺構の保護を第一義としなが

ら現況地盤の漉き取り及び盛土を行い整地した。

　中門周辺に敷き均しされていたダスト舗装範囲については、中枢区画内は芝等の草地として整備する方針

に基づき、ダスト部分を 10cm 程の厚さですき取りした後に、掘削工事で発生した現地の土を流用して敷き

均しを行った。

　令和元年度に実施した中門東範囲は、過年度に整備を行った中門周辺に倣いダスト舗装範囲を 10cm 程の

厚さですき取りしたうえで、芝張のための購入土を敷き均した。すき取ったダスト舗装の一部は中枢部区画

溝の南側に現況地盤の擦り付けに流用し、その他は令和３年度以降に南門地区の整備工事で計画しているダ

スト舗装範囲の工事に流用することを想定して中門跡東方のストックヤードに仮置きした。整備後の地形は

概ね東に向かって 0.5 ～ 0.6％程の下り勾配を有するように造成し、道路境界部の出入口や東側に隣接する

畑地との高低差に留意して違和感の無いように擦り付けた（写真 62、120 ～ 122 頁参照）。

　また、施工中は土砂運搬や資材搬入の際に運搬車両の輪荷重によって地下の遺構へ影響を与えないように

配慮するとともに、地表面の轍や雨天時の泥濘をおさえるために、鉄板やプラ敷板を地表面に敷いて養生を

行った。

写真 61　高木の伐採

写真 62　遺構保護造成の施工

①金堂北側の基壇外装周辺の造成 ②中門周辺のダスト鋤取りと整地 ③中門東範囲のダスト鋤取りと整地

①講堂北のサクラ伐採と遺構確認調査 ②伐採前のシダレザクラ（金堂東方）
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（４）園路・広場工事

① 北東主入口広場

　北方石垣や東方石垣の上部撤去と同様に、北東主入口広場を囲む既存石垣上部撤去や低い石垣撤去を行う

とともに、整備地盤高の調整に伴い石階段の一部撤去及び据え直しを行った。

　北東主入口広場や傾斜路の舗装には、史跡景観に配慮しながら地域住民の足となる自転車の一時駐輪可能

な場所の確保を想定し、遺構表示とは異なる仕様で、かつ一定の耐久性を有する自然色アスファルト舗装を

用いた。舗装構成は、表層の自然色アスファルト舗装を厚 4cm、その下に再生砕石路盤 RC-40 ～ 0 を厚 10cm

で敷設した。

　北東主入口広場を囲む南側の石垣上部解体撤去に伴い、中枢地区は外周の道路よりも地盤面が高く段差が

生じていることを踏まえ、石垣解体工事にあわせて傾斜路を設置し、車いす利用者やベビーカーを伴う家族

連れの利用に配慮した。傾斜路は「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」の基準に倣い、

縦断勾配は 4.5％内外、有効幅員 1.2m を確保、折れ曲がり部には平場を設けて通路面は北東主入口広場同

様に自然色アスファルト舗装を用いた。

　傾斜路脇には人止めを兼ねて高さ 85 ㎝の手すりを設置し、アルミ製ダークブラウン色を採用した。

　市道との境界部には舗装止めを兼ねて乗入れ用の擬石縁石を設置し、その内側の車止めには石垣の解体石

材を転用して自然石の車止めを設置した。この解体石材を用いた車止めは、設置後に近隣住民から「見えに

くく接触した車の車体に傷が付く」といった苦情が寄せられ、暫定的に反射テープの貼付けや植栽プランター

を置くなどの対応をとったが、最終的には屈曲性のあるラバー製の製品に改修を行った。この際には、舗装

仕上げ面から地中の遺構面までは僅かに 20 ㎝程の離れしか無く、基礎をできるだけ浅く、尚且つ着脱可能

なラバーポール製を採用した（写真 63）。

　また、工事中に築地塀を検出した石垣上部平場には人の立入を抑えるように木製ロープ柵を設置した（第

45 図）。

写真 63　北東主入口広場の施工

①整備前（平成 23 年度） ②整備後改良前（平成 24 年度） ③傾斜路と手すり

④発生石材を用いた車止め（平成 24 年度） ⑤反射シート設置（平成 24 年度） ⑥整備後改良後（平成 26 年度）
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② 石階段設置

　平成 23 年度は、中枢地区から北方・推定中院地区へとつながる見

学者の動線に配慮して、講堂北西付近の石垣を幅 3 ｍ程全て取り外

して階段を設置した。現況地盤をふるさと文化財課学芸員立会いの

もと床掘し、基礎砕石 RC-40 ～ 0 を敷設した後、基礎コンクリート

を打設して石階段（2.7m × 1.67m（４段）、袖石有り）を設置した（写

真 64）。同様に、平成 26 年度は中枢部と東に隣接する薬師児童遊園

との利用者の往来に配慮して、石階段（1.4m × 1.24m（３段））を設

置した（写真 65）。また、階段下の平場は透水性まさ土舗装を施し、

階段上にはサインを設置し、史跡利用者への注意喚起と武蔵国分寺

跡の名称表示を兼ねた。

　なお、これら 2 箇所の石階段の

石材は、昭和 46 ～ 49 年にかけて

講堂整備に用いられていた御影

石（グレー系色、沢入り）の切石

を再使用したものであり、発掘調

査の際に一旦取り外してストック

ヤードに保管しておき、当該整備

工事に活かした。

③ 出入口・傾斜路の設置

　金堂西側及び中門周辺の整備範

囲への出入のために、道路との境

界部の縁石を切り下げて出入口を

設けた。金堂東側では傾斜路を付

けた（写真 66）。出入口周辺では、

見学者の往来が集中し踏厚による

窪みや土砂の流出が生じないよう

に透水性まさ土舗装を行い、車止

めを設置した。車止めは北東主入

口広場で改修を行い設置した、屈

曲性のあるポール仕様ダークブラ

ウン色に合わせた。

④ 縁石設置

　発掘調査時に取り外していた一

部の道路境界部のコンクリート縁

石を復旧した。また、金堂基壇の

エノキの根もと付近は構造物を据

えるために必要な範囲の床掘を行

うことは困難な状況であったこと

から、道路境界部に丸太を設置し、

鋼製アンカーを地中に刺して固定

した（写真 67）。

写真 64　石階段（北）の設置

写真 65　石階段（東）の設置

写真 66　出入口の設置

写真 67　縁石の設置

①階段の石材据付 ②設置完了

コンクリート縁石 丸太

出入口の透水性まさ土舗装と車止め 傾斜路の砕石路盤
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（５）植栽工事

① 低木植栽

　北方石垣上部及び東方石垣上部の撤去に伴い、現況の低木樹木は西側の墓地隣接範囲を除いて全て伐採せ

ざるを得ない状況であった。そのため、周辺市街地の建物や構造物、道路舗装面等の存在を視覚的に和らげ

ることや、外周道路への飛び出しを抑止するために外周部に低木を植栽した（写真 68）。

　樹種は在来種を基本に、古代寺院の植栽に馴染む樹種として、ヤマツツジ、サツキツツジ、ドウダンツツ

ジ、アセビ等を選んだ。北東主入口広場の傾斜路脇には人止めのためにヒイラギナンテンを植栽した。低木

は各樹種ともに一定の期間を経ながら成長していくように比較的小さい規格の苗木を選び、2 本 / ㎡程度の

密度で間隔を空けて植栽を行った。

② 地被植栽

　上記低木の足元には根締めのためにフイリヤブラン及びリュウノヒゲ（49 鉢 / ㎡）を植栽した。また、

存置したエノキやサクラ等の高木根元周辺には見学者の立入を抑制するようにコグマザサ（49 鉢 / ㎡）を

植栽した。

　整備範囲において特に史跡利用者が集中し、踏圧によって裸地化することが想定される講堂基壇外周部や

堂間通路脇などの範囲は重点的に野芝を張った。また、令和元年度 (2019) に施工した中門東範囲の整備に

おいても、中枢区画施設の内側の範囲は野芝による張芝を行った。当初設計では、野芝の種子を混合した吹

付を予定していたが、施工時期が年度末にずれ込んでしまい野芝の種子吹付では発芽が難しい旨、施工者か

ら申入れを受けた。そこで野芝のベタ張りを行うように設計変更を行った（写真 69）。

　中門東範囲では、区画溝の南

側のダスト擦り付け部分を除き

施工範囲の大半を購入土が占め

たことから、土中に包含された

種子や外来種の飛来・発芽によ

り中枢区画内の地表面の植栽環

境が大きく変わる恐れが生じた

ため、これに配慮した。

③ 芝生養生マット

　管理用車両の進入や一時駐車の際に地表面を保護することを目的に芝生養生マットを敷設した。養生マッ

トは地表面との馴染みを良くするように柔らかい仕様を採用し約 30 ㎡の範囲に敷設した。

写真 68　低木植栽

写真 69　地被植栽

①北西部の植栽 ②東辺の植栽 ③傾斜路脇の植栽

①高木根元のコグマザサ植付 ②中門東範囲の張芝
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（６）管理施設工事

① 境界フェンス

　見学者が隣接する民有地の農地にみだりに立ち入らないように、

中門南側から西側境界部分の約 55.5m の区間にメッシュフェンスを

設置した。高さ 1.0m、ダークブラウン標準色の仕様を採用し、コン

クリートブロック基礎を用いた（写真 70）。

　学芸員立会いのもと床掘を進めていた際に、中門南参道付近の中

枢部区画溝の範囲に中門の礎石と推定される石材を 1 石確認した。

この礎石は、既に原位置を留めておらず、中枢部区画溝に落ち込ん

でいる状態で検出されたこと、またコンクリートブロック基礎を据

えることのできる深さより低い位置で検出されたことを踏まえて、

礎石上面に保護砂を敷き、基礎砕石を敷いたうえで当初設計通りに

ブロックを据え付けてフェンスを設置し、保存整備委員会に報告を

行った。

② 木製ロープ柵

　前述した北東主入口広場や道路交差点付近等の見学者の立入防止

のために木製ロープ柵を設置した（写真71）。木杭は径7cm、長さ1.0m、

防腐処理剤を塗布しクレモナロープ（茶色、φ 10 ㎜）で繋いだ。

③ 車止め

　北東主入口広場入口で設置したポール状の車止めを市道の出入口

に設置した。道路の幅員が狭いことからバイクの通り抜けを制する

ように 1m 間隔で設置した。遺構保護の観点から、基礎の厚さは最小

にできる製品を採用し、基礎砕石 RC-40 ～ 0 を厚 5 ㎝で敷き、その

上に基礎コンクリートを厚 15 ㎝で打設したうえで、長さ 17 ㎝の基

礎アンカーを差し込みこれに車止め本体のポールをねじ込み取り付

けた。簡単に着脱できる軽量タイプで径 8cm 高さ約 0.8m の大きさ、

車のライトが当たると塗装面全体が反射する「再帰反射塗装」のリ

サイクルゴム弾性製品を用いた（写真 72）。

④ 反射板

　金堂基壇南側を東西に通る市道南 2 号線の南東隅の屈曲部に高さ

1.0m、ダークブラウン色、ポリカーボネイト樹脂製の反射板（表裏

2 面）を設置した。地域住民から夜間の自動車通行の際に縁石や石

垣が視界に入らず、縁石や石垣に衝突してしまうといった苦情が寄

せられたことを踏まえ、道路境界の視認性を高めるように配慮した

（写真 73）。

写真 70　境界フェンスの設置

写真 71　木製ロープ柵

写真 72　車止め

写真 73　反射板
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（１）給水設備工事

　中枢部の東や南に接する市道には石綿セメント管（AP、φ 50 ㎜）が埋設されていた。東京都水道局との

協議に基づき、当該埋設管からの分岐はせずに、北東隅の交差点付近の給水本管から分岐させた。整備対象

地東側を南北に通る市道沿いに給水管を埋設して延伸し、（整備範囲へ引込んだ。量水器の設置場所を起点に

整備範囲北から西へ回すルートと、起点から南へ伸びる 2つのルートを計画し植栽地の傍を通した。分岐点

には止水弁を設置し、維持管理のための散水栓をホースによる水撒き範囲約 30m を目安に 5箇所に設置した。

　協議に基づき、本管分岐位置から量水器までは径 20 ㎜の SUS 製管を用い、敷地内の埋設管は HIVP 管径

20 ㎜を用いた。散水栓部分は長さ 1.3m を標準に径 13 ㎜を敷設した。

　管路埋設時には良質発生土にて埋戻し、途中管路上面に埋設標識シート（ダブル）を敷設し、管路の折曲

り位置には埋設標を適宜設置した。

　散水栓は 13A 鍵付で散水栓箱共に設置し、支給を受けた量水器 20A を量水器ボックス内に納めた（写真

74）。

（２）雨水排水設備工事

　史跡整備に際し、雨水排水設備の必要性等について国分寺市建設環境部下水道課と相談・協議を行った。

　市の下水道計画では、史跡指定地範囲は流域下水道区域「国分寺第 10 処理分区（南部地区）」に含まれて

いるが、下水道供用開始区域には含まれておらず、史跡内には下水道施設は未整備であった。そのため、地

表面を表流する雨水が直接外周の公道（市道）に流出することのないように、表流水を受けるための排水設

備を設置すること、さらに敷地内に貯留浸透施設を確保することなどを求められた。国指定史跡の特性上、

地下に相当規模の貯留浸透施設を設置することは困難である旨の説明を行い理解を得たうえで、史跡整備で

対応可能な方法として、石垣天端に小型のＵ形側溝を設置して集水した後、北東端部に新たに 1号人孔を設

けて集水し、本管既設 1号人孔へ接続させて下流へ放流させる設計案をもって協議を整えた。

　平成 23 年度の整備工事では、石垣解体範囲にあわせて解体石垣天端の内側にＵ形側溝を設置した。側溝

の清掃などの維持管理が容易にできるように配慮して、標準部分では溝蓋は付けずに階段付近の一部範囲に

は鋳鉄製の溝蓋を設置した。市道境界部には、地下の遺構に配慮して街渠等の構造物を設置することは避け、

舗装面との段差解消のために単粒度砕石 4号を敷きならした。

　平成 24 年度は、平成 23 年度に設置したＵ形側溝を東方向へ伸ばした。北東主入口広場を迂回し傾斜路脇

から東に導き、排水桝及び暗渠管を敷設して、北東端部の新設 1号人孔を経由して市道に埋設された本管既

設 1号人孔へ接続させた。

　平成 26 年度及び 27 年度の整備工事では、下水道計画の排水区分に則り、東方石垣の天端にＵ形側溝を敷

設して過年度に整備した北東部の排水設備へ接続するよう整備を行った（写真 75）。

10．設備工事

写真 74　給水工事

①本管引込工事 ②敷地内給水管敷設 ③散水栓・止水栓
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（３）電気設備工事

① 引込み・管路工事

　北東主入口広場の入口を広く確保したことから、既設の電気引込柱は撤去して、新たに 30m 程南へ移動し

た位置に引込柱を立てた。引込柱に受電盤を設置し、受電位置から史跡内の各照明灯へ電気を供給するよう

に電線管路やケーブルを新たに埋設した。電線管路埋設は、遺構保護のために 30 ㎝の土被りを確保するよ

う浅めに床掘し、埋設管路の上部には埋設表示シートを敷設した。また、床掘に際しては、昭和 46 ～ 49 年

の整備の際に管路を埋設した位置をできるだけ踏襲して敷設した。

　工事が複数年に跨り全ての灯具を一度に改修することができないことから、2 箇所に設置したハンドホー

ルにおいて、既存及び新設双方のケーブルを繋ぎ変えながら段階的に整備工事を進めた。

　引込柱の受電盤にはコンセントボックスを設け、イベント時などに利用可能な非常電源を確保した（写真

76）。

写真 75　雨水排水設備工事

写真 76　電気設備

① U 形側溝 ② U 形側溝蓋付 ③塩化ビニル製ドロップ桝

④暗渠管 ⑤排水桝 ⑥接続 1 号人孔

①引込柱と受電盤 ②電線管路敷設 ③ハンドホール設置
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② 照明灯

　金堂、講堂及び鐘楼周辺に設置されていた既存の照明灯 9基を同位置で改修した。改修には省エネルギー

仕様の LED 照明に改修した。照明灯基礎は、既存施設設置の際に既に削平されている範囲を踏襲して設置す

ることが遺構保護のために望ましいと考え、現状の照明灯基礎と同様に縦長い形状の径 60 ㎝、深さ 1.0m の

コンクリート基礎を採用した。

　中門周辺の範囲には既存の照明灯は無く、中央の市道沿いの電柱に防犯灯が設置されていることを踏まえ、

中門から西側の隣地境界にかけてうす暗い範囲を照らすよう照明灯を設置した。引込柱や電線管路の埋設が

不要な太陽光照明灯を 2基設置した。基礎形状は水平方向に幅を広げて薄くすることによって掘削深を浅く

し、遺構に影響を及ぼさないよう配慮した（写真 77）。

写真 77　照明灯設置

①ポール照明灯 ②太陽光照明灯

③ポール照明灯基礎 ④太陽光照明灯基礎
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第５章　総 括

　

 国史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備〔伽藍中枢地区〕保存整備事業は、平成 14 年度に策定した「新

整備基本計画」に基づいて、まずは翌年度から整備データを得るための事前遺構確認調査に着手した。その

期間は約 10 年間におよんだが、調査と並行して平成 20 年度には具体的な整備プログラムをまとめた「整

備実施計画」を別に定め、同計画で史跡地全体をゾーニング区分したエリアのうち伽藍中枢部について平

成 22・23 年度に基本設計の検討を行った。その後、整備工事は対象区域を大きく３分割して、平成 23 ～

26 年度に第一工区、27 ～ 30 年度に第二工区、令和元～２年度に中枢部周辺地区第一工区（※中門東側、同

地区の基本設計は令和元年度に検討）を順次施工してきた。金堂・講堂・中門・鐘楼等の主要建物を含む伽

藍中枢部の整備事業は、根幹となる「新整備基本計画」を定めてから、すべての工事が竣工するまで結果的

には 20 年近くもの歳月を費やしたことになった。この間、事務局を構成する市職員の入れ替わりは激しく、

担当職員も世代が交代するなかで、保存整備委員会委員の有識者メンバーの多くは変わらずに、長い期間、

推移の一部始終を見守っていただけたことは、事業の推進に果たす大きな原動力ともなった。とはいえ、ひ

とたび固めたはずの整備方針も、様々な理由から二転三転し、思うように実現に至らなかった課題もいくつ

か浮上した。

　その一つに、既存樹木の取り扱いにかかる対応が挙げられる。基本設計で伐採基準を定めたものの、実行

に移す段階で市民理解を完全には得られていない状況に直面し、基準を翻して樹木を残置しながら整備を進

めることとなった。事業推進にあたり、市民の理解を得るべく事務局側の丁寧な説明が必ずしも行き届いて

いなかった点は深く反省すべき課題でもあった。

　また、市道南２号線の振替を行い、この機会に完全な形で金堂跡の基壇整備を進めることも叶わなかった。

長期間にわたって庁内関連部署と協議・検討を進めたものの、結果的には費用対効果から断念せざるを得な

くなった。市にとって国史跡武蔵国分寺跡の整備事業は、まちづくり施策上の主要なファクターであり、所

管部署に寄せられる期待度も大きい一方で、工事を統括する技術職員の配置は常に１名で、庁内・庁外の調

整から設計・施工まで担わなければならない実情がある。史跡をとりまく環境のインフラ整備までをも取り

組むとなると、現行の体制では極めて脆弱と言わざるを得ない。当座は「整備実施計画」で謳う、史跡地内

の生活道路は現状の形を維持したままの整備プログラムを進めていく他はないが、「新整備基本計画」で定

める将来的な第二期整備で史跡地内各地の生活道路を廃止し、一部の遺構については建造物復元も視野に入

れた本格的な整備事業を手掛けるためには、実施主体が教育委員会の所管単独部署のみならず、市の組織全

体で取り組む体制の整備が必要であろう。

　そして、今後の公園の維持・管理面でも課題が出てきた。市では、史跡公有地の整備が完了した箇所を国

分寺市立歴史公園条例に基づく歴史公園として、順次、区域を定めて供用を開始しているが、史跡地全体は

令和２年度現在で東京ドーム約 3.3 個分にも匹敵する約 155,000 ㎡にもおよんでいる。周辺は多くの市民が

居住する環境で、史跡地も長年地域に溶け込んだ空間であることを鑑みて、原則的に供用する区域は時限付

きの閉鎖空間とはせずに、24 時間常時開放した公園となっているが、整備が長期間にわたる事業であるが

ため、一地区全体の工事が終わる頃には、初期に手掛けた施工の幾つかには、すでに亀裂や劣化が生じてき

ている現状が確認された。これは公園管理体制を強化しなければならない一方で、来訪者の利用マナーに委

ねられる部分も大きいといえるが、特に遺構の平面表示で用いたスラグ舗装は、一見、景観の観点からは優

れた舗装材ではあるものの、強度面では必ずしも万全ではないようだ。講堂の基壇整備で試行して制作をし

た復元塼が、製品自体の焼成の甘さから早期に劣化が見られた点も含めて、近い将来、修繕を施す必要が

ある（写真 78 ～ 81）。今次の整備では、講堂・金堂・鐘楼等の建物の礎石を保護盛土によってパックせず、

天平期の礎石原物を来訪者が体感して見学できるよう現地表示し、さらに講堂瓦積基壇東面の一部分や講堂・

金堂間の瓦敷・礫敷通路状遺構に、表土もしくは造成土中より出土した古代瓦を用いるなど、リアリティ溢
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れる趣向を凝らした施工方法が特徴的といえるが、開放空間である公園の性格上、日常管理を継続しつつも

体制の強化を図る必要があろう。

　普及・活用面では、第一期整備は基壇整備や建物の平面表示を優先し、建造物復元は第二期整備以降の課

題としているため、本来的な建物の存在を来訪者にイメージさせる手段としては、各所に設置した遺構解説

板に復元イメージ画像やイラストを掲示しているに過ぎない。史跡のガイダンス機能を持たせている武蔵国

分寺跡資料館（平成 21 年開館）では、かつて NHK 番組で武蔵国分寺が特集された際の建物復元映像を教育

目的で再利用している以外、AR・VR 等の手法を用いた遺跡の見せる化作業はまだ途上段階にあり、将来的

な課題の一つとなっている。

　武蔵国分寺跡は、大正 11 年に国史跡として指定を受けてから間もなく 100 年が経過しようとしている。

現在の指定範囲の約６割相当は大正 11 年当時に指定を受け、これによって周辺の都市化から主要伽藍の大

部分が保護されてきたことは紛れもない事実だが、遺跡本来の形状を発掘調査によって確定した上での史跡

指定範囲にはなっていない。伽藍中枢部にも未指定区域が部分的に残っている状況であり、遺跡本来の規模・

範囲と照らして指定地の歪な形状を補正する観点から、昭和 51 年以降、度重なる追加指定も図ってきてい

るが、公有化事業や追加指定の進展とともに、過去に定めた整備計画のコンセプトも流動的な要素を多分に

含んでいる。公有化・追加指定を睨みながらの史跡整備事業の推進は極めて困難で、さしずめ場当たり的と

批判されるかもしれないが、その時々の現状を見据えながら取り組んでいかざるを得ないのが現状である。

令和元年度には、伽藍中枢周辺地区の基本設計の検討を行った。そのうえで令和３年度以降は、南門地区、

北方推定中院地区、塔地区へと順次整備対象地を移動していくことになるが、伽藍中枢部での整備事業で経

験した各種事柄を踏まえて、今後の整備事業に望む必要があると思われる。

写真 78　中門平面表示のスラグ舗装亀裂・劣化

（平成 28 年度施工）

写真 79　中門遺構解説板脇の植物繁茂状況

（平成 28 年度）

写真 80　北東主入口部園路の土系舗装劣化・

植物繁茂状況（平成 24 年度施工）

写真 81　講堂基壇の復元塼劣化状況

（平成 25 年度施工）
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図版２　金堂跡解説板 (平成 30 年度 )

図版１　総合解説板 (平成 26 年度 )
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根固石

柱
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雨落石敷

掘込み
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（ 上層はローム土主体）（ 上層はローム土主体）

坪堀地業

掘込み地業・基壇・礎石据付状況模式図

金  堂  跡
　金堂は本尊仏を安置する仏殿で、塔とともに寺院を構成する重要な建

物です。武蔵国分寺の金堂は四周に廂を伴う礎石建ての建物で、桁行７

間×梁行４間の規模を有し、基壇上に本来 36個据えられていた礎石は、

現在 19個が残っています。

　建物を乗せる基壇の外装は乱石積を施し、外周に幅約１ｍの雨落石敷

が巡り、基壇南面と北面中央には石積の階段を伴います。礎石と雨落石

敷の比高差から、基壇の高さは約70～90cmあったものと想定されます。

また、北階段は建物中央の柱間１間分の幅であるのに対して、南面の階

段はその約３倍の規模を有することから、建物は南側を正面としていた

ことが判ります。

　基壇を造成するにあたっては、建物より一回り広い範囲に対して、地

面を約 1.3ｍ掘り下げ、その中はローム土・暗茶褐色土・黒色土を交互

に版築する掘込み地業を施した後、基壇も同様に版築で積み上げていま

す。さらに、個々の礎石の下部には約２ｍ四方、深さ１ｍ程の掘込みを

伴い、石と土の互層による版築で突き固めた坪掘地業を施し、根固石を

据えた直上に礎石を設置するなど、極めて堅牢な基礎地業を行っていた

様子が発掘調査で明らかになりました。

　また、建物の屋根は入母屋造もしくは寄棟造で、廂を支える礎石と雨

落石敷までの距離から、軒先の出は 16～ 17尺程度（約 4.8 ～ 5.1ｍ）

と想定され、国分寺の金堂としては全国でも最大級の規模と荘厳を誇っ

ていました。

Kondo Hall (Main Hall)
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掘込み地業と基壇の版築（基壇西辺部）

礎石据付状況（根固石・坪掘地業の版築）

 　金堂跡からは発掘調査で塼と呼ばれる古代のレンガが出土しており、基壇の

上面は塼敷仕様とし、その色合いも出土品との近似色で再現しています。また、

古代の礎石 19 個は現状を維持し、後世に持ち去られて無くなった礎石の場所

には同じ位置で円形の礎石を補充し、建物の大きさを表しました。

 　なお、発掘調査では明確な範囲を捉えられませんでしたが、基壇上面の中央

やや北寄りに桁行３間 × 梁行１間程度の須弥壇（仏壇）を復元し、上面中央

に八角形の印を３箇所、四隅に正方形の印を茶色で舗装した場所があります。

ここには、本尊である釈迦如来像と脇侍菩薩像（左：文殊菩薩、右：普賢菩薩）、

四天王像（持国天・増長天・広目天・多聞天）が安置されていた場所を明示し

ています。

・建物規模

　桁行７間：東西約 36.1ｍ（122 尺）

　梁行４間：南北約 16.6ｍ（56 尺）

・屋根構造

　四面廂建物

　（入母屋造もしくは寄棟造）

・基壇規模

　東西約 45.4ｍ× 南北約 26.2ｍ

・基壇縁外装

　河原石による乱石積基壇外装

金堂前面に幡を掲げて宗教儀礼を行っている様子（イメージ図）
作画：大塚 敦子

金堂跡の基壇復元整備について
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文 化 財 愛 護
シンボルマーク

監修：国分寺市教育委員会
2019 年 1 月寄贈

武蔵国分寺跡

正面（南）から見た武蔵国分寺の伽藍中枢部 ※武蔵国分寺推定復元模型（武蔵国分寺跡資料館所蔵）

武蔵国分寺跡伽藍配置図

概　要

　奈良時代中頃の天平 13 年（741）、聖武天皇は、仏教の力で国を安定させるために、

諸国に国分寺の建立を命じました。武蔵国（埼玉県、東京都、神奈川県の一部にあたる

地域）では、都と国府（府中市内）を結ぶ古代官道「東山道武蔵路」沿いの東に僧寺、

西に尼寺が計画的に配置されました。武蔵国分寺の創建年代は天平宝字年間（757 ～

765）頃と考えられています。

　寺院に関連する集落は、僧寺の金堂を中心に、東西 1.5 ㎞、南北 1 ㎞に及ぶ範囲に広

がっており、僧寺は寺院地、伽藍地、中枢部の三重に区画されています。現在地はその

中枢部の北側部分にあたり、中枢部には金堂（本尊を安置する建物）、講堂（経典など

の講義を行う建物）、中門（中枢部区画の中軸線上に取り付けられた門）、鐘楼（時を告

げる梵鐘を吊った建物）、経蔵（経典などの書物を収蔵する建物）、東西僧坊（僧が起居

する建物）があったと考えられています。

史跡指定

　武蔵国分寺跡は、東京府による実地調査に基づき、大正 11 年 10 月 12 日に史蹟名勝

天然紀念物法により「史蹟」に指定されました。この段階では尼寺跡の位置は不明であ

り、その後の発掘調査で尼寺跡と判明している範囲も含め一括して「史跡武蔵国分寺跡」

として指定されました。

　その後、９回追加指定が行われて史跡指定地の範囲が広がり、平成 22 年 8 月 5 日に

は、東山道武蔵路跡が附で追加指定になるとともに、指定名称が「武蔵国分寺跡 附東

山道武蔵路跡」に変更となっています。

指定種別及び名称

国指定史跡　武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡

追加指定年月日

昭和 51 年 12 月 22 日，昭和 54 年 5 月 14 日，昭和 57 年 7 月 3 日，平成 10 年 12 月 25 日

平成 14 年 12 月 19 日，平成 17 年 3 月 2 日，平成 17 年 7 月 14 日，平成 18 年 7 月 28 日，

平成 22 年 8 月 5 日（東山道武蔵路跡が附で追加指定）

指定年月日

大正 11 年 10 月 12 日

（僧寺伽藍中枢部）

平成 27 年 3 月　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課 国 分 寺 市
Kokubunji City 文 化 財 愛 護

シンボルマーク
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図版５　鐘楼跡解説板 (平成 28 年度 )

中 門 跡

東京武蔵国分寺ロータリークラブ　
創立 25 周年記念　2017 年３月寄贈　

文 化 財 愛 護
シンボルマーク

　中門は、金堂・講堂・鐘楼・経蔵といった寺院の主要建物を囲む塀の南面中央に設けられた門です。昭和

40 年と平成 17～ 19 年度の発掘調査では、礎石下部（柱位置）の壺地業を 12 個発見し、その配置から、

中央間に扉が取り付く八脚門と判明しました。また、南側に参道と思われる硬質面も確認されています。中

門の周辺は後世に削平を受け、礎石や基壇は残っていませんでしたが、門の南西・南東には礎石と思われる

大石が 9 個埋没しており、建物の四周に巡る小溝の存在から、基壇の規模を推定するに至っています。壺地

業は、深さ約１ｍの穴にローム土と黒土を交互に固く版築していますが、底面には屋根用の瓦を敷き詰めて

いました。これらの瓦は８世紀中頃の製品のため、礎石建て中門が国分寺創建期の建物であることがわかり

ます。また、この中には那珂・高麗・幡羅郡の郡名が書かれた瓦があり、中門の建設に際して同郡の協力があっ

た可能性があります。

middle gate
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中門イメージ図（南より、切妻造屋根の案）

礎石下部の壺地業（遺構全体図　部分　南から）

監修：国分寺市教育委員会

　法隆寺東大門など現存する古代の八脚門の屋

根構造は切妻造ですが、表土中から隅切瓦が 4

点出土しており、武蔵国分寺の中門は入母屋造

や寄棟造であった可能性も考えられます。また、

時期は不明ですが、ほぼ同位置で、礎石建て建

物から掘立柱建物（東西約 7.9ｍ、南北約 5.5ｍ）

へと建て替えられたことが判明しています。

©Alma©Alma

　・建物規模

　　桁行３間：東西約 9.5m（32 尺）

　　梁行２間：南北約 5.9m（20 尺）

　・建物構造

        礎石建て建物。三間一戸の八脚門

　　屋根構造は不明。入母屋造や寄棟造の可能性もあり。

 

　・基礎地業

　　壺地業 ( 約 1.5ｍ四方、深さ約 1ｍ）12 箇所。

　　下層から完形品を含む瓦を敷いた層が検出。

　・基壇規模・構造

　　基壇、階段、雨落施設は未確認だが四周に小溝を確認。

　　規模はおよそ東西 14ｍ、南北 10ｍ程度と推定。
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文 化 財 愛 護
シンボルマーク

belfry (bell tower)     

し ょ う  ろ う   あ と

　・建物規模

　　桁行３間：南北約 9.2m（31 尺）、梁行２間：東西約 5.9m（20 尺）

　・建物構造

　　楼造 （切妻造）

　・基礎地業

　　南北約 14.3ｍ、東西約 11.5ｍの総地業。基壇を含めた版築の厚さは約１ｍと推定される。

　・基壇規模・構造

　　南北約 14.3ｍ、東西約 11.5ｍ　基壇高約 50 ㎝。

　　階段、雨落施設は未確認。基壇高は南側石列と残存礎石天端の比高差から推定。
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鐘楼跡イメージ図（西より、梵鐘は三河国分寺を参考に作成）

　鐘楼は、時を告げる梵鐘を吊った建物です。古代寺院では、鐘楼と経蔵（経典を納める建物）は同じ規模で、

中軸線を挟んだ東西対称の位置に建てられるのが通例でした。武蔵国分寺跡では、東西どちらを鐘楼跡と考え

るのか、過去の研究で諸説ありましたが、昭和 40年の発掘調査時から東側の建物跡を鐘楼跡と推定しています。

鐘楼跡では、昭和 40 年と平成 22・23 年度の２回発掘調査を行っており、礎石を据え付けた痕跡が 12ヵ所で

確認されたことから、桁行 3 間、梁行２間の南北に長い礎石建て建物と判明しています。原位置を留めて残存

する礎石は１個のみで、地業を浅く掘り込み、栗石（根固石）を敷いた上に据え付けられています。また、残

存礎石の表面は、赤く変色しており、火災などで熱を受けたことが想定できます。基礎地業は、南北約 14.3ｍ、

東西約 11.5ｍ、深さ約 1ｍにおよび、ローム土と黒土を交互に版築する総地業となっています。建物南側には、

東西に並ぶ石列、瓦列が確認され、基壇外

装や基壇縁である可能性があります。また、

建物が倒壊した痕跡か、基壇周囲から多く

の瓦片が出土しています。

　建物の平面規模が法隆寺の鐘楼、経蔵と

ほぼ同じであることから、構造も法隆寺と

同様に 1 階に天井のない２階建てで西側を

正面とする「楼造」の可能性があります。
基壇版築断面（中央トレンチ北壁）左図　印　残存礎石と栗石（西から）左図　印　　
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東京武蔵国分寺ロータリークラブ　
創立 25 周年記念　2017 年３月寄贈　

監修：国分寺市教育委員会
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図版３　講堂跡解説板 (平成 26 年度 )

図版４　中門跡解説板 (平成 28 年度 )
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図版６　経蔵・西僧坊解説板 (令和 2年度 )

図版７　伽藍中枢部南辺区画施設　築地塀・溝解説板 (令和 2年度 )
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図版８　東僧坊解説板 (令和元年度 )
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図版 10　金堂・講堂間通路・幢竿遺構解説板 (平成 30 年度 )

図版９　中門・金堂間の幢竿遺構解説板 (平成 28 年度 )
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　平成23年度の発掘調査で、金堂と講堂の建物間を繋ぐ通路状の遺構が発見されました。規模は幅員約4.2ｍ、

延長約 29.5ｍで、路面は北側へ向って緩やかに低く傾斜しています。この通路は南北に４本の石列が並行して

走り、石列と石列の間には礫と瓦片を一面に敷き詰めて路盤を形成しています。通路の脇に柱穴列が無いこと

から屋根は伴わない構造で、僧侶が２棟の建物を往来するために使用されたものと考えられます。

　また、講堂基壇の南側には、通路を挟んで約６ｍごとの間隔をおいて東西に３基ずつ、計６本の幢竿遺構が

確認されました。柱穴の掘り方は約１ｍ四方の方形を呈し、深さは 90cm前後で、幢竿（柱）の径は 25cm程

と想定されます。金堂基壇の南側と同様に、講堂でも建物の威容を示すための幡が掲げられていました。

幡

幢竿

ふく いん

ろ ばん

い よう ばん

文 化 財 愛 護
シンボルマーク

監修：国分寺市教育委員会
2019 年 1 月寄贈

金堂・講堂間の通路と幢竿遺構
Passage and Flagpoles between Kondo Hall and Lecture Hall
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SX302 SX303

SX304SX305SX306
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平成 29 年３月　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課 　
国 分 寺 市
Kokubunji City 文 化 財 愛 護

シンボルマーク

ど う   　 か ん 　 　 　 い 　  　 こ う

中門・金堂間の幢竿遺構
　幢竿とは，宗教儀礼の際に装飾として用いる幡を吊り下げる柱のことです。中門と金堂の間からは，伽藍中

軸線上に東西に並ぶ２列の大きな柱穴が検出され、幢竿の痕跡と推定しています。当時、金堂の前面（南側）

を儀礼空間として使用していた様子を窺い知ることができます。

　南側の柱列（SX302・303）は，金堂建物中心から南へ約 35ｍの位置で、中軸線を挟んで東西に１基ずつ確

認され、２本１組の幢竿と考えられます。柱の中心間距離は約３ｍで、西側の柱穴 SX302 は南北 1.8ｍ、東西

約 1.5ｍの隅丸方形で深さ約 1.5ｍを測ります。SX302 の埋土の最下層で柱のあたりが確認され、柱の径は約

30 ㎝と想定しています。北側の柱列（SX304・305・306）は，金堂建物中心から南へ約 20ｍの位置で、中

軸線を挟んで西に２基、東に１基確認されました。柱の中心間距離は約 3.4ｍで、柱穴は南側よりもやや小さ

く南北約 1.0ｍ、東西約 1.0ｍの隅丸方形で深さ約 0.9ｍを測ります。未確認ですが東側（現在の道路上）にも

う１基あり，４本１組の幢竿であった想定しています。
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SX302・SX303 遺構図
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図版 11　伽藍中枢部北辺区画施設　築地塀・溝解説板 (令和 2年度 )　

図版 12　礎石解説板 (令和 2年度 )
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平成 27 年３月　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課 　写真提供：鳩山町教育委員会
国 分 寺 市
Kokubunji City 文 化 財 愛 護

シンボルマーク

瓦生産地と消費地を結ぶ
講堂基壇復元事業－鳩山町との連携－

　鳩山町（埼玉県比企郡）は、東日本最大級の古代窯業遺跡である南比企窯跡群の中心地です。武蔵国分寺創建

期の瓦の約 8 割が、南比企窯跡群で生産されたことがわかっています。

　鳩山町と国分寺市は、瓦の生産地と消費地という繋がりを活かし、交流・連携事業を進めています。平成 25・

26 年度には、鳩山町で採取した粘土と鳩山町の皆さんが復元した道具を用いて、「古代瓦作り体験教室」が実施

されました。鳩山町民と国分寺市民により作られた瓦は、鳩山町の復元古代窯で焼かれ、武蔵国分寺跡の整備で

使用するため国分寺市へ運ばれました。それらの瓦は、復元された講堂基壇の外装（西面）に使用されています。

Restration project of foundation platform - collaboration with Hatoyama town (ex-roof tile production area) -

新沼窯跡（南比企窯跡群） 古代瓦作り体験教室の様子１

復元古代窯での焼成 鳩山町（はとやま祭）を出発する瓦工人のみなさん 第 30 回国分寺まつり（平成 25 年）瓦引き渡し式

古代瓦作り体験教室の様子２

図版 13　鳩山町との連携　解説板（平成 26 年度）　

図版 14　群馬県寄贈のクロマツ（平成 29 年）
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講堂瓦積基壇外装（北東から）　平成 25・26 年度整備

金堂・講堂間の礫敷・瓦敷通路状遺構（南から）　平成 30 年度整備

金堂乱石積基壇外装（南西から）　平成 29・30 年度整備

図版１　竣工写真（1）
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移設した史跡指定標柱と金堂遺構解説板　平成 30 年度整備

鐘楼平面表示（南西から）　平成 28 年度整備

鐘楼平面表示（南西から）　平成 28 年度整備

図版２　竣工写真（2）
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⑤基壇外装	基礎コンクリート打設

①基壇外装	掘削

⑦基壇外装	基壇石積み

②基壇外装	床付け転圧

⑨基壇外装	止水コンクリート打設

③基壇外装	遺構養生シート敷設

⑩基壇外装	吸出し防止材布設置 ⑪基壇外装	砕石裏込め ⑫基壇外装	埋め戻し転圧

⑥基壇外装	胴込コンクリート型枠設置

⑧基壇外装	裏込めコンクリート打設

④基壇外装	砕石敷均し・転圧

⑬基壇上面	下層砂敷均し ⑭基壇上面	下層砂転圧 ⑮基壇上面	上層砂敷均し

図版３　金堂跡基壇工事経過写真（1）
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⑱基壇上面　磚目地詰め

　⑲基壇上面　基壇端部モルタル敷均し

⑰基壇上面	礎石廻り端部モルタル止め

㉑基壇上面　基壇端部磚目地詰め

⑯基壇上面	磚敷き

⑳基壇上面	基壇端部磚据え付け　

㉒須弥壇　床付け転圧 ㉓須弥壇	均しコンクリート打設 ㉔須弥壇	コンクリート擁壁打設

㉘須弥壇	コンクリート擁壁磚目地詰め ㉚仏像表示	基礎コンクリート出来形㉙仏像表示	基礎コンクリート打設

㉕須弥壇　コンクリート擁壁出来形 ㉖須弥壇　砕石転圧盛土 ㉗須弥壇	コンクリート擁壁磚敷き

図版４　金堂跡基壇工事経過写真（2）
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㉛仏像表示	下地プライマー塗布

㊲基壇外周雨落ち	見切り材設置

㉞須弥壇	上面磚敷き

㉜仏像表示	天然石最密構造樹脂舗装

㊳基壇外周雨落ち	縁石設置

㉟須弥壇	上面磚目地詰め

㉝須弥壇	上面砂敷均し転圧

㊴基壇外周雨落ち	石敷設

㊱須弥壇	上面出来形

㊵基壇外周雨落ち	出来形 ㊶基壇南側階段	掘削 ㊷基壇南側階段	砕石敷均し転圧

㊸基壇南側階段	玉石据付 ㊹基壇南側階段	玉石目地詰め ㊺基壇南側階段	出来形

図版５　金堂跡基壇工事経過写真（3）
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㊽基壇北側階段	砕石敷均し転圧

�礎石表示	砕石敷均し転圧

�基壇北側階段	出来形㊾基壇北側階段	モルタル敷均し

�礎石表示	モルタル敷均し�礎石表示	床付け転圧

㊿基壇北側階段	玉石据付け

�礎石表示	据付け

㊼基壇北側階段	床付け㊻基壇北側階段	掘削　

�建物外周表示	床付け転圧 �建物外周表示	砕石敷均し転圧

　�建物外周表示	モルタル敷均し �建物外周表示	レンガ据付・目地詰め �建物外周表示	出来形

図版６　金堂跡基壇工事経過写真（4）
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図版７　講堂跡基壇整備工事経過写真（1）

④基壇外装	基礎コンクリート型枠設置

⑩基壇外装	瓦積み

①基壇外装	掘削

⑦基壇外装水	抜きパイプ設置

⑤基壇外装	基礎コンクリート打設

⑪基壇外装	瓦積み目地モルタル充填

②基壇外装	床付け転圧

⑧基壇外装	吸出し防止材敷設

⑥基壇外装	基礎コンクリート出来形

⑫基壇外装	上面磚据付け

③基壇外装	砕石敷均し転圧

⑨基壇外装	砕石裏込め

⑬基壇外装	出来形 ⑭基壇外装	出土瓦箇所設置 ⑮基壇外装	出土瓦箇所出来形
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⑳建物外周表示	掘削

㉕基壇上面	客土搬入

⑯基壇上面	既存土鋤取り

⑲礎石表示	モルタル敷均し→据付け

㉖基壇上面	芝張り

⑰礎石表示	掘削

㉓建物外周表示	レンガ据付け

㉑建物外周表示	砕石敷均し転圧

㉗階段設置	掘削

⑱礎石表示	砕石敷均し転圧

㉔建物外周表示	レンガ目地詰め

㉘階段設置	砕石敷均し転圧 ㉙階段設置	石積み ㉚階段設置	モルタル充填

㉒建物外周表示	モルタル敷均し

図版８　講堂跡基壇整備工事経過写真（2）
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図版９　中門周辺整備工事経過写真

④礎石表示	表面刷毛仕上げ

⑩スラグ舗装	型枠設置

①礎石表示	掘削

⑦建物外周表示	モルタル敷均し計測

⑤礎石表示	出来形計測

⑮遺構名称板設置

②礎石表示	砕石敷均し転圧

⑧建物外周表示	レンガ据付け→目地詰め

⑥建物外周表示	砕石敷均し計測

⑪スラグ舗装	舗装材敷均し

③礎石表示	コンクリート打設

⑨スラグ舗装	砕石敷均し転圧

⑫スラグ舗装	舗装材仕上げ

⑬スラグ舗装	築地塀舗装材敷均し ⑭スラグ舗装	出来形計測
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図版 10　鐘楼整備工事経過写真

④礎石表示	表面刷毛仕上げ

⑪スラグ舗装	型枠設置

①礎石表示	掘削

⑭スラグ舗装	舗装材仕上げ

⑫スラグ舗装	礎石廻り型枠設置

⑨建物外周表示	レンガ目地詰め

②礎石表示	砕石敷均し転圧

⑦建物外周表示	モルタル敷均し

⑤礎石表示	脱枠

③礎石表示	コンクリート打設

⑩建物外周表示	出来形計測

⑮スラグ舗装	出来形計測

⑧建物外周表示	レンガ据付け

⑥建物外周表示	砕石転圧

⑬スラグ舗装	舗装材敷均し
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図版 11　幢竿表示・堂間通路整備工事経過写真

①幢竿表示	掘削

⑬堂間通路	舗装材敷均し（中央）

⑩堂間通路	砕石転圧

②幢竿表示	砕石敷均し転圧

⑭堂間通路	瓦敷設（中央）

⑦幢竿表示	ボルト締め付け

⑪堂間通路	縁石設置

③幢竿表示	基礎コンクリート型枠設置

⑮堂間通路	出来形計測

⑧幢竿表示	出来形計測

⑫堂間通路	舗装材敷均し瓦敷設（外側）

⑨堂間通路	砕石敷均し

⑤幢竿表示	基礎コンクリート打設 ⑥幢竿表示	幢竿設置④幢竿表示	アンカーボルト設置
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図面 1　伐採平面図 (1)
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図面 2　伐採平面図 (2)
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図面 3　撤去平面図 (1)
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図面 4　撤去平面図 (2)
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図面 5　石垣解体復旧詳細図
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図面 6　遺構保護造成平面図 (1)
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図面 7　遺構保護造成平面図 (2)
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図面 8　横断図 (1)
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図面 9　横断図 (2)
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図面 10　横断図 (3)
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図面 11　金堂基壇整備平面図
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図面 12　金堂基壇整備詳細図 (1)
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図面 13　金堂基壇整備詳細図 (2)
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図面 14　金堂基壇整備詳細図 (3)
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図面 15　金堂基壇整備詳細図 (4)
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図面 16　金堂基壇整備詳細図 (5)
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図面 17　金堂基壇整備詳細図 (6)
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図面 18　金堂基壇整備詳細図 (7)
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図面 19　講堂基壇整備平面図
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図面 20　講堂基壇整備詳細図 (1)
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図面 21　講堂基壇整備詳細図 (2)

→ →
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図面 22　講堂基壇整備詳細図 (3)
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図面 23　講堂基壇整備詳細図 (4)

←
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図面 24　講堂基壇整備詳細図 (5)
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図面 25　中門跡・中枢部区画施設整備平面図
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図面 26　鐘楼跡整備平面図
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図面 27　鐘楼跡横断図・詳細図
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図面 28　堂間通路跡整備平面図
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図面 29　堂間通路跡整備詳細図

→
←
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図面 30　幢竿支柱詳細図
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図面 31　施設平面図 (1)
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図面 32　施設平面図 (2)
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図面 33　施設詳細図 (1)
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図面 34　施設詳細図 (2)
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図面 35　施設詳細図 (3)
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図面 36　施設詳細図 (4)
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図面 37　施設詳細図 (5)
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図面 38　施設詳細図 (6)
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図面 39　給水設備平面図 (1)
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図面 40　給水設備平面図 (2)
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図面 41　給水設備詳細図
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図面 42　排水設備平面図 (1)
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図面 43　排水設備平面図 (2)
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図面 44　排水設備詳細図 (1)
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図面 45　排水設備詳細図 (2)
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図面 46　電気設備平面図 (1)
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図面 47　電気設備平面図 (2)
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図面 48　電気設備詳細図
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図面 49　植栽平面図 (1)
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図面 50　植栽平面図 (2)
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１．修理の概要　

 標柱及び基礎石等を全て解体し、それぞれ保存強化処理を施した上で、別途指定場所に再建立する。

施工前写真 完成写真

各部位の名称

修理順序

＊＊ 各各部部位位のの名名称称

＊＊

標柱損傷部修理

＊＊ 修修理理内内容容

＊＊

現状解体

運搬 組立

付着モルタル除去

修修理理順順序序

石質強化

運搬 クリーニング

割断部接合

標標柱柱解解体体

P4

標柱

台石

基礎

基壇

＊＊ 各各部部位位のの名名称称

＊＊

標柱損傷部修理

＊＊ 修修理理内内容容

＊＊

現状解体

運搬 組立

付着モルタル除去

修修理理順順序序

石質強化

運搬 クリーニング

割断部接合

標標柱柱解解体体

P4

標柱

台石

基礎

基壇
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２．修理内容　

〇標柱解体             

　解体は、巨木を切断することなく解体しなければならないので、一般的なクレーンを使った吊上げ解体は

不可能であった。標柱真上の枝にチェーンブロック（手動吊上げ器）かけて、台石から引抜いたとしても、

吊上げ揚呈が少ないので、それを枝張りの外まで出すのは、非常に難しい作業を予想していた。   

　ところが、鈴木造園廣田氏の援助で、枝張り範囲から、樹木も標柱も傷つける事もなく、容易に引き出す

事が出来た。引抜の作業の説明は、煩雑になるのでここでは省略するが、文化財修復における困難な作業を、

一般作業者の方の技術に助けられる事は多い。今回も、又助けて頂いた。感謝を申し上げる次第である。 

　標柱下の基礎部については、樹根が強く絡みついていたので、この部分はある程度、樹根を切断しなく

ては、解体は出来ないであろう、と予想された。        

 

〇標柱の養生             

　標柱の表面には、剥離（表層の浮き上がり）、亀裂などが多数あるので、石表層に吊上げ用のベルトを直

接掛けるのは、表層を破壊する恐れがあったので、この面の養生を行った。     

　養生方法は以下の通り。          

 

　　標柱に、ポリエチレン製ラッピング材を巻き付ける → その上を板で囲う→ 板の上から

　　ラッピング材を巻く　→ 板の中に緩衝材となる発泡ウレタンを注入 → ウレタン硬化後吊上げ作業 

ラッピング材の巻き付け

発泡ウレタンの膨張、ふくらみを抑える為

板囲いの上には、ラッピング材を巻きつけ

てある。

養生模式図

養生模式図

ラッピング材

発泡ウレタン

囲い板

ラッピング材

標柱上部の枝に、吊上げ用チェーンブロックを掛け（樹木には傷つけ防止の毛布を巻き付け）、標柱中央部に

吊上げベルトを巻き付け、静かに吊上げを開始。標柱下の台石から引抜を試みたが、テンションが掛っても

ビクともしなかった。

標柱、台石、基礎、基壇が一体化されているのかと思いもしたが、標柱全体の構造から、まずそんなことは

あるまいと判断し、標柱と台石の隙間に詰め込まれていたモルタルの除去をした。それでも、引抜は出来なかった。

標柱の建立状態は不明であり、あるいは標柱は台石を突き抜けて

下の基礎石に接着しているのではないかとも考えられた。

そこで吊上げテンションは掛けたまま、台石と基礎石の間にクサビを

打ち込み、振動を与えていると、突然台石が敷石と離れて若干浮き

上がった。

その台石ごと引き上げようとすると、樹木の一部が食い込んでいるので、その部分はカットした。

標標柱柱引引抜抜 P6

標柱

板の間に発泡ウレタンを注入
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〇標柱引抜             

　標柱上部の枝に、吊上げ用チェーンブロックを掛け（樹木には傷つけ防止の毛布を巻き付け）、標柱中央

部に吊上げベルトを巻き付け、静かに吊上げを開始。標柱下の台石から引抜を試みたが、テンションが掛っ

てもビクともしなかった。           

　標柱、台石、基礎、基壇が一体化されているのかと思いもしたが、標柱全体の構造から、まずそんなこと

はあるまいと判断し、標柱と台石の隙間に詰め込まれていたモルタルの除去をした。それでも、引抜は出来

なかった。             

　標柱の建立状態は不明であり、あるいは標柱は台石を突き抜けて下の基礎石に接着しているのではないか

とも考えられた。そこで吊上げテンションは掛けたまま、台石と基礎石の間にクサビを打ち込み、振動を与

えていると、突然台石が敷石と離れて若干浮き上がった。       

　その台石ごと引き上げようとすると、樹木の一部が食い込んでいるので、その部分はカットした。

食い込んでいる樹木の一部カット 台石と標柱の引き上げ

標柱と台石の隙間に詰め込まれていたモルタル

基礎石



　171

〇基礎石の解体             

　標柱と台石解体後、その下の基礎石、基壇石の解体に掛った。

割断部から分離させ、解体

１枚目基礎石解体

土が入り込んで、蟻の巣と化していた

２枚の基礎石を解体

ここまでは樹木を大きく傷つけることなく、解体できた。

２枚目基礎石の中央部に亀裂が存在（既に割断）

基礎石は３枚、基壇石は３段で構成されているが、

基壇石は２段目半分から下は、地中に埋もれている

標柱引抜時、樹木のカット部分

基礎石の解体は、こちらから行った

　３枚目の基礎石には、樹根が絡みついており、現状のままでの除去は不可能であった。無理に解体すると

石を破断損傷させる恐れもあったので、樹根を切断せざるを得ないと判断した。
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〇基壇石の解体             

　基礎石を１枚残したまま、基壇石の解体に掛った。基壇石を先に解体する事で、残った基礎石が下に

下って、外せるのではないかと期待した。

　基壇石の間にはモルタルが詰まっているので、まずそれを除去してから、基壇石を解体した。

　詰まっていたモルタルを全て除去し、このあと、基壇石の１、２段目を解体した。モルタル除去は全て手

作業で、電動斫り機、ハンマー、チス、電動ドリルなどで行った。

　１段目の基壇石を全て解体しても、樹根が基礎石に強固に絡みついており、基礎石は引き出せなかった。

そのため、ジャッキで保持しておいて、樹根をカットして解体した。

　３段目の基壇石は、地中に深く埋もれており、しかも太い樹根が絡みついている。樹根を大きくカットし

ない限り、教育委員会と協議した上で、取り出しは出来ないと判断し、地中に残して埋め戻す事にした。

基壇石の解体、一つずつ手作業で行った

モルタルの除去 モルタル除去後の基壇石

基礎石に亀裂存在 ジャッキで保持して樹根をカットして解体
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亀裂部分から破断した石 ３枚目の基礎石

取り出した基壇石　１段目 取り出した基壇石　２段目

〇運搬・クリーニング

・運　搬  

　解体後、振動 ・衝撃措置を施して、株式会社ざエトス工房（愛知県瀬戸市）まで搬送。  

・クリーニング  

　クリーニングは高圧洗浄（一般家庭用水道圧の 10 倍程度）で、泥土、その他水垢、コケ類の洗浄を行った。

標柱で損傷の激しい部分は、手洗いと低圧水洗で洗浄した　標柱は屋内乾燥とし、その他石は屋外で日中は

天日乾燥し、雨天、夜間はブルーシート被覆で乾燥させた。 

標柱のクリーニング 基壇石のクリーニング
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〇付着モルタル除去  

　クリーニングで汚れが落とされると、モルタルの付着が露わになった。

これの除去は、エアーチッパー、ハンマー、ディスクサンダーなどで、削り取る事で除去した。石を全く傷

つけないで、除去するのは不可能だが、出来るだけ傷を小さくする事に留意して作業を行った。

　標柱に接着したまま吊上げられた台石は、容易に分離できなかった。木製クサビ打ち込み、振動などを、

長い事加える事でやっと分離できた。

エアーチッパーで斫り 斫り完了

エアーチッパーで斫り 除去完了

標柱に接着したまま吊上げられた台石 標柱と分離した台石

台石に残っていたモルタル モルタル除去後
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〇石質について             

　標柱の石質は、基礎部も含めて凝灰岩と判断しているが、凝灰岩と云うと関東では、大谷石がまず思い浮

かぶ。大谷石については、これまで随分手掛けているので、性状などは知悉している積りだが、今回の石は 

我々が知っている大谷石とは、ずいぶん様相が違った。 

　　　　１ 色合いは、緑色基調が少なく、やや白い。

　　　　２ 硬度（石密度）が高い

　　　　３ 劣化（表層粉状化、鱗片状剥離など）が少ない

　以上の事などから、凝灰岩として別産地なのか、大谷産としても、採取位置の深浅によるものなのか、判

断は付きかねる。           

〇石質強化

　劣化して石本来の強度が低下したものに、シリケート溶液タイプ強化剤を浸透させて石の強度を回復させ

る方法は、一般的で効果的な方法である。         

〇吸水率検査             

　通常、石質強化を行う前に、石の吸水率を調べる事をする。吸水率が分かれば、強化剤の浸透量は凡そ把

握できるその吸水率調査は、強化する石と同じ石か、もしくは同質石で行う事で意味がある。しかし、今回

は、テスト出来るほどの大きさの本物の石はおろか、同質石の入手も出来なかった。そこで、台石に付着し

ていた本物の石と見紛うモルタルでテストする事にした。このモルタルは、当時擬石の概念があったかどう

かは判らないが、擬石として見事であったので、以下、「遺存擬石」と呼ぶ。

　これの当時の使い方は、標柱設置の際、台石の上に盛り付けておき、その上に標柱を（ドスン）と置いた

ものと思われる。            

　固まる前は当然モルタルのように柔らかいので、標柱の重量で、標柱と台石の隙間に行き渡り、台石と標

柱は一体化した のであろう。また硬化するまでは柔らかいので、標柱の傾きなども微調整も出来たはずだ。 

　この接着によって標柱は長い間、直立を保持し、引き上げで、台石と一緒に吊上げられるほどの接着力を

保持していた。             

　この接着力維持（耐久力）はいかなる技術によるものなのか。当時の作業者の技術の高さが窺える。  

　吸水率試験は、同質石が手に入らぬことから、この擬石で行う事にした。実際の浸透の目安にはならない

かもしれないが、何かの参考にはなるかもしれない。この見事な擬石に敬意を表して（？）行った次第であ

る。     

　なお、筑波大学松井敏也教授に、擬石と思われるもの 2点、僅かに得られた本物の石 3点について分析を

お願いした。             

モルタルの除去 モルタル除去後の基壇石
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その結果を、簡易に下に記す

➊ 遺存擬石　2点　炭酸カルシウムが多く、砕石と石灰を混ぜたもの

➋ 本物の石　3点　石英、長石類など造岩鉱物が主体

　この結果、やはり擬石である事が判明したが、その砕石（本物の石を砕いたものか）、石灰、その他石片

類などの混合比率、混合の仕方（空隙などがない）など、擬石として見事である。当時の作業者は、後年、

本物と見紛うほどの（擬石）を想定し、これを作成していたのだろうか。しかも標柱吊上げの際、台石まで

が一緒に吊上げられた接着力（地震の際の転倒防止対策）まで計算していたのか。これについての究明は、我々

の今後の修復に活かされる事になるであろう。

　試験片は薄いので、水浸透は短時間で満杯状態になると推定していた。12 時間で一旦計測したが、それ

以降は全く増量はなかった。これまでの経験からすでに 5,6 時間で満杯になったものと思われる。大谷石の

吸水率は 15 ～ 20％で、それと比較するとかなり低い数値で、作成時かなり丁寧に作成したのではないか。

〇浸透性強化剤の選定

　文化財修復で、よく使用されている 3点で浸透試験をしたが、試験片が薄いので 3製品とも浸透率の差は

ない。浸透は石の劣化層（部分）に浸透させれば良いので、劣化層に対する浸透性は、元々この 3製品には、

差はない。

　今回は、文化財修復に実績ある上記 3 製品を、表の通り比較したうえで「SS101」を選定した。

〇遺存擬石の吸水率



　177

　屋外石造物類の劣化要因には色々あるが、石表面から雨水などが石内面に浸透する事も劣化要因となる。

特に単体石造物（石灯籠、石碑など）では、表面からの水分浸透が大きな劣化要因になる。その防止策とし

て表面からの水分浸透を防ぐ撥水処理が必要となる。

　ワッカー OH、シャープ３は、撥水性能はないので、別途撥水材を塗布しなければならない。

その為、撥水材コストが別途加算される。また強化材の硬化後に塗布するので、内面にはあまり浸透しない。

撥水層は表層に形成するだけなので紫外線劣化を受けやすく、耐久性もあまりない。

　SS101 は撥水性能が含有されているので別途撥水材を塗布する必要がなく、コストは上の 2 点に対し、か

なり安価になる。さらに、強化剤と共に浸透するので、撥水層は奥まで形成される。それだけ耐久性は良く

なる。SS101 は、石質によっては濃色化が出るが（後で元に戻る）、砂岩、凝灰岩では起きない。標柱の石

質は凝灰岩なので、濃色化の問題はない。

　シャープ３は、現在は常時生産は行っていない。注文生産で、納期、流通に問題がある。

　上記の比較から、今回は SS101 を選定し、浸透方法はドブ浸け（下図参照）で行う事にした。

石を強化剤の中に浸ける。強化剤は毛細管作用で石の内部に浸透する。

強化剤浸透方法の模式図

〇強化剤について
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〇浸透量の記録

　石の中に強化剤がどの位浸透されたのか、それを調べるのは、石が大きいので、重量計測による調べは出

来ない。そこで、あまり正確ではないが、凡その目安になるので、以下の方法で行った。

① 石を容器（箱）に入れる。

② 強化剤を入れる。石が完全に沈んだ状態になるまで強化剤を入れる。その時の量を記録しておく。

③ 強化剤が石の中に浸透して行く。48 時間程度を目安として、浸漬を継続。

④ この間に時々浸透状況を点検し、石が強化剤から出ていたら（浸透している証し）、強化剤を注ぎ足す。

　その量を記録。浸透している間は、石から気泡が出ている。

⑤ 強化剤の目減り、気泡のストップは、浸透が止まったとしても良いが、さらに 2時間ほど浸漬を継続する。

　その後石を取り出し、容器（箱）内に残った強化剤を計量。

先に入れた量（中間注ぎも含む）- 箱に残った量＝石への浸透量

石を箱に入れる 強化剤を入れる

石が完全に浸るまで、強化剤を入れる（上）

石が完全に浸った後、箱表面にポリエチレンシートを被

せ強化剤の蒸発防止目減り具合などを時々点検する。（右）
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台石浸透　含浸剤の注ぎ足し侵透完了後の標柱取出し

（標柱は、72 時間ほど浸漬を継続した）

台石浸透　含浸剤の注ぎ足し 浸透中はポリエチレンシートを被せておく

基壇部の石は、大きな箱で浸漬したので、1個ごと浸漬

前後の重量を計測した

浸漬け完了
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含浸強化剤　SS101　使用前

15kg 缶（主剤）　8缶　計 120kg 

550kg 缶（触媒）　8缶　計 4.4kg 

主剤計測（1.5 ㎏）

触媒の計測 触媒混合（主剤に対し重量比２％添加）

触媒（スズ化合物）　硬化を促進させる

1㎡換算の浸透量からすると、充分浸透していると判断できる。一般的な砂岩などよりは、多いと思われるが、

凝灰岩には「ミソ」 と呼ばれる空洞、穴などがあるので、そこにも浸透される為、その分多くなる。
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基礎石南側　⑤　表面積　0.48 ㎡　台石　⑥　表面積 1.3 ㎡

表面積　④ +②　0.53 ㎡

基礎石中央部　④ 基礎石中央部　②

基礎石北側　③ 基礎石北側　①

表面積　③ +①　0.51 ㎡
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〇基礎石浸透重量の計測

　計測は、デジタル台秤で計測した

基壇石は、上部の台石、基礎石比べ劣化程度は低く、硬度、密度も高い。その為、それらの石と比べると浸

透量は少なめである。浸透量が少ないのは、石が健全（に近い）であることの証しになる。

南 南
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〇割断石の接合

　割断していた基礎石「中央部、南側」の 2枚の石を、エポキシ樹脂とステンレスボルト挿入による接合修

理を行った。

基礎石　中央部の石

基礎石　北側の石（円内石は左側③の先端部に入る）

接合部（　）　接合部にはステンレスボルトが挿入される

接着剤エポシキ樹脂（　）と

ステンレスボルト（　）　
割断部接合模式図
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〇欠損部の擬石補填

　基礎石の北側部位には、欠損部（赤丸内）がある。割断

部材を生かしながら、成形を行った。

成形順序

１　遺存部材を元の位置に接着

２　 遺存部材のない部分は、エポキシモルタル（エポキシ

樹脂と珪砂を混合したもの。硬化後、石様に固くなる）

を盛付け

３　 エポキシモルタルの上に擬岩材（石灰、凝灰岩石粉、

鹿沼砂塩化マグネシウムの混合材）盛付け石風のオウ

トツ感の彫刻

４　最終補色

　 

エポキシモルタルの盛付け 擬岩材盛付け

擬岩材に石風凹凸を刻み付け オリジナル石に似せた補色
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〇標柱剥離 ・亀裂等修理

標柱の表面には、亀裂、剥離、表層浮き（表面は健全

に見えるが、内部に空洞がある）などが、多数存在し

ていたので、これの修理を行った。

修理順序

１　打音で浮きのチェック

２　穴開け位置のマーキング　 刻字部は避ける

３　空洞部に向け注入用穴を開ける

４　穴内部の切粉をエアーで掃除する

５　内部にエポキシ樹脂を注入し、空洞部分を樹脂で

　　満たす

６　穴表面に擬石を詰込、穴開け痕が分からない修景

　　処理をする

　注入充填の確認は、打音で行う。空洞時の打音と充

填後の打音は、明らかに異なる。注入エポキシ樹脂は、

中粘度（ゼリー状）タイプのボンド E-207 を注入して

いる。液状低粘度の方が、注入器の圧力を強くかけな

くても空洞部に入った時、隅々まで充填されやすい。

ただ、目に見えない微細な亀裂や、欠損部から漏れ出

て来て、表面を汚す事が多い。その為、流動性はやや

落ちるが、液漏れの少ないタイプを静かに注入する事

で隅々まで充填できる。これは、作業者の技術の高さ

に因る。

剥離部

注入用穴開け　径５mm

穴内部の切粉をエアーで掃除

内部空洞部に向け中粘度エポシキ樹脂を注入
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〇亀裂等の修理

　亀裂は 2種類の亀裂がある。

１　剥離部の縁の亀裂で、空洞部分とつながっている。

　先に、空洞部の注入をしておき、亀裂表面は、アクリル樹脂パラロイド B-72 を注入する。エポキシに比

べ接着力はやや落ちるが、石表面を汚す事はない。エポキシに比べ遥かに低粘度なので、薄い剥離部や細い

亀裂に注入する。　

２　通常の亀裂

　亀裂幅は大きくなないが、数か所発生している。

発生理由は分からないが、通常の亀裂とした。刻字

を避けて亀裂に向けて穴を開ける、穴深さは亀裂を

貫通させる、　その穴から注入をを行う。

パラロイドを注入 写真では亀裂が大きく見えるが、実際は細く奥行もない

通常の亀裂（　）

穿孔穴から亀裂に向けて注入
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〇ミソ穴の注入

　標柱には大谷石特有のミソと云われている穴が多い。内部には空洞になっている部分もあり、このまま放

置しておくと、今後の地震などで座屈する恐れもある。

　この時の注入材は、空洞部隅々まで行き渡るように、流動性の高い低粘度タイプ（ボンド E-206）を注入

した。一気に注入すると、思わぬ所か漏れ出てきて表面を汚す恐れもあるので、少しづつ注入を繰り返し行っ

た。　

大谷石特有のミソと云われる穴

擬石充填

　亀裂線、注入用穴、ミソ穴などに、色合いを似せた擬石材を充填し、オリジナル石と違和感のない仕上げ

処置を施す。大きなミソ穴は、表面よりやや凹ませて充填。

搬　入

　標柱、台石、基礎石、基壇石を 2回に分けて、現地まで搬入。
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〇現地組立

　組立は、基壇石から行ったが、3 段目石は、元の場所に埋設保存してあるので 3 段目は擬石で組立ること

にした。

　まず、コンクリートの芯台を作成してもらい、その上に 2段目石の設置から始めた。

この上に１段、２段目の石を積み上げる

１、２段目組立完了（この中にはコンクリートが充

填されている）

３段目擬岩材盛付け　1回目 ３段目擬岩材盛付け　２回目
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３．法　量

４．使用材料
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